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発刊にあたって

この報告書は、農業基盤整備事業の施工に先がけて、佐賀市教育委員会が平成

元年度に発掘調査を実施した村徳永遺跡 (E• F • G • H地区）の発掘調査報告

書であります。

昭和63年度に引き続いて行なった調査により、この村徳永遺跡は、縄文時代か

ら鎌倉、室町時代にかけての遺跡であることが新たに明らかになりました。

特に弥生時代の集落跡は広い範囲にわたって確認されており、検出した遺構や

遺物も貴重なものが多く得られています。遺構は掘立柱建物、竪穴住居、井戸、

土壊、周溝状遺構、溝など多数を検出しており、その中でも掘立柱建物は検出し

た棟数の多さもさることながら、柱穴の多くから柱が出土しており、弥生時代の

建築技術を考えるうえで典味深い資料であると思われます。遺物は鐸形土製品や

木製農耕具をはじめとして、多くの土器・木器が出土しています。

これらの資料は佐賀市における弥生時代の人々の生活を知るうえで欠かすこと

の出来ない貴重なものであり、この発掘調査報告書とともに、郷土の文化財に対

する認識と理解に少しでも役立てば幸甚に存じます。

なお、調査に際しまして、ご協力いただきました佐賀県農林部、佐賀県教育委

員会、並びに地元の方々に対しまして、心から厚く御礼を申し上げます。

平成2年3月

佐賀市教育委員会

教育長山田清人



例 言

1. 本書は農業基盤整備事業に伴い、平成元年度に実施した村徳永遺跡E•F·G·H地区の

発掘調査報告書である。

2.調査は佐賀県農林部の委託を受けて、佐賀市教育委員会が実施した。

3.調査地の所在および規模などは以下のとおり。

遺跡登録番号 2037 • 3054 • 5023 遺跡略号 MTN-E • F • G • H 

調査地 佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永 開発面積 220,000m' 

調査対象面積 64,500m' 調査実鹿面積 9,417m' 

遺跡調査番号 0106 調査期間 平成元年6月7日～同年12月20日

4.発掘作業・整理作業・報告書作成の分担は以下のとおり。

表土除去

空中写真

遺構実測

個別遺構実測

遺構・遺物写真

遺物復元

遺物実測

製医

有限会社

有限会社

江下建設

空中写真企画

新九州測量設計株式会社（現 埋蔵文化財サポートシステム）

木島慎治・加藤元信・西田巌・友添丸子・龍由美子・副島カスミ・原京子

木島慎治・加藤元信・西田巌

島京子・新郷クニ子・吉田典子

木島慎治・加藤元信・西田巌•島京子・新郷クニ子・吉田典子

福田義彦・前田達男・木島慎治・西田巌

5.調査・整理記録及び出土遺物は、佐賀市文化財資料館（佐賀市本庄町大字本庄1121)で一

括保管している。巻末の収蔵品目録を参照されたい。

6.本書の執筆・編集は、西田の支援を受け、木島がこれにあたった。

凡 例

1.遺構については略記号を用いる。調査区ごとに連番号をつけ、番号の前に遺構分類記号を

つけた。分類は以下のとおり。

SA：棚列 SB：掘立柱建物 SC ：箱式石棺墓•石蓋土壊墓 ISD: 溝 SE：井戸ISH：竪穴住居Is J：甕棺墓

SK：土塙 ISP：土壊墓・木棺墓 SR：周構状遺構 ss：支石墓 1ST：古墳 Isx：不明遺構IP：小穴・柱穴

2.原則として、遺構の測定値は m単位、遺物のそれはcm単位とした。

3.特に注記のないかぎり、表示した方位はすべて座標北 (G.N.)

表示する場合は 1゚単位でこれを行なう。

である。遺構の方位角を
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I.序説

1.調査にいたる経過

平成元年度の久保泉西部地区における農業基盤整備事業は、22haという広域な範囲にわたっ

てその工事計画がなされた。これに伴い、昭和63年11月に当該地区の埋蔵文化財確認調査を実

施した。調査は、削平を免れない水路計画部分や高畑部分を中心に行ない、遺構面までの深さ

が浅く削平を受けることが予想された地域についても試掘坑を設定した。試掘坑の掘削は機械

力及び人力で行なった。この調査の結果、 75,400rri％こ及ぶ遺跡（村徳永遺跡・古村遺跡）の存

在が確認された。この調査結果をもとに佐賀県農林部、佐賀県文化課、佐賀市土地改良課、佐

賀市教育委員会の四者で埋蔵文化財の保護に関する協議を実施した。協議を重ねた結果、水路

建設により掘削を受ける部分と工事の切り土により削平を受ける部分12,556rri刊こついて発掘調

査を実施することとなった。このうち、村徳永遺跡については9,417面を農林部委託事業として

発掘調査を実施し、記録保存を図ることとした。

発掘調査地が広域にわたるため、便宜的に調査区をE・F・G・H地区に分けた。発掘調査

は平成元年6月7日から開始した。調査地は水位が高いせいか、湧水が激しく、水はけもよく

ない地域であり、そのうえ、調査時期が田植えの時期と部分的に重なったことから、調査1しま困

難をきわめた。水の問題もさることながら、検出遺構・出土遺物も当初の予想をはるかに越え

たものとなったため、調査期間を延長し、平成元年12月20日にすべての現場作業を終了した。

出土遺物の整理作業及び発掘調査報告書作成は佐賀市文化財資料館で行なった。

2.調査の組織

調査主体佐賀市教育委員会

事務局 佐賀市教育委員会社会教育課

社会教育課長 古川靖邦

課長補佐兼文化係長 中野和彦

事務吏員 甲木亮一（庶務担当）

木島慎治（調査担当）

嘱託員 加藤元信（調査担当）

西田巌 （調査担当）

発掘作業員生田美代子・大野ユキエ・後藤美智江・成富寿子・原ミチェ・広瀬八重子・広瀬

幸子・宮地峰子・村川キクエ・内村美里・小出賀澄・角田絹子・角田千代乃•富

永ツヤ子・杉町スミ子・野中津多江・松林喜美子・荒巻勝代・今泉テル子・今泉

富美枝・緒方道江・金崎タキヨ•福田スマ子・内田和子・西原和子・納富ミサオ•

中牟田テル子・中島文子・野田セキ子・野田富子・野田美智子・野中ツルヨ・広
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重サナエ・古川クラ・納富直子・平原ヒロミ・杉町英子・友添丸子・原京子・副

島カスミ・龍由美子・原ケサ代・武藤ツルヨ・木塚トシ子・亀川すえみ・宮地富

子・中尾清子・松本のり子・緒方敏子•原ナミ子・小林澄子・山木江美子・畑瀬

弘・下村保枝・森田ツルヨ・千住フジ子・深町俊子・小山和枝・江口淳子・石橋

由美子・三位保子・高蔵公子・大木和子・千布フミエ・副島克代・小柳恵子・香

月ミッコ

調査協力 佐賀県教育委員会・佐賀県農林部・中部農林事務所・佐賀市土地改良課・久保泉

土地改良区・地元各位

II.遺跡の位岡と環境

1.遺跡の位置 (Fig.1) 

佐賀市は佐賀県の東南部に位置し、東は神埼・千代田・諸富町、西は大和・三日月町、北は

大和町と接している。市の北部には脊振山系が連なっており、その南麓には舌状丘陵が形成さ

れ、それより南には沖積平野が広がっている。

遺跡はこのような平野部に位置しており、標高5.5~7.0mを測る。調査区の西方約200mには

巨勢川がほぼ南北にその流路をとり、南には県道小城・北茂安線が東西に走っており、調査区

に北隣して金泉中学校がある。周辺は水田あるいは畑として利用されている。一帯に広がる水

田に大きな起伏はないものの、わずかに認められる比高差から旧地形を推察することができる。

2.歴史的環境 (Fig.1) 

佐賀市内には数多くの遺跡が存在し、その中心地域となるのが脊振山麓部一帯及びそこから

南へ広がる平野部であり、遺跡の分布密度は非常に高い。以下、 Fig.l内の地域に限って周辺遺
註 l

跡を概観する。縄文時代では、前期・後期・晩期土器を出土した大門遺跡、中期・後期の土器・
註2 註3 註 4

石器を出土した来迎寺遺跡、晩期支石墓が検出された丸山遺跡・黒土原遺跡がある。支石墓に

ついては村徳永遺跡においても近年まで存在していたという地元の話がある。弥生時代の集落
註5 註6 註7

遺跡としては、琵琶原遺跡・立野遺跡・泉三本栗遺跡の調査が行なわれており、特に琵琶原遺
註8

跡では後期から終末期にかけての竪穴住居が53軒検出されている。東千布遺跡では前期から中
註9 註JO

期にかけての甕棺墓群が調査されている。古墳時代においては銚子塚や関行丸古墳などの前方

後円墳をはじめとして、大門・金立・西原古墳群、丸山古墳など数多くの古墳が存在する。し

かし、集落遺跡の調査はほとんど行なわれておらず、琵琶原遺跡・西原遺跡・泉三本栗遺跡な
註l] 註12

どで数軒の住居が調査された程度である。奈良•平安時代においては大日遺跡・上和泉遺跡・
註13

泉三本栗遺跡・古村遺跡などで集落の一部が調査されている。中世においては年々調査例がふ
計14 註15

えており、村徳永遺跡・立野遺跡、地域外ではあるが本村遺跡などの調査例がある。
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Fig. 1 村徳永遺跡周辺遺跡分布図 (S= 1/25,000) 

註

註 l)木下之治編 r大門遺跡J佐賀市文化財調査報告書第9集 佐賀市教育委員会 昭和48年
註2)加藤元信 「来迎寺遺跡I佐賀市文化財調査報告書第27集 佐賀市教育委員会平成2年
註3)東中川忠美 r丸山追跡J九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(5) 佐賀県教育委員会 昭和61年
註 4)福田義彦 「黒土原追跡」佐賀市文化財調査報告書第19集 佐賀市教育委員会 昭和62年
註 5)福田義彦 「琵琶原迫跡」佐賀市文化財調査報告書第13集 佐賀市教育委員会 昭和56年
註 6)福田義彦 「立野迫跡J佐賀市文化財調査報告書第24集 佐賀市教育委員会 平成元年
註 7)福田義彦 「泉三本栗遺跡J佐賀市文化財調査報告書第18集 佐賀市教育委員会 昭和62年
註8)福田義彦 r東千布迎跡J佐賀市文化財調査報告書第15集 佐賀市教育委員会 昭和60年
註 9)木下之治編 「銚子塚．l佐賀市教育委員会 昭和60年
註10)渡辺正気 r佐賀市関行丸古墳」佐賀県史蹟名勝天然記念物調査報告第七輯佐賀県教育委員会 昭和60年
註11)木島慎治 r大日迫跡J佐賀市文化財調査報告書第25集 佐賀市教育委員会 平成元年
註12)福田義彦 「上和泉追跡J佐賀市文化財調査報告書第20・21集 佐賀市教育委員会 昭和63年
註13)木島慎治 「古村遺跡J佐賀市文化財調査報告書第28集 佐賀市教育委員会 平成2年
註14)木島慎治 「村徳永辿跡J佐賀市文化財調査報告書第26集 佐賀市教育委員会 平成元年
註15)前田達男 r本村追跡I佐賀市文化財調査報告聾第29集 佐賀市教育委員会 平成2年
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III.調査の概要

調査は機械力による表土除去作業から開始した。 20~90cmの現水田耕作土を除去すると、直

下はすぐに遺構面であり、遺物包含層は存在しない。遺構面は若干削平を受けているものの残

存状態は比較的良好であった。地山は黄褐色～暗黄褐色の砂質土ないしはやや粘性のある土で

あり、 50~70cm以下は淡灰色砂層に変化している。遺構埋土は、黒褐色土を基本とする。

表土除去後、国土座標にあわせてグリッドを設定し、人力による遺構検出後に、このグリッ

ドを利用して遺構配置図を作成した。遺構検出及び遺構掘り方作業は原則としてこのグリッド

に沿って行なうこととした。

グリッドは今後の調査にも対応できるように、村徳永遺跡全体を包括する形で5m方眼を設

定した。国土座標X=+33K400、Y=-63K900の交点を基準とし、そこから北に AA、AB、AC

…、東に 1、2、3…と名称を与え、各グリッドの呼び名は AA-1、AA-2と表示することとした。

E地区において検出した遺構は掘立柱建物 1棟、井戸5基、土塙104基、溝21条で、その殆ど

が平安時代から中世にかけてのものである。弥生時代のものとしては甕棺墓3基、土壊2基、

井戸2基が確認されている。

今回の調査で主要をなすのは F•G • H地区で検出された弥生時代の遺構・遺物である。

掘立柱建物は不確実なものも含めて、約70棟を確認した。すべて弥生時代のものと考えられ、

F地区の東西部分とG地区の西端部分に集中する。確認した棟数の多さもさることながら、特

筆すべきは柱穴の大部分から柱根が検出されたことである。柱の下部構造はバラエティーに富

み、建物の構造や弥生時代の建築技術を考えるうえで非常に興味深いものがある。その中でも.... 
特にF地区とG地区で検出した布掘り状（誤解を招きやすく、適切な表現ではないが）とでも

呼べるような平面正方形状の建物の存在は注目される。

竪穴住居はその多くがG地区に集中し、 22軒を検出した。隅丸方形ないしは隅丸長方形を基

調とし、 二本柱構造のものがその大部分を占める。円形炉跡、方形炉跡を持ち、ベッド状遺構

を持つものもある。調査区が狭いため完全に検出したのは 3軒のみである。

検出した土壊の殆どは弥生時代のものであるが、中には縄文晩期の土器・石器とともに梯子

を伴った土塙も存在する。

井戸は13基を検出した。井戸では弥生土器とともに木製農具、その他木器・木器未製品が数

多く出土しており、保存状態も比較的良好であった。

溝は数状を検出したが、調査区が狭小なため全容は掴めなかった。

今回の発掘調査では、開発事業の性格上全面発掘には至らず、その全容を摺むことはできなかっ

たが、集落を構成する遺構群はかなり豊富であり、弥生時代の集落形態を考えるうえでかなり

重要な資料を提供している。
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Fig. 2 村徳永遺跡E・F・G・H地区調査区配置固及びグリッド設定図(S=l/3,000)
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IV.調査の記録ーE地区一

1.弥生時代の遺構と遺物

(1)井戸と出土遺物

S E044井戸 (Fig.3) 

AZ-84 • 85、BA-84• 85グリッドで検出した。平面形は長径1.5m,短径1.2mのやや歪んだ

楕円形を呈し、深さ0.95mを測る。素掘りの井戸で、遺構底面は平坦である。深さが浅いこと

から土壊である可能性も考えられるが、ここでは井戸として報告する。

S E044出土遺物 (Fig.4) 

甕 (1 • 3) 1は復元口径31.6cmを測る。口縁部には横ナデ調整、胴部外面にはハケ目調

整を行なう。 3は底部で、底径8.2cmを測る。外器面にはハケ目調整、内器面及び外底部にはナ

デ調整を行なう。 1• 3ともに黄褐色を呈し、外器面の一部に黒斑が見られる。

高坪（ 2) 口縁部片である。復元口径30.8cmを測る。口縁部は幅広く内面へ発達し、口縁

直下に稜を有する。器面全体に横ナデ調整を行なう。淡黄褐色を呈する。

鉢 (4 • 5) 4は復元口径13.8cm、器高6.8cm、復元底径5.2cmを測る。内・外器面ともに

上半部には横ナデ調整、下半部にはナデ調整を行なう。胴部内面中位に指頭圧痕を有する。5

は復元口径12.5cm、器高8.3cm、底径5.6cmを測る。口縁部は屈曲し上方に立ち上がる。口縁部

には横ナデ調整、内器面上位には指押さえ、下位にはケズリ痕が認められる。外器面は器面の

剥離が著しいが、ナデ調整を行ない、黒斑が認められる。 2点とも黄褐色を呈する。

標高6.2m

l -＂ 置＼＼＼＼II

--¥=＝--

ロ

戸
戸

゜
10cm 

Fig. 3 S E044井戸実測固

(S= 1/40) 

Fig. 4 S E044出土遺物実測図

(s = 1 / 4) 
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(2)土壌と出土遺物

S K039土壌 (Fig.5) 

BA-87グリッドで検出した。平面形は長径

1.06m、短径0.67mの不整楕円形を呈し、深

さ0.4mを測る。西側に平坦面をもつ。遺構底

面は西側に傾斜している。埋土は黒褐色であ 標高6.4m

る。

S K039出土遺物 (Fig.6) 

甕 (6・7) 6は復元口径26.6cm。胴部

外面にはハケ目調整、内面にはナデ調整を行

なう。口縁部は基本的には横ナデ調整だが、

上面にはハケ目調整の後にナデ調整を行な

う。口縁直下もハケ目調整の後に横ナデ調

整を行なう。外器面全面に煤の付着が著し

い。 7は復元口径18.6cm、器高18.3cm、底

径8.4cmを測る。胴部外面にはハケ目調整、

口縁部には横ナデ調整、胴部内面にはナデ

調整を行なう。外器面にはかすかに丹の付

着が認められ、部分的に黒斑を有する。

(3)甕棺墓と出土遺物

3基を検出したが、いずれも激しい削平

を受け、遺構上面を欠失している。

SJ 036甕棺墓 (Fig.7) 

BA-88グリッドで検出した。平面形は長

径0.64m、短径0.48mの楕円形で深さ0.4m

を測る。掘方断面はU字状を呈する。埋土

は黒褐色。小児棺である。

． ＿ • -

。

。
1 m 

Fig. 5 S K039土壊実測図 (S= 1 /20) 

6
 

20cm 7
 

Fig. 6 S K039出土遺物実測図 (S= 1/4) 

SJ 037甕棺墓 (Fig.7) 

AZ-88・89グリッドで検出した。平面形は、長軸0.51m、短軸0.38mの隅丸長方形で、深さ0.31

mを測る。掘方断面はU字状を呈する。埋土は黒褐色。 小児棺である。

SJ 038甕棺墓 (Fig.7) 

BB-88グリッドで検出した。平面形は、長径0.66m、短径〇．52mの楕円形で、深さ0.22mを

測る。掘方断面はやや扁平な U字状を呈する。埋土は黒褐色。小児棺である。
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SJO 

標高6.4m 標高6.4m

SJ038 

標高6.4m

。
1 m 

Fig. 7 S J 036 • 037 • 038甕棺墓実測図 (S=l/20)

S J 036 • 037 • 038出土甕棺 (Fig.8) 

3点とも胴部上半を欠失する。 8は底径9.5cmを測り、胴部中位に突帯をもつ。外器面にはハ

ケ目調整、外器面にはナデ調整を行なう。丹塗りである。 9は底径11.6cmを測る。外器面には

ハケ目調整、内器面にはナデ調整を行なう。底部内面には指頭圧痕を残す。 10は底径11.8cmで、

外器面にはハケ目調整、内器面にはナデ調整を行なう。底部内面には指頭圧痕を残す。

｀`
 

ヽヽ

O 20cm 

Fig. 8 S J 036 • 037 • 038甕棺実測図

(S= 1/6) 
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2.平安時代以降の遺構と遺物

(1)井戸と出土遺物

S E002井戸 (Fig.9) 

BB-106、BC-106グリッドで検出した。平面形は長径1.8

cm、短径1.53cmの楕円形を呈する。湧水のため、完掘でき

なかった。素掘りの井戸で、 二段掘りになっている。

S E002出土遺物 (Fig.10)

青磁碗 (11~14) . 11は復元口径16.0cm、器高6.7cm、高

台径5.7cmを測る。外面には蓮弁文を有し、高台畳付部にま

で施釉が及ぶ。内・外面ともに細かい貫入が入る。灰緑色

を呈する。 12は復元口径15.6cm、器高6.3cm、高台径5.5cm

を測る。外面には蓮弁文を有し、高台外面まで施釉が及ぶ。

淡緑色を呈する。 13• 14は復元口径15.8cmを測る。 13は外

面に蓮弁文を有し、淡緑色を呈する。 14は無文であり、淡

標高6.3m

゜
； 

1 m 

暗灰緑色を呈する。 Fig. 9 S E002井戸実測図

土師器小皿 (15) 糸切りの小皿である。復元口径8.8 (S = 1 / 40) 

cm、復元底径7.7cm、器高1.1cmを測る。体部には横ナデ調整、内底部にはナデ調整を行なう。

瓦器碗 (16) 復元口径16.2cmを測る。器面調整は磨耗のため不明瞭である。暗灰色ないし

は灰白色を呈する。

(2)土壌と出土遺物

S K008土壌 (Fig.11)

BB- 103• 104グリッドで検出した。平面形は長軸2.75m、短軸1.7mの不整楕円形を呈し、深

さ0.4mを測る。南北両側に平坦面をもち、二段の掘り込みになっている。床面はほぼ平坦であ

る。埋土は黒色ないしは黒褐色土である。 SK005 • 009土塙に切られる。

S K008出土遺物 (Fig.12)

瓦器塊 (17• 18) 17は復元口径17cm、復元高台径4.6cm、器高7.0cmを測る。器面の磨耗が

口
口ロ
ロニニ

一丁ー―

| 口
1 /。 10cm

Fig. 10 S E 002出土遺物実測図 (S=l/4)
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標高6.5m

ニこ二疇

E
9
9
達
聴 口
口、 ~Ocm
Fig. 12 S KOOS出土遺物

実測医(S=l/4)

激しく調整は不明である。 18は復元口径

15.8cm、復元高台径6.4cm、器高6.4cmを測

る。調整は全体的に不明瞭であるが、体部

内外にはヘラミガキ調整、底部内外にはナ

。
2 m 

Fig. 11 S KOOS土壊実澗図 (S= 1 /40) 

S K009土壌 (Fig.13)

BB-103 • 104グリッドで検出した。平面形は、長径3.25m、短軸2.05mの楕円形で、深さは

デ調整を行なっているようである。 17• 18 

ともに基本的には明灰色、口縁部・底部は

暗灰色を呈する。

0.5mを測る。遺構東部から南部にかけて平坦面をもち、二段の掘り込みになっている。床面は

ほぼフラットである。遺構床面付近及び平坦部分で完形に近い瓦器塊、土師器小皿などが出土

している。埋土は黒色から黒褐色を呈する。 SKOOS・ 011土壊と切り合い関係をもち、両遺構

を切っている。

S K009出土遺物 (Fig.14)

土師器小皿 (19• 20) 19 • 20はそれぞれ口径8.9 • 8.4cm、底径7.0• 6.8cm、器高1.6•1.9

cmを測る。 2点ともに糸切り底で、板状圧痕を有する。体部には横ナデ調整、内低にはナデ調

整を行なう。 19は黄褐色、 20は赤褐色を呈する。

土師器坪 (21) 口径12.5cm、底径8.8cm、器高3.5cmを測る。糸切り底で板状圧痕を有する。

体部には横ナデ調整、内低にはナデ調整を行なう。赤褐色を呈する。

瓦器婉 (22~26) 口径16.3~ 17. 2cm、高台径5.9~7.4cm、器高6.1~7.3cmを測る。器面の

荒れが激しく器面調整はあまりはっきりしないが、外器面にはミガキ調整がかすかに認められ

る。 23~26にはコテあて痕が認められる。 26は高台部に板状圧痕を有する。いずれも明灰色な

いしは暗灰色を呈する。
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鍋 (27• 28) 破片のため器形は不明だが、外面・内面ともにハケ目調整を行なっている。

胎土には 1~ 2 mmの砂粒、ウンモを含む。口縁平坦部には縄目押圧文を施している。 27の外器
面には、口縁直下から胴部に至っで煤が付着しており黒褐色を呈する。その他の部分は暗褐色

である。
E
s
·g
~
綜

標高6.5m

ーー□□三三
゜

2m  

Fig. 13 S K009土壊実測図 (S= 1 /40) 

こニー19
三―20

ご

虚箪；ふ‘;

二
ご二／

゜ fぃ． 20cm 

Fig. 14 S K009出土遺物実測図 (S=l/4)
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Fig. 16 S K021出土遺物

Fig. 15 S K021土壊実測図(S= 1/40) 実測図 (S=1/4) 

SK 021土壌 (Fig.15)

BC-97・98グリッドで検出した。平面形は、長軸2.55m、短軸1.0mの長楕円形を呈し、深さ

0.25mを測る。断面は浅い U字状を呈し、床面はほぼ平坦である。 SD024溝を切っている。

S K021出土遺物 (Fig.16)

青磁碗 (29) 復元口径16.2cm、高台径5.3cm、器高6.9cmを測る。施釉は高台部には及ばな

ぃ。内面には櫛描文をもつ。全体に細かい貫入が入る。施釉部分は淡青灰色、胎土は明灰色を

呈する。

瓦器婉 (30) 復元口径17cm、高台径6.6cm、器高6.8cmを測る。器面の荒れが激しく調整は

不明瞭であるが、口縁部内外面の一部にかすかにミガキ調整が認められる以外はナデ調整であ

る。暗灰色ないしは黒色を呈する。

(3)溝と出土遺物

S D024溝 (Fig.20)

AZ-92、BA-92• 93、 BB-94~96、 BC~96 • 97グリッドで検出した。幅0.5~0.95m、深さ約

0.3mを測る。断面は扁平なU字状を呈する。緩やかな弧を描きながら南西部に延び、 AZ-92グ

リッドで急激に屈曲し南に延びる。BC-97グリッドで二又に分岐しているが、同一遺構か否かは

確認できなかった。溝底にはほとんど傾斜はない。埋土は暗褐色である。 SK021に切られ、 S

D015を切っている。

S D024出土遺物 (Fig.17)

土師器小皿 (31~33) 復元口径8.2~9.4cm、復元底径6.0~7.4cm、器高l.O~l.5cmを測る。

3点とも糸切り底で、体部には横ナデ調整、内底はナデ調整である。 31は外底に板状圧痕を残

す。黄褐色を呈する。

土師器坪 (34) 復元口径15.8cm、復元底径10.5cm、器高3.0cmを測る。体部は横ナデ調整、

内底はナデ調整である。底部は糸切り底で、板状圧痕を有する。黄褐色を呈する。
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Fig. 17 S D024出土遺物実測固 (S=l/4)

瓦器塊 (35) 口径15.9cm、高台径5.1cm、器高6.6cmを測る。外器面にかすかにミガキ調整

が認められるが、器面の荒れが激しく、その他の部分については調整不明である。

青磁小皿 (36) 復元口径10cm、復元底径4.0cm、器高2.5cmを測る。内面見込に花文を有し、

底部には目跡を有する。器面は灰緑色、胎土は明灰色である。

青磁碗 (37~39) 37 • 38は底部である。高台径はそれぞれ5.9cm、4.0cmである。 37は内面

見込に花文を有し、高台畳付部まで施釉が及ぶ。灰緑色を呈する。 38は櫛描文を内外面にもち、

体部中位までの施釉である。灰緑色を呈する。 39は復元口径16.2cmを測る。内面に花文をもつ。

灰緑色を呈する。

白磁碗 (40) 復元口径16cmを測る。口縁外面に段がついている。灰白色を呈する。

S D040溝 (Fig.20)

AY-85、AZ-85• 86、 BA-85•86、 BB-86で検出した。幅1.0~l.3m、深さ 0.4m のほぽ平坦

な溝である。両側に平坦面をもち、二段掘りの溝になっている。溝の中央部分は他の遺構に切

られているようであるが、その切り合い関係は把握できなかった。 SD042 • S Bl34と切り合

い関係にあり、本遺構が切っている。

S D040出土遺物 (Fig.18)

土師器皿 (41) 復元口径12.8cm、復元底径8.2cm、器高2.3cmを測る。体部内外面は横ナデ

調整、内底はナデ調整である。底部はヘラ切り離しで、板状圧痕をもつ。淡赤褐色を呈する。

土師器坪 (42) 復元口径12.4cm、底径7.8cm、器高3.9cmを測る。体部内外面は横ナデ調整、

内底はナデ調整である。底部はヘラ切り離しで、板状圧痕をもつ。淡赤褐色を呈する。

土師器婉 (43•44) ・ 43は復元底径9.0cm、44は復元口径12.7cm、復元高台径6.9cm、器高5.5

cmを測る。体部は横ナデ調整、内底はナデ調整を行なう。底部はヘラ切り離しの後に高台を貼

りつけており、板状圧痕を残す。

黒色土器塊 (45~47) 3点ともA類の底部片である。復元底径は8.4~9.4cmを測る。 45• 

-13-



46は内外面は横ナデ調整、 47は外面が横ナデ

調整、内面はヘラミガキ調整である。 3点と

〗三ピ三:;

｀〗二三ご
゜

10cm 

Fig. 18 S D040出土遺物実測図(S=1/4) 

もに底部はヘラ切り離しの後に高台を貼りつ

けており、板状圧痕を有する。 45は外面褐色、

内面黒色、 46は外面淡赤褐色、内面黒色、 47

は外面黄褐色、内面黒色である。

(4)掘立柱建物と出土遺物

SB 134掘立柱建物 (Fig.19)

AY-84 • 85、AZ-84• 85グリッドで検出し

た。他の遺構との切り合いにより柱穴がかなり欠失しているが、本来は 2X 6間の建物と考え

る。東西棟建物で、主軸をN-7°30'-Eにとる。桁行5.5m、梁行2.8mを測る。柱間は図中のと

おり。柱穴掘方は径0.2~0.5mの円形で深さ0.15~0.45mを測る。柱根はもとより柱痕跡も確

認できなかった。

黒褐色である。

S D040 • 042と重複関係にあり、いずれの遺構からも切られている。埋土は

SB 134出土遺物

いずれの柱穴からも遺物は出土しなかった。

ょ
E
s
・g廻
聴

標高6.5m

万三I--；→ヂ下E

。
4 m 

Fig. 19 S B134掘立柱建物実測図 (S= 1/80) 
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V.調査の記録―F地区一

F地区は今次の調査区の南半部を占めており、最も幅の広い調査区である。本地区で検出し

た遺構は縄文時代から平安時代にわたるが、主となる遺構は弥生時代のものである。以下、時

代別に遺構及び出土遺物について述べることとする。

1.縄文時代の遺構と遺物

(1)土壌と出土遺物

S K024土墳 (Fig.21)

AU-56、AV-56グリッドで検出した。遺構の南西部を弥生時代の土壊である SKO50に切られ

ている。平面形は軸長約2.0mの隅丸方形状を呈するものと思われ、深さ約1.4mを測る。断面

は逆台形状を呈し、遺構底面はほぼ平坦をなす。埋土は褐色粘質土を基調とし、その堆積は自

然堆積の状況を呈している。遺構からは縄文晩期の土器とともに梯子が検出されている。梯子

は、 SKO50の削平により上部を欠失する。直径10cm程度の丸木に足架部の扶り込みを造ってい

る。足架部を内側に向け、遺構壁面に立て架けた状態で検出された。梯子の存在を考えると貯

蔵穴である可能性が高い。

S K024出土遺物 (Fig.22)

甕 (1~4) 1は口径20.1cm、残存器高17.9cmを測る。底部のみを欠失し、それ以外はほ

ぼ完存する。口縁端部より若干下がったところと屈曲する肩に突帯を貼りつけ、やや雑な刻目

標高6.0m

Fig. 21 S K024土壊実測図 (S= 1 /60) 
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を施している。内面は横ナデ調整で、ロ

縁部に指頭圧痕を残す。屈曲部には特に

強い横ナデ調整を行なう。外面は突帯間

に条痕文が認められる以外は、調整不明

瞭である。刻目突帯間に煤が付着する。

胎土には砂粒を混入する。 2は復元口径

21.8cm、残存器高19.8cmを測る。口縁端

部よりやや下がったところと屈曲する肩

に突帯を貼りつけ刻目を施す。内面は横

方向のハケ目状の擦過が認められ、接合

痕が明確にわかる。外面は突帯間にわず

かに条痕が認められる。胎土には砂粒を

含み、暗赤褐色を呈する。比較的精製で

ある。 3は底径10.4cmの底部。外面は縦

方向のナデ調整、張り出し部は横ナデ調



整、外底はナデ調整。内面はナデ調整。内面黒褐色、外面暗褐色。 4は底径7.4cmの底部。外面

に条痕を施し、張り出し部には横ナデ調整を行なう。外底はエ具によるナデ調整か。内面はナ

デ調整を行なう。暗黄褐色を呈する。

浅鉢 (5) 口縁部片で、内外面ともに横ナデ調整を行なう。胎土に砂粒を含む。内面黒色、

外面黄褐色を呈する。

壷 (6•7) 6は復元口径15.5cm。外面は不明瞭であるが横方向のミガキ調整と思われる。

内面も横方向のミガキ調整である。黄褐色を呈する。 7は復元口径19.0cm。内外面ともに不明

瞭ながら横方向のミガキ調整。丹塗りの痕跡をとどめており、丹塗り磨研壷と思われる。

石斧 (8・9) 8は扁平な石斧で刃部を完全に欠失する。残存長17.2cm、最大幅7.4cm、最

大厚2.7cm、重量600gを測る。器面の荒れが著しいが、一部に磨き痕がかすかに認められる。砂

岩系の石材か。 9は方柱状片刃石斧であり、一部器面が剥落するがほぼ完形である。全長17cm、

最大幅2.1cm、最大厚3.8cm、重量302gを測る。全体に丁寧な研磨を施しており、刃部もきれい

に研ぎあがっている。淡緑青色を呈する。
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一Fig. 22 S K 024出土遺物実測図 (S=l/4)
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2.弥生時代の遺構と遺物

F地区において検出した弥生時代の遺構は、掘立柱建物37棟（確実に建物と判断できるもの

のみ）、竪穴住居 1軒、周溝状遺構8基、井戸 9基、土壊59基、溝18条である。紙数の制限上す

べてを報告できないため、比較的状況の良い遺構を抽出して説明を行なうことにする。

戸＿戸三戸ュコ--
wo・9聟菌 へ p1 
p 6 

p
 
薙
画
6
.
0
m

1

J

ー

日
0
.
9
掟
聴

標高6.0m

ロー一

標高6.0m

pーー ニ~2

(1)掘立柱建物と出土遺物

S 8010掘立柱建物 (Fig.23)

AT-45、AU-44• 45グリッドで検出し

た。梁行1間、桁行2間の南北棟建物で、

主軸をN-42°-Wにとる。梁間・桁間・柱

間は固中のとおり。柱掘方は長さ約

0.6~1.15m、幅約0.6~1.0mの不整長

方形ないしは不整円形を呈し、深さ約

0.4~0.6mを測る。柱掘方断面は二段掘

りになっている。柱穴からは柱根が検出

されており、

横木が、

P2から直径約10cmの柱と

その他の柱穴からは横木が検出

されている。横木は桁行方向に対して P

lが直角に置かれており、 それ以外では

平行に置かれている。柱穴は一部に他の

柱穴との切り合いがあるようであり、立

2 m 

Fig. 23 S B010掘立柱建物実測図(S=l/80)

て替えの可能性がある。 また、 p 1、p
 2において SE002井戸と切り合い関係

があり、井戸を切っている。柱穴からは弥生土器片が出土している。

S B011掘立柱建物 (Fig.24)

AU-46、AV-45~47グリッドで検出した。梁行1間、桁行2間の南北棟建物で、主軸をN-50°

-Wにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸1.0~l.35m、短軸0.8~0.95mの

隅丸長方形を呈し、深さ約0.45~0.6mを測る。二段掘りの構造で、柱の立つ部分が一段低く

なっており、その外方には平坦面をもつ。 p 1、2、4、6で柱と横木が、 P3、5で横木が

検出されている。横木は桁行方向に対して平行に憧かれている。 S B026と切り合い関係にあ

り、 S B026が切られている。

S 8011出土遺物 (Fig.25)

高坪 (10) P2出土。復元口径22.0cmを測る。 口縁部に横ナデ調整、体部内外面にはナデ

調整を行なう。雲母及び1~ 5mmの砂粒を含む。黄赤褐色を呈する。
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Fig. 24 

甕 (11~ 14) 11はp1出土。復元口
径21.4cm。口縁部外面は横ナデ調整、内

S BOll掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 

□ 面はハケ目調整を行なう。胴部外面はハ

ケ目調整、内面はナデ調整を行なう。淡

黄灰色を呈する。 12は復元口径26.4cm。

口縁部外面は横ナデ調整、内面は不明瞭

ながらハケ目調整を行なう。胴部外面は

縦方向のハケ目調整、内面はナデ調整を

行なう。外面は黒褐色、内面は黄褐色で

ある。 13• 14はp3出土の底部。 13は復

元底径9.8cmで、内外面にナデ調整を行な

い、内面に指頭圧痕を有する。 14は復元

底径6.0cmで、外面はハケ目調整、内面は

ヘラケズリ調整である。 2点とも外面暗

黄褐色、内面暗黒褐色を呈する。

□言璽

＼二3

Fig. 25 

/： 

。
S BOll出土遺物実測図 (S=l/4)
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S 8012掘立柱建物 (Fig.26)

AV-47、AW-46・47グリッドで検出した。梁行1間、桁行2間の南北棟建物で、主軸をN-47°

-wにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.75~1.65m、短軸0.68~1.lmの
隅丸方形ないしは不整方形を呈し、深さ約0.5~0.65mを測る。掘方断面は素掘りのもの、 二段

丁 g
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Fig. 26 S B012 • S B013掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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掘りになっているものがある。すべての柱穴から残存状況の良い横木が検出されており、横木

は、 P2 • 3においては桁行方向に対し平行に置かれ、それ以外の四隅の柱穴では直行して置

かれている。 P2 • 6の一部は撹乱を受けている。他の遺構との切り合いはない。

S 8012出土遺物 (Fig.27)

甕 (15) P 3出土。復元口径27.4cm。口縁部は横ナデ調整、胴部内外面はナデ調整を行な

う。外面は暗赤褐色、内面は黄赤褐色を呈する。

S 8013掘立柱建物 (Fig.26)

AT-46、AU-46・47グリッドで検出した。梁行 l間、桁行l間の東西棟建物で、主軸をN-70"

-Eにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸l.3~1.5m、短軸0.6~0.8mの隅

丸長方形を呈し、深さは0.9m前後である。柱掘方は二段ないしは三段掘りになっている。 P4

からは直径20cm程度の柱が検出されている。 P2、4では細長い木材が検出されているが、そ

の細さからいって横木とは考えに くく、枕木であると思われる。また、 p1、2には柱の抜き

取り痕が認められた。 P4はSK030と切り合い関係を持ち、 SK030に切られている。

S 8013出土遺物 (Fig.27)

甕 (16~18) 3点ともにp1出土。 16は復元口径26.0cm。口縁部は横ナデ調整、胴部内面

はナデ調整、胴部外面は不明瞭ながらハケ目調整をナデ消している。外面は黄褐色、外面は淡

黄褐色を呈する。 17は復元口径25.0cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にハケ目調整を行な

い、外面はややナデ消している。内外面ともに黄赤褐色を呈する。 18はp1抜き取り痕出土で

ある。底径9.5cm。胴部内外面はナデ調整、内底には指頭圧痕を有する。黄赤褐色を呈する。

S 8015掘立柱建物 (Fig.28)

AV-49・50、AW-49~51、AX-50グリッドで検出した。梁行5間、北側桁行5間、南側桁行

6間の東西棟建物で、主軸をN-53°-Eにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長

軸0.55~3.43m、短軸0.4~0.Smの隅丸長方形ないしは隅丸方形を呈し、深さ0.3~0.53mを

測る。 一部に二段掘りのものもあるが、殆どのものは素掘りの柱穴である。 p1、6、8、9

□□□- - - -~15 

デーニ`：
i言I/¥17 。 10cm 

Fig. 27 S B012 • S B013出土遺物実測図 (S=l/4)
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で柱根が検出されており、 P6-2の柱は横木を持つ。 P4、6、8、10、12においては2個

ないしは 4個の柱穴が同時に掘り込まれている。これらの柱穴はまず全体を一段掘り下げ、そ

の後各々の柱穴を掘り込み、柱を立てて同時に埋める工法がとられている。遺構面の削平によ

り一段目の掘り込みが浅くなっているものもあるが、 P6、8の掘り方及び土層の堆積状況を

みてもそのエ法が採られたことは明らかである。しかしながら、このエ法は全体に及んでおら

ず、四隅の柱穴をはじめとして単独で掘り込まれた柱穴もあり、建物の規格、構築工法はかな

り変則的である。 SB014と重複関係にあるが、その前後関係は判断できなかった。
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2.黄褐色土
3.灰色砂質土
4.明灰色砂質土
5.明灰色砂質土（黒色土混入）

Fig. 28 

6.灰色砂質土（黒色土混入） 11.茶褐色土
7.黒色土 12.黒褐色土
8.暗灰色砂質土 13.黄色砂質土
9.暗灰色土 14.灰色砂質土
10.褐色土 15.黄灰色砂質土

S B015掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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S 8015出土遺物 (Fig.29)

高坪 (19) P 1出土。復元坪部口径20.4cm。

内外器面ともにヘラミガキ調整を行ない、比較的

精製である。暗赤褐色を呈する。

甕 (20) P 1出土。復元口径22.4cm。口縁部

に横ナデ調整、胴部内面にはナデ調整、外面には

ハケ目調整を行ない、外器面には部分的に煤が付

着する。暗褐色を呈する。

二 ゜
2
 ｀
 

□
-10cm 

Fig. 29 S B015出土遺物実測図(S=1/4) 

S B017掘立柱建物 (Fig.30)

AU-51 • 52、AV-51• 52グリッドで検出した。梁行2間、桁行2間の南北棟建物で、主軸を

N-25°-Wにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。四隅の柱掘方は長軸約1.0~l.3m、短軸

0.6~0. 75mの隅丸長方形を呈し、深さ0.6~0.9mを測る。掘方の長軸は桁行方向にほぽ平行で

ある。その他の柱掘方は一辺が0.5~0.75mの隅丸方形を呈し、深さ0.16~0.32mを測り、やや

浅くなっている。四隅の柱掘方は二段掘りになっており、 p1で柱と横木が、 p3、5、7で

横木が検出されている。横木は桁行方向に対してほぼ直角に置かれている。 SB025 • 076と切

り合い関係にあり、いずれの建

物からも切られている。またS

B017と重複関係にあるが、柱穴

どうしの切り合いはない。

S B019掘立柱建物

(Fig.31) 

AV-53、AW-53グリッドで検

出した。梁行 l間、桁行2間の

南北棟建物で、主軸をN-33°-W

にとる。梁間・桁間・柱間は図

中のとおり。柱掘方は長軸

0.8~1.45m、短軸0.5~0.97m

の隅丸方形ないしは隅丸長方形

を呈し、深さ0.3~0.6mを測

る。 P3以外では横木が検出さ

れており、 p2、4、5では横

木の下に枕木を置いている。横

木はp1、6においては桁行方

[~~':; 

／
 

Eo

·g~~ 

言口 言
旨 標高6.0m

―—冒二
4 m 

Fig. 30 S B017掘立柱建物実測図 (S= 1/80) 
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向に直角に置かれており、それ以外の柱穴においては桁行方向に平行に置かれている。 SB020 

と切り合い関係にあり、 SB020に切られている。

S 8025掘立柱建物 (Fig.31)

AU-52・53グリッドで検出した。梁間 1間、桁間2間の南北棟建物で、主軸をN-38°-wにと

る。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.9~1.5m、短軸0.75~0.85mの隅丸長
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Fig. 31 S B019 • S B025掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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方形を呈し、深さ0.55~0.7mを測る。すべて二段掘りの柱穴であり、 P5で横木のみが、それ

以外では、柱と横木が検出されている。横木は、 P6以外はすべて桁行方向に平行に置かれて

いる。また、 P6の横木の直下にはSB017の横木が検出されている。 SB017・ S B077と切り

合い関係を持ち、本建物が切っている。

S B044掘立柱建物 (Fig.32)

AW-62 • 63グリッドで検出した。梁行1間、桁行 l間の南北棟建物で、主軸を N-44°-Wに

とる。梁間・桁間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.98~1.16m、短軸0.5~0.65mの隅丸長方形

で、深さ0.5~0.7mを測る。掘方断面は一段から三段掘りのものがある。 p3では横木が検出

されている。その他は掘方から判断すると横木を持たない柱穴と思われる。 p1からはほぽ完

形の壷が検出されており、柱を抜いたのちに埋置したものと思われる。 SB074 • 134と重複関

係にあるが、柱穴の切り合いはない。

S B044出土遺物 (Fig.33)

甕 (21) P 3出土。復元口径14.8cmを測る。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部内面にナデ

調整、外面には不明瞭ながらハケ目調整が認められる。胎土には雲母と砂粒を混入する。

壷 (22) P 1出土。ほぽ完形品で口径11.3cm、器高13.8cmを測る。口縁部付近に横ナデ調

整、胴部内外面にナデ調整を行ない、内面には指頭圧痕を残す。外面には黒斑を有する。
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Fig. 32 S B044 • S B069掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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〇 10cm 

S 8069掘立柱建物 (Fig.32)

AV-58 • 59グリッドで検出した。梁行1間、桁行1間の南北

棟建物で、主軸をN-17°-Wにとる。梁間、桁間は図中のとお

り。柱掘方は長軸約0.8m、短軸0.5~0.7mの隅丸方形を呈し、

深さ0.26~0.4mを測る。 P2、3では比較的大きな柱が検出さ

れており、横木は持っていない。他の建物との重複関係及び切

り合い関係はない。

S 8070掘立柱建物 (Fig.35)

AW-59・60、AX-59• 60グリ ッドで検出した。梁行1間、桁

行 2間の南北棟建物で、主軸をN-17°-Wにとる。梁間・桁間・

Fig. 33 S B 044出土遺物実測目(S=l/4) 柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸1.0~l.4m、短軸0.7~1.0m

の隅丸長方形ないしは方形を呈し、深さ0.3~0.55mを測る。掘方断面は殆どが二段掘りになっ

ている。 p1で柱、 P2 • 6で横木、 P3 • 4で柱と横木が検出されている。横木は桁行方向

に対して、 P2では直角に、 P3 • 4では平行に、 p6では斜めに置かれている。SB071・079 

と切り合い関係を持ち、本建物が切っている。

S 8070出土遺物 (Fig.34)

鉢 (23) P 2出土。復元口径15.4cm、器高7.3cm。全体にナデ調整を行う。暗灰褐色を呈

し、胎土には砂粒を含む。

甕 (24) P 3出土。復元口径24cm。口縁部内外面には横ナデ調整、胴部内面にはナデ調整、

外面には不明瞭ながらハケ目調整が認められる。暗黄赤褐色を呈する。

S 8071掘立柱建物 (Fig.35)

AX-60、AY-60グリ ッドで検出した。梁行1間、桁行2間の南北棟建物で、主軸をN-16°-E

にとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸l.08~1.62m、短軸0.96~1.48mの

隅丸長方形ないしは長方形を呈し、深さ0.5~0.6mを測る。掘方断面は素掘りあるいは二段掘

［
 

ロ讐。

りないしは三段掘りになっている。すべての柱穴

から、かなり丁寧に加工された横木が検出されて

いるが、いずれも柱を伴ってはいない。検出した

横木は、すべて桁行方向に対して平行に置かれて

いる。また、 P4はその南半部に大きく撹乱を受

けている。建物の中央部には主軸に沿って小穴が

存在しており、位置的にみて束柱の可能性も考え

られる。 SB070と切り合い関係にあり、本建物が

Fig. 34 S B 070出土遺物実測図(S=1/4) 切られている。
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Fig. 36 S B072掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 

S 8072掘立柱建物 (Fig.36)

AX-61、AY-61グリッドで検出し

た。梁行1間、桁行2間の南北棟建物

で、主軸をN-22°-Wにとる。梁間・桁

間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長

軸0.8~1.4m、0.7~0.9mの隅丸方形

ないしは隅丸長方形を呈し、深さ0.5m

前後を測る。掘方断面は素掘りないし

は浅い二段掘りになっている。すべて

の柱穴から比較的丁寧に加工を施した

横木が検出されている。

柱も若干残存する。

木の下に葦（？）

p 1、2では

P5においては横

の様な細長い植物が

横木の長軸方向に対して直角に敷かれ

ており、枕木の役割を果たしているも

のと考える。横木は桁行方向に対して

直角に置かれている。SB137と重複関

係を持つが、柱穴の切り合いはな

し)

゜
S 8073掘立柱建物 (Fig.37)

AW-61•62、 AX-61グリッドで

検出した。梁行 l間、桁行 1間の

南北棟建物で、主軸をN-41°-Wに

とる。梁間・桁間は図中のとおり。

柱掘方は長軸l.O~l.3m、短軸

0. 7~1.05mの隅丸方形ないしは

隅丸長方形を呈し、

0.55~0. 73mを測る。素掘りない

しは二段掘りになっている。いず

れの柱穴からも柱根が検出されて

いるが、横木は持たない。

074 • 129、

深さ

SB 

S R065と切り合い関
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Fig. 37 S B073掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 

-28-



065を切っており、 S B074に切られている。

S 8074掘立柱建物 (Fig.39)

AX-62、AW-62グリッドで検出した。梁行l間、

桁行1間の南北棟建物で、主軸をN-35°-Wにとる。ロ`Fig. 38 10cm 

亨
＼
圧

一―

S B075出土遺物実測図(S=l/4)

梁間・桁間は図中のとおり。柱掘方は一辺が0.5~0.Smの隅丸方形を呈し、深さ0.15~0.6mを

測る。掘方は一段掘りないしは二段掘りになっており、 p 1、2から柱根が検出されている。

横木は持っていない。 S B044と重複関係にある。 S B 073 • S B 134 • S R 065 • S R 066と切り

合い関係を持ち、いずれの遺構も本建物に切られている。

S 8075掘立柱建物 (Fig.39)

AX-62グリッドで検出した。梁行l間、桁行l間の南北棟建物で、主軸をN-14°-Wにとる。

梁間・桁間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.8~1.lm、短軸0.48~0.56mの隅丸長方形を呈

し、掘方は一段ないしは二段掘りである。すべての柱穴から柱根が検出されている。横木は持っ

ていない。 SB 137 • S R 066 • 067と切り合い関係を持ち、いずれの遺構も本建物に切られてい

る。

S 8075出土遺物 (Fig.38)

甕 (25) P4出土。復元口径23.6cm。口縁部内外面は横ナデ調整、胴部内面はナデ調整、

外面は不明瞭ながらハケ目調整を行なう。砂粒を含み、暗赤黄褐色を呈する。
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Fig. 39 S B074 • S B075掘立柱建物実測固 (S=1/80) 

-29-



S 8079掘立柱建物 (Fig.40)

AX-58・59、AY-58• 59グリッドで検出した。梁行1間、桁行2間の南北棟建物で、主軸を

N-15°-Wにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸l.04~1.46m、短軸0.85~1.05

mの隅丸長方形を呈し、深さ0.35~0.52mを測る。柱穴自体は比較的浅いが、その殆どが二段

掘りである。 p6以外の柱穴からは横木が検出されている。横木は桁行方向に対してほぽ直角

に置かれている。 SB070と切り合い関係を持ち、本建物が切られている。

S 8083掘立柱建物 (Fig.41)

BD-63、BE-63・64グリッドで検出した。梁行l間、桁行2間の東西棟建物で、主軸をN-53°

-Eにとる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は一辺0.53~0.86mの隅丸方形を呈し、

深さ0.33~0.42mを測る。 p3からは枕木が検出されている。基本的には lX 1間の建物と思

われるが、東側にやや小さめの柱穴を持つ。他の遺構との切り合いはない。

S 8085掘立柱建物 (Fig.41)

BH-62・63グリッドで検出した。梁行1間、桁行l間の南北棟建物で、主軸をN-19°-Wにと

る。柱掘方は長軸0.6~0.82m、短軸0.55m前後の隅丸長方形ないしは隅丸方形を呈し、深さ

0.37~0.48mを測る。掘方は素掘りあるいは二段掘りである。 SB084と重複関係にある。

S 8086掘立柱建物 (Fig.41)

BH-63、BI-63・64グリッドで検出した。墓本的には梁行・桁行ともに 1間の東西棟建物と思

われるが、北側梁筋に 2個、西側桁筋に 2個、東側桁筋に 1個の柱穴を持つ。主軸をN-33°-E 

□----—ーー ＿ —-一―- E 

Wo 9” - i>:[

ヽ

標高6.0m

゜
仄

4m  

戸

Fig. 40 S B 079掘立柱建物実測図 (S= 1/80) 
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にとる。柱掘方は軸長0.45~0・.7mの方形を呈し、深さ0.15~0.55mを測る。他の遺構との切り

合い関係はないが、 SB087と重複関係にある。
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4 S 8087掘立柱建物 (Fig.41)

/ 
m 

BI-63グリッドで検出した。梁行l間、

且I ms 晨9製蔚 桁行1間の東西棟建物で、主軸をN-58°

-9Eにとる。柱間は図中のとおり。柱掘方

は一辺が0.46~0.67mの隅丸方形を呈

し、深さ0.58~0.82mを測る。柱穴から

＼ 
は柱根は検出されていない。建物中央部

c ¥¥  E | 
には四隅の柱穴に対応する掘り込みが存

oo 〇 u・

＼ 1艶゚. ゜在する。比較的浅い掘り込みであるが、
位置的にみて束柱である可能性が高い。

P>> S B086と重複関係にあるが、その前後関

塵ヽ°祝° 憲m 係は不明である。

S B088掘立柱建物 (Fig.42)
標尚6.5

ぃ u ¥J BI-63 • 64、BJ-64グリッドで検出し

た。基本的には梁行1間、桁行1間の東

Fig. 42 S B 088掘立柱建物実測図(S=1/80) 西棟建物で、南側梁行が2間になってい

る。南東隅の柱穴は調査区外にある。 主軸をN-33°-Eにとる。柱掘方は長さ0.57~0.79mの方

形状を呈し、深さ約0.5mを測る。

他遺構との切り合い・重複関係は

ない。 SB086と主軸を同じくし、

平行に並んでいる。

SB 128掘立柱建物 (Fig.43)

BJ-62グリッドで検出した。梁

行 1間、桁行1間の南北棟建物で、

主軸を N-40°-W にとる。長軸

0.63~0.Sm、短軸0.48~0.6mの

隅丸長方形を呈し、深さ約0.6m

を測る。東隅の柱穴をSK094との

切り合いにより欠失している。 S

K094との前後関係は明らかに出

来なかったが、建物が切られてい

る可能性が高い。
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Fig. 43 S B 128掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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SB 129掘立柱建物 (Fig.44)

AW-61・62、AX-61グリッドで検出し

た。梁行 1間、桁行 1間の南北棟建物で、

主軸をN-38°-Wにとる。柱掘方は長軸

0.8~1.2m、短軸0.7~0.95mの隅丸方

形を呈し、深さ0.3~0.73mを測る。 p1 

からは柱が検出されている。 SR065• S 

B073と切り合い関係にあり、 SR065を

切り、 SB073に切られている。

SB 137掘立柱建物 (Fig.45)

AX-61 • 62グリッドで検出した。梁行

1間、桁行 1間の南北棟建物で、主軸を

N-48°-W にとる。柱掘方は長軸

0.66~1.25m、短軸0.52~0.78mの隅丸

長方形ないしは隅丸方形を呈し、深さ

0.6~0.Smを測る。各柱穴には柱の抜き

取り痕があるようで、いずれの柱穴から Fig. 44 

/8 /” 

蒋
誤
6
.0
m

3
8
0
 

}-l 。、
2 m 

も柱根は検出されてい

ない。SR066・ S B075 

と切り合い関係にあり、

本建物は SR066を切

り、SB075に切られて

いる。また、 SB072と

重複関係にある。

SB 137出土遺物

(Fig.46) 

壷 (26) P 4出土

で、復元口径12.5cm、

器高12.4cm。口縁部内

外面は横ナデ調整、胴

部外面はハケ目調整、

内面はナデ調整を行な

う。胎土には砂粒を含

4 m 
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み、橙褐色を呈す。

甕 (27) P 2出土。復元底径7.8cm。外面は不明瞭なが

らハケ目調整、内面はナデ調整を行なう。胎土には砂粒を

含み、黄褐色を呈する。

(2凋溝状遺構と出土遺物

S R045周溝状遺構 (Fig.47)

AW-58 • 59、AX-58• 59グリッドで検出した。平面形は

軸長約4.2mの隅丸方形を呈し、溝幅約0.5m、深さ約

0.2~0.3mを測る。溝底面はほぼ平坦であり、壁は上方に

ほぽ真っすぐに立上がる。周溝内部には小穴が四隅で検出

されている。小穴と周溝には切り合いはなく、伴う可能性

がある。周溝の内部及び南側で性格不明の掘り込みによっ

て切られている。また、東側ではSB079に切られている。 Fig. 46 S B13咄土遺物実測図(S=1/4) 

S R046周溝状遺構 (Fig.48)

昌
。

10cm 

AY-63 • 64、AZ-63• 64グリッドで検出した。平面形は長軸5.3m、短軸4.7mの隅丸方形を

呈し、溝幅0.8~1.2m、深さ0.3~0.4m前後を測る。外側の壁は垂直に立上がり、内側の壁は

やや角度を付けながら立上がる。周溝内部には柱穴や墓壊など、何らかの施設の存在した形跡

は認められない。 SD040と切り合い関係にあり、本遺構が切られている。

S R046出土遺物 (Fig.49)

鉢 (28) 口径12.1cm、器高5cmを測る。口縁部付近には横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整

を行なう。やや丸味を帯びた口縁を有し、

粗雑な刻み目が施されている。内外面に

指頭圧痕を残す。黄褐色を呈する。

器台 (29) 復元底径12.lcm。外器面

及び内面底部付近にハケ目調整、内面上

部にナデ調整、裾部に横ナデ調整を行な ― 

う。褐色を呈する。

高坪 (30) 脚部のみ残存する。底径

16. 5cm。磨耗が激しく調整不明瞭。褐色

を呈し、丹塗りの痕跡が認められる。

甕 (31~33) 31は復元口径29.8cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目

調整、内面にナデ調整を行なう。外器面

／ 

標高6.0m

lJIノ
E
0
.
9
逗
縣

r
 o=  2m 

Fig. 47 S R045周溝状遺構実測図(S=1/80) 
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4.暗灰色土
5.暗黄灰色粘質土
6.暗灰色粘質土

7.暗褐色粘質土
8.暗黄褐色粘質土
9.暗褐色粘質土
(7より明るい）

10.黄色土

2m  

I t2 

Fig. 48 S R 046周溝状遺構実測図 (S== 1/80、土層断面図はS== 1/40) 

全体に煤が付着する。内面は黄褐色、外面は暗褐色を呈する。 32は底部。底径10.1cm。外面に

ハケ目調整、内面にはナデ調整を行なう。内面は暗褐色、外面は褐色を呈する。 33は復元口径

31.8cm。口縁直下に一条の突帯を有する。口縁部から突帯にかけては横ナデ調整、突帯部以下

にはハケ目調整、 内面にはナデ調整を行なう。内外器面とも黄褐色を呈し、外器面の一部に煤

の付着が見られる。
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————-
冒鼠

30 

。

口
Fig. 49 S R 046出土遺物実測図 (S=l/4)
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／。ニ1m 
1.黒褐色土
2. I/ （黄褐色土小プロック混入）

2 m 

S R047周溝状遺構 (Fig.50)

AZ-65、BA-64• 65、BB-65グリッドで検出した。

西半分は調査区外にあるが、平面形は長軸約3m、短

軸約 2mの隅丸長方形を呈すると思われる。溝幅は

0.3m前後で、深さO.l~0.15mを測る。溝断面は扁平

なU字状を呈し、土層は自然堆積の状況であった。周

溝内部には施設などの存在した痕跡は無い。比較的遺

物の出土量も多く、その大半は周溝の北隅に集中する。

他遺構との重複関係・切り合い関係は無い。

S R047出土遺物 (Fig.51)

器台 (34~36) いずれも器面調整はナデ調整及び

横ナデ調整のみの粗製の器台である。 34は受部径8.9

cm、裾部径12.6cm、器高17.8cm。褐色を呈する。 35は

受部径・裾部径ともに10.5cm、器高16.9cm。暗褐色を

呈する。 36は受部径10.1cm、裾部径10.7cm、器高9.5

cm。褐色を呈する。 3点ともに胎土には砂粒と雲母を

Fig. 50 S R047周溝状遺構実測図

(S =1/80 土層断面図はS=l/40)

混入する。

鉢 (37~39) 37は口径11.7cm、器高7.6cm。口縁付近に横ナデ調整、その他にはナデ調整を

行なう。粗製の鉢である。 38は口径14.3cm、器高7.2cm。体部外面にはハケ目調整、内面口縁部

付近には横ナデ調整、体部内面にはナデ調整を行なう。褐色を呈する。 39は口径18.6cm、器高

10.3cm。内外面にハケ目調整を行い、口縁部内外面はハケ目調整をナデ消している。内底はナ

デ調整で、指頭圧痕を有する。暗褐色を呈する。

壷 (40•41•48) 40は丹塗りの複合口縁壷で、口径14.9cm。横ナデ調整を行い、ヘラミガ

キ調整の痕跡は認められない。 41は丹塗りの袋状口縁壷で胴部を欠失する。口径10.1cm。口縁

部は外面に横方向のヘラミガキ調整、内面に横ナデ調整、頸部は外面に縦方向のヘラミガキ調

整、内面にナデ調整を行なう。 48は口径24cm。胴部に刻目を有する一条の突帯を持つ。口縁外

面上半部から内面にかけて横ナデ調整、胴部は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

高坪 (42) 坪部上半と脚部下半を欠失する。磨耗のため調整不明。赤褐色を呈する。

甕 (43~46) 43は口径29.2cm。黄褐色を呈する。 44は復元口径28cm。暗褐色を呈する。 45

は復元口径22.4cm。暗褐色を呈する。以上3点は口縁内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目

調整、内面にナデ調整を行なう。 43• 44はハケ目調整の後に口縁直下にナデ調整を行なう。 46

は底径10.7cm。外面にハケ目調整、内面はナデ調整を行なう。

土製品 (47) 先端部を一部欠損し、残存長3.6cm、最大幅1.2cmで長楕円形を呈する。上方

-36-
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Fig. 51 S R047出土遺物実測図 (S=l/4)
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には直径0.5cmの孔が焼成前に穿たれている。黄褐色を呈する。装飾品あるいは土錘か。

S R 065 • S R 066 • S R 067周溝状遺構 (Fig.52)

AW-61·62、 AX-61~63、 AY-62•63グリッドにかけて検出した。 3 基の周溝状遺構が連なっ

た状態で存在する。平面形は、 SR065が長軸5.7m、短軸3.6mの隅丸長方形、 SR066が軸長

3.3~4.0mの隅丸方形、 SR067が軸長約3.0mの隅丸方形を呈し、 SR067は北に延びる溝を

伴っている。溝の深さはO.l~0.3mを測り、 SR066が最も深い。断面は扁平な U字状ないしは

レンズ状を呈する。遺構の切り合いは平面及び土層断面のいずれにおいても見つけることが出

来ないこと、それぞれ単独の遺構として考えると溝が不自然な形状でしか終結しないこと、遺

物の出土状況などから判断して、 3基ともほぽ同時存在の遺構と考える。出土遺物の多くはS

R065とSR066の結合部分に集中する。 SB073 • 074 • 075 • 129 • 137と切り合い関係にあり、

すべての建物に切られている。

S R066出土遺物 (Fig.53、54)

遺物はSR065 • 066の結合部分でその多くが出土したが、遺構ごとに分離できないためここ

ではSR066出土の遺物として取り扱うこととする。

甕 (49~55) 49は底径9.0cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。内面にヘラ状

工具の痕跡を有する。外底に黒斑を有する。 50は復元底径10cm。磨耗のため調整不明。 51~55

は口径25~34cm。基本的には口縁部に横ナデ調整、胴部は外面にハケ目調整、内面にナデ調整

A
-

2 m -ロロニ口
F F' 
~lコ竺

b 

標高6.0rn
G 仄';：悶誓は質土（黄褐色土混入）

3.暗灰色土

標高6.0m

E E' 
うこ

1 m 

4.灰色砂質土

5.暗褐色土（黄褐色土混入）
6.明黄褐色粘質土

Fig. 52 S R065・ S R066・ S R067周溝状遺構実測図 (S= 1 /80、土層断面図はS=1/40) 
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を行なうが、 52は胴部内面にハケ目調整が行なわれている。 55は内器面に指頭圧痕を残す。 51

以外は外器面に煤の付着が著しい。

高坪 (56) 復元口径26.4cm、器高22.2cm、脚部径16.3cmを測る丹塗りの高坪である。口縁

部内外面には横ナデ調整、外器面に縦方向のヘラミガキ調整、坪部内面には横方向のヘラミガ

＼， 

一!/1l ¥ ¥ I 

¥ ¥ l l l I 
¥¥ ,1¥, ¥¥¥ 

51 

I 

I — < 56 

¥¥ 

゜
10cm 

/ 1 

¥, 
ー

5 

Fig. 53 S R 066出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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贔
鬱
＼

。

キ調整、脚部内面下位にハケ目調整、

それより上方にはナデ調整を行なう。

鉢 (57) 復元口径31.8cm。口縁

部に横ナデ調整、胴部内外面にはハ

ケ目調整を行なう。胴部下半に黒斑

を有する。暗褐色を呈する。

壷 (58) 復元口径25.6cmの広口

壷である。口縁内面に横ナデ調整、

それ以下にはナデ調整を行なう。外

器面は磨耗のため調整不明。外面の

一部に丹塗り痕が認められる。外面

褐色、内面灰黒褐色を呈する。

Fig. 54 S R 066出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 

S Rll3周溝状遺構 (Fig.55)

CF-61 ・62、CG-61・62グリッドで検出した。一部調査区外にある。平面形は長軸約4m、短

軸3.7mの隅丸方形を呈し、深さ0.4m、溝幅0.6~0.7mを測る。溝断面はU字状を呈し、溝底

面はほぼ平坦である。 SDll8に遺構北部を切られている。また、周溝北東隅で小穴との切り合

いがあるが、その前後関係は確認できなかった。

SR 113出土遺物 (Fig.56)

甕 (59• 60) 59は復元口径33.2cm。口縁部に横ナデ調整、胴部は外面にハケ目調整、内面

にナデ調整を行なう。外器面に煤の付着が見られる。暗茶褐色を呈する。 60は復元口径31.8cm。

茶褐色を呈する。調整は59と同様である。

壷 (61• 62) 2点ともに丹塗りの袋状口縁壷である。 61は口径8cm。口縁部内外面には横

方向のヘラミガキ調整、頸部外面は
標高6.8m

縦方向のヘラミガキ調整、内面はナ A A' 

デ調整を行なう。 62は口縁部付近を [::：／9 
欠失する。胴部径19.2cm、底径6.9 ---— 標高6.8m

cm。外面は胴部上半部に縦方向のヘ
B B' 

ラミガキ調整、下半部に横方向のへ 〗こ：二〗口
ラミガキ調整を行なう。内面はナデ 。
調整で指頭圧痕を残す。頸部には絞 I.黒褐色粘質土

2.黒褐色粘質土（灰黄色粘土プロック混入）
り痕が認められる。 2点ともに精製ふ黒褐色粘質土(!より暗い）

4.暗灰黄色砂質土 ° 
の壷である。

5.黒褐色士
6.黒褐色土 (5より暗い）

、A
o ◎ 

Fig. 55 S R 113周溝状遺構実測図(S=1/80、土層断醐闘はS=l/40)
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冒口／

。
10cm 

Fig. 56 S Rll3出土遺物実測図 (S=l/4)

(3)竪穴住居と出土遺物

S H051竪穴住居 (Fig.57)

AW-63、AX-63グリッドで検出した。平面形は基本的には長軸3.5m、短軸2.9mの隅丸長方

形を呈すと思われる。遺構東隅においで性格不明の落ち込みと切り合っており、土層によって

本住居が切っていることを確認したが、住居のラインを明確にはできなかった。現存壁高は約

20cmを測る。主柱穴・炉跡・壁溝などは確認されていない。遺構覆土は黒褐色土、暗灰色粘質

土の 2層に分層でき、床面は地山掘削の後に黄

褐色土混じりの暗灰色粘質土を貼っている。遺

物は床面上より出土している。本遺構の内容や

遺跡全体における遺構の占地形態などを考慮す ＿ 

ると竪穴住居でない可能性もあるが、ここでは

竪穴住居として取り扱っておく。SBl34と切り

合い関係を持つが、その前後関係は確認できな

かった。

S H051出土遺物 (Fig.58)

標高6.2m

_＿＝-
゜
＝ 一之＝

鉢 (63・64) 63は復元口径15.3cm、器高7.9

cm。外面はナデ調整と指押さえ、内面はナデ調 Fig. 57 SH051竪穴住居実測図 (S= 1/80) 

4m  
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。

整を行なう。淡褐色を呈する。 64は復元

ロ径13.7cm、器高12.lcm。口縁部分に横

ナデ調整、その他内外面にはナデ調整を

行なう。内底に指頭圧痕を有する。茶褐

色を呈する。

甕 (65• 66) 65は復元口径10.2cm、

器高9.6cm。全面に赤色顔料（？）が塗られ

ている。内外面は調整不明瞭である。暗

赤褐色を呈する。 66は復元口径13.2cm、

器高13.7cm。口縁部内外面には横ナデ調

整、胴部外面は上半部にハケ目調整、下

半部に縦ナデ調整、胴部内面はエ具あるFig. 58 S H051出土遺物実測図(S=1/4) 

いは指によるナデ調整を行なう。暗黄褐色を呈する。

(4)井戸と出土遺物

標高5.6m

。
1 m 

S E002井戸 (Fig.59)

AU-45グリッドで検出した。平面形は長径約1.5m、短

径1.2mの長楕円形を呈し、深さ1.3mを測る。断面は長

方形状を呈し、壁はほぼ真っすぐに立上がる。井戸底面

は平坦をなす。埋土は上から 1~5層に分層できた。遺

物は各層から出土したが、特に第5層（暗茶褐色砂質土）

からは土器の良好な一括資料が得られており、土器とと

もに鍬・板状木製品などの木製品も出土している。本遺

構はSBOlO掘立柱建物と切り合い関係を持ち、建物に切

られている。

S E002出土遺物 (Fig.60、61)

鉢(67~70) すべて 5層出土。 67は口径15.9cm、器高

9.2cm。口縁外面には横ナデ調整、体部外面にはハケ目調

整、体部内面にはナデ調整を行なう。体部内面中位には

指頭圧痕を有する。 68は口径16.5cm、器高11.9cm。外器

面及び口縁部内面には横ナデ調整、体部内面にはナデ調

整を行なう。内底付近には指頭圧痕を有し、底部には焼

成後に穿孔が行なわれている。 69は口径8.5cm、器高5.3

Fig. 59 S E 002井戸実測屈(S=1/30) cm。口縁付近には横ナデ調整、体部外面にはハケ目調整、
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Fig. 60 S E 002出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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内面にはナデ調整を行なう。口縁外面に一部黒斑を有する。 70は復元口径12.5cm、器高6.9cm。

口縁外面に横ナデ調整、体部内外面にナデ調整を行なう。全点暗茶褐色を呈する。

壷 (72• 73) 4層～5層出土。接点はないが、同一個体と思われる。丹塗りの短頸壷で、

丹は口縁内面まで塗られている。復元口径16cm。外器面及び口縁内面は横方向のヘラミガキ調

整、胴部内面はナデ調整を行なう。 73は不明瞭であるが、外器面に縦方向のヘラミガキ調整が

行なわれているようである。内面はナデ調整である。

器台 (75) 5層出土。裾部径13.8cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。赤褐

色を呈する。

甕 (71• 74 • 76~84) 78~80 • 84は4~5層にかけて出土。それ以外は77をのぞいてすべ

て5層出土。 71は復元口径16.8cm。頸部が上方に立上がり、やや壷よりの器形を持つ。頸部に

は横ナデ調整を行なう。 74は復元口径19.2cm、器高18.8cm。内底に指頭圧痕、外底に黒斑を有

する。 76は口径17.6cm、器高19.2cm。内底付近に指頭圧痕を有する。以上3点は口縁部内外面

に横ナデ調整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。 77は復元口径20.8cm。口縁内面

及び胴部外面にハケ目調整、その他にはナデ調整を行なう。 78は復元口径25cm。口縁部内外面

に横ナデ調整、その他にはハケ目調整を行なう。 79は復元口径28cm。胴部外面及び口縁内面か

ら胴部にかけてハケ目調整を行なう。 80は復元口径25.5cm。口縁内外面に横ナデ調整、他には

Fig. 61 S E 002出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 
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ハケ目調整を行なう。

以上はすべて褐色を呈

する。 81~83は甕の底

部。基本的には外器面

にハケ目調整、内器面

にはナデ調整を行なう

が、 82は内面にハケ目

調整、内底にはナデ調

整を行なう。 84は復元

口径38.6cm、器高37.6

cm。胴部外面及び口縁

内面から頸部付近にか

けてハケ目調整、その

他にはナデ調整を行な

う。外面には煤、内面

には炭化物の付着が見

られる。



SE 021井戸 (Fig.62)

AW-54で検出した。平面形は長軸1.8m、短軸

1.6mの不整方形を呈し、深さ約1.5mを測る。

断面は内側にすぽまる逆台形状を呈し、井戸底

面は平坦をなす。埋土は黒褐色を基調としてい

たが、調査の状況により、分層するまでには至

らなかった。遺物は底面から0.3~1.0mの位置

に集中して出土しており、土器とともに建築部

材と思われるものや木製品が出土している。土

器では、壷・甕・鉢・高坪が出土しており、丹

塗りのものが多い。特に、完形の丹塗り袋状口

縁壷をはじめとして壷の出土が顕著である。

SE 021出土遺物 (Fig.63~65)

蓋 (85) 裾部径12.4cm、器高1.9cm。外面に

は丹が塗られている。外面には縦方向のヘラミ

ガキ調整、内面にはナデ調整を行なう。裾付近

に2個づつ対称に焼成前穿孔が行なわれている。

86の壷とセットになると思われる。

壷(86~95) 86~90は無頸壷。 86は口径12.1

cm、器高10.6cm。丹塗りで、口縁内面から外器

標高6.0m

面にかけて横方向のヘラミガキ調整、内面はナ Fig. 62 S E 021井戸実測図 (S= 1 /30) 

デ調整を行なう。口縁部に 2個 1組の焼成前穿孔を対称に行なっている。 87は復元口径11cm、

器高11cm。丹塗りで、口縁部から胴部上半にかけては横方向のヘラミガキ調整、胴部下半には

縦方向のヘラミガキ調整、内面はナデ調整を行なう。内面には指頭圧痕を残す。 88は口径12.4

cm、器高11.7cm。丹塗りで、口縁内面から胴部上半にかけて不明瞭ながら横方向のヘラミガキ

調整、胴部下半に縦方向のヘラミガキ調整、胴部内面に指と工具によるナデ調整を行なう。 89

は口径13.6cm。外器面は磨耗のため調整不明瞭、内器面はナデ調整を行なう。口縁部に焼成前

穿孔を行なう。内面は灰褐色、外面は淡橙色を呈する。 90は口径15.3cm、器高16.4cm。口縁部

には横ナデ調整、胴部は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。内面には指頭圧痕を残

す。外底付近に黒斑が認められる。 91• 92は丹塗りの袋状口縁壷。 91は復元口径10cm。口縁上

半部に横ナデ調整、下半部に横方向のヘラミガキ調整、頸部に縦方向のヘラミガキ調整、内面

はナデ調整を行なう。 92は完形品。口縁部及び胴部中位には横方向のヘラミガキ調整、頸部及

び底部付近には縦方向のヘラミガキ調整を行なう。胴部下半には黒斑が認められる。 93• 94は
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Fig. 63 S E021出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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広口壷。 93は口径24.4cm、器高33.1cm。器面の磨耗が著しいが、口縁部から頸部内面には横ナ

デ調整、頸部外面及び胴部外面にはハケ目調整を行なう。頸部と胴部の境に一条の突帯を持ち、

口縁端部上下にはかすかに刻目が認められる。器面の一部には丹塗りの痕跡が認められる。 94

は口径20.8cmを測り、丹塗りである。器面の磨耗が著しいが、口縁部から頸部にかけて外面に
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Fig. 64 S E 021出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 
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縦ハケ目調整、内面は縦ハケ目調

整、胴部内面はナデ調整、外面は

調整不明である。口縁端部に刻目

を施す。頸部及び胴部中位に突帯

を有する。 95は復元口径13.4cm、

器高18.1cm。口縁部に横ナデ調整、

胴部外面にハケ目調整、胴部内面

にナデ調整を行なう。口縁部に焼

成前穿孔を行なっている。穿孔の

状況や井戸からの出土であること

を考慮すると釣瓶である可能性が

高い。

鉢 (96~101) 96は口径14.2

cm、器高10.2cm。口縁部に横ナデ

調整、体部外面にハケ目調整、内

面にナデ調整を行なう。外底に黒

Fig. 65 S E 021出土遺物実測図(3)(S =1/4) 斑を持つ。 97は口径18.3cm、器高

10.4cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。98は復元口径18.6cm。口縁部に横ナデ

調整、体部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。外面に黒斑を有する。 99は復元口径

36.6cm、器高30.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

外面に煤が付着する。器形的には甕に近い。 100は復元口径26.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴部

外面に縦ハケ目調整、内面に横ハケ目調整を行なう。 101は復元口径25.8cm、器高16cm。口縁部

に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面は上位に横ナデ調整、その他はナデ調整を行な

う。底部中央には焼成後穿孔を行なう。

高坪 (102・103) 2点ともに丹塗りで、坪部のみが残存する。 102は坪部外径30.2cm。口縁

部及び内面に横ナデ調整、外面は不明瞭であるが縦方向のヘラミガキ調整が行なわれている。

口縁上面には暗文を有する。 103は坪部外径29.4cm。調整は不明瞭であるが、 102と同様である

と思われる。口縁上面には暗文を有する。

甕 (104• 105) 104は口径22.4cm、器高22.4cm。口縁部には基本的に横ナデ調整を行なう

が、口縁内面の一部にハケ目調整が行なわれている。胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ

調整を行なう。 105は口径31.7cm、器高36.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、

胴部内面にはナデ調整を行なう。部分的に器面の剥離が著しい。外面にば煤の付着が認められ

る。
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S E022井戸 (Fig.66)

AV-53・54グリッドで検出した。長径1.6m、短径1.3mの

楕円形を呈し、深さ0.85mを測る。西部分で傾斜を持つ以

外はほぼ真っすぐに落ち、底面に近づくにつれて若干外方

に広がっている。井戸底面は平坦をなしている。遺構埋土

は黒褐色を基調としていた。全体的に遺物の出土量は少な

かったが、底面直上から杓子の未製品が出土している。他

の遺構との切り合い・重複関係はない。

S E022出土遺物 (Fig.67)

手捏 (106) 口径3.7cm、器高 5cm。口縁はやや内湾し

ながら上方に立上がる。

壷 (107) 袋状口縁壷で、復元口径12.1cm。口縁外面に

横ナデ調整、頸部にハケ目調整、内面はナデ調整を行なう。

外面に丹塗りの痕跡が認められる。

甕 (108) 復元口径16.3cm、器高21.6cm。口縁部に横ナ

デ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行

なう。外器面に黒斑を有する。器面の剥離が著しい。

。

標高6.0m

1 m 

Fig. 66 S E022井戸実測図(S=l/30)

鉢 (109・110) 109は口縁部を欠失する。口縁部にナデ調整、胴部内外面にハケ目調整を行

なう。 110は復元口径24.6cm、器高9.4cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行なう。外底部においては器面の剥離が著しい。
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S E022出土遺物実測図 (S=l/4)
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高坪 (111) 坪部のみが残存する。復元口径33cm。器面の磨耗が著しいが、口縁部に横ナデ

調整、体部内外面にナデ調整を行なう。

S E023井戸 (Fig.68)

AV-55、AW-55グリッドで検出した。平面形は長径1.6m、短径1.3mの楕円形を呈する。遺

構の西半部は水路によって上部の1/3程度が削平を受けている。深さ約 1mを測り、井戸底面は

ほぼ平坦になっている。遺構埋土は黒褐色土を基調としていたが、調査の方法上分層は出来な

標高6.0m

かった。遺物は、検出面から約30cm以下に集中して

おり、その上面においては自然木が比較的大量に検

出されている。出土遺物のなかでは、竪杵・鋤・編

籠・建築部材など比較的残存状況の良好な木製品が

土器とともに出土している。また井戸底面直上より

大小2個の壷が出土している。

S E023出土遺物 (Fig.69)

甕 (112~115) 112は復元口径22.2cm。口縁部外

面及び口縁内面上半部には横ナデ調整、その他には

ハケ目調整を行なう。外器面に煤の付着が見られる。

113は復元□径26.8cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内
外面にハケ目調整を行なう。外器面に煤の付着が見

られる。 114は口径19.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴

部外面にハケ目調整、内面には指及びエ具によるナ

デ調整を行なう。 115は復元底径8.2cm。外面にハケ

目調整、内面にナデ調整を行なう。

手捏 (116) 口径7.1cm、器高4.6cm。碗状を呈

し、外面に黒斑を有する。

支脚 (117~120) 受部に張り出しを持たないも

の (117•118) と袋状の張り出しを持つもの (119 ・

120)がある。 120は裾部径11.3cm、器高10.2cm。117

は外面にハケ目調整、内面にナデ調整、 118~120は

受部及び内器面にナデ調整、その他の部分にはハケ

目調整を行なっている。

器台 (121) 受部径9.8cm。内外面ともにナデ調

整を行なう。外器面に指頭圧痕を残す。

Fig. 68 S E 023井戸実測図(S=1/30) 鉢 (122• 123) 122は復元口径14.8cm、器高6.7
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Fig. 69 S E 023出土遺物実測図 (S=l/4)
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cm。口縁部に横ナデ調整、体部外面にハケ目調整、体部内面にナデ調整を行なう。外器面には

黒斑を有する。 123は復元口径24.6cm、器高13.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面は磨耗のた

め調整不明瞭、内面は粗いハケ目調整を行なう。外底部付近に黒斑を有する。

壷 (124~128) 124は復元口径13.2cm。口縁部が比較的屈曲する袋状口縁壷である。頸部と

胴部の境界に一条の突帯を持つ。外器面にハケ目調整、内面は口縁部に横ナデ調整、頸部にハ

ケ目調整、胴部にはナデ調整を行なう。 125は井戸底面直上出土で、口縁部を欠失する。頸部と

胴部の境界及び胴部中位にそれぞれ一条の突帯を持つ。内外器面ともにハケ目調整を行なう。

126は井戸底面直上出土でほぼ完形品である。口径7.8cm、器高16.5cm。口縁部内外面に横ナデ

調整、胴部外面に不明瞭ながらハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。口縁外面の一部に丹塗

りの痕跡が見られる。 127は口径11.9cm、器高12.3cm。不明瞭であるが内外面ともにナデ調整と

思われる。外器面の一部に丹塗りの痕跡が見られる。 128は口縁の一部を欠失する。磨耗のため

外器面は調整不明瞭、内器面はナデ調整を行なう。

S E054井戸 (Fig.70)

BA-62 •63、 BB-63グリッドで検出した。平面形は直径約0.8m の円形を呈し、深さ 1.lm を

測る。断面形は逆台形状を呈し、底面は平坦をなす。遺構埋土は黒褐色土である。出土遺物は

遺構底面からやや浮いた状態で検出された壷以外はほとんどない。

S E054出土遺物 (Fig.72)

壷 (129) 残存器高13.6cm。口縁部に横ナデ調整、外面は頸部及び胴部にハケ目調整、内器

面にはナデ調整を行なう。明茶褐色を呈する。

SE 109井戸 (Fig.71)

CC-59・60グリッドで検出した。平面形は長軸3.lm、短径2.5mの楕円

＿形を呈し、深さ1.2mを測る。遺構西側においては、底面から壁に立てか

けられた状態で木材が検出されている。木材の上半部は半分に裁断され

ている。梯子の役割を果たすものである可能性もあるが、その性格は明
標高&:.Q_m

らかに出来なかった。また、ここでは井戸として報告したが、梯子状の

木材の存在や遺構の形状から貯蔵穴の可能性も指摘できる。

SE 109出土遺物 (Fig.72)

甕 (130~133) 130は底部。外面は不明瞭ながらハケ目調整、内面ナ

デ調整を行なう。 131は復元口径19.6cm。口縁部に刻み目を施し、口縁部

に横ナデ調整、外器面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。 132は復

~Ocm 元口径19.4cm。断面三角形の口縁と突帯に刻目を施す。外器面は磨耗の

Fig. 70 S E 054井戸 ため調整不明瞭であるが、内面はナデ調整を行なう。 133は底部で、外器

実測固 (S= 1/30) 面は磨耗のため調整不明。内器面はナデ調整を行なう。
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蓋 (134) 裾部径25.3cm、器高13.7cm器面の磨耗が著しく、外器面は調整不明。内器面はナ

デ調整を行なう。

鉢 (135) 復元口径27.9cm、器高20.2cm。器面の磨耗が著しいが、外器面にはヘラミガキ調

整、内面にナデ調整、断面三角形の口縁に刻目を施す。底部はやや上げ底気味である。

SE 133井戸 (Fig.71)

BK-61グリッドで検出した。平面形は長軸 1m、短軸0.8mの不整方形を呈し、深さ約1.4m

を測る。断面は基本的には底すぼまりのU字状であるが、掘方上部において横方向に深く扶り

込みが見られる。井戸底面はほぽ平坦をなし、底面付近から土器がかたまって出土している。

SE 133出土遺物 (Fig.72)

鉢 (136~138) 136は復元口径22.7cm、器高15.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ

目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。 137は復元口径21.5cm、器高14cm。口縁部に横ナデ調

整胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。外面の一部に丹塗り痕が認められ

る。 138は復元口径12.8cm、器高7.9cm。体部は内外面ともにナデ調整を行なう。

壷 (139) 復元口径17.4cm、器高16.9cm。口縁部外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調

整、内面にナデ調整を行なう。外面には煤の付着が見られる。
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Fig. 72 S E 054 • S E 109 • S E 133出土遺物実測図 (S=l/4)
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(5)土壌と出土遺物

S K041土壌 (Fig.73)

AY-64グリッドで検出した。平面形は長径l.lm、短

径0.8mの楕円形を呈し、深さ約0.2mを測る。断面は

扁平な逆台形状を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構

東部に集中して遺物が出土している。

S K041出土遺物 (Fig.74)

器台 (140・141) 140は受部径15.2cm。褐色を呈す

る。 141は受部径14.6cm、器高19.8cm、裾部径16.2cm。

褐色を呈する。調整はいずれも同じで、口縁部及び裾

部には横ナデ調整、胴部内外面にはハケ目調整を行な

I I 

戸—
゜

1 m 

Fig. 73 S K041土壊実測図(S=l/30)

う。

蓋 (142) 復元口径17.8cm、器高4.5cm。外面はヘラ状工具によるナデ調整、内面にハケ目

調整、裾部に横ナデ調整、天井部内面にナデ調整を行なう。

鉢 (143) 復元口径18cm、器高8.9cm。口縁部に横ナデ調整、体部内外面にナデ調整を行な

う。外器面に黒斑を有し、内外器面に指頭圧痕が認められる。

甕 (144・145) 144は復元口径31.2cm。口縁部に横ナデ調整、 胴部内外面にハケ目調整を行

なう。 145は復元口径34.6cm。口縁部外面及び胴部内面にナデ調整、胴部外面にハケ目調整を行

。
10cm 

141 

Fig. 74 S K041出土遺物実測固 (S=1/4) 
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。

なう。口縁部内面にもハケ目調整の痕跡が見られる。

S K094土壌 (Fig.75)

BJ-62 • 63グリッドで検出した。平面形は長径1.8m、短

径1.4mの楕円形を呈し、深さ0.7mを測る。断面は逆台形

状を呈し、遺構底面はほぽ平坦をなす。遺構埋土は 4層に

分層でき、いずれも黒褐色土を基調としており、堆積の状

況は自然堆積であった。口縁部を意識的に打ち欠いた様な

高坪などが遺構底面から出土している。

S K094出土遺物 (Fig.77)

標亙邑些〕 手捏 (146) 口径5.3cm、器高 7cm。体部中位に一ヶ所

焼成前穿孔を有する。底部付近に黒斑が認められる。

鉢 (147) 口径11.1cm、器高6.1cmの完形品である。ロ

縁部に横ナデ調整、その他はナデ調整を行なう。

壷 (148) ほぽ完形で口径17.3cm、器高17.8cm。口縁部

に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にはナデ

調整を行なう。口縁部直下はハケ目調整の後ナデ消す。
1 m 

Fig. 75 S K094土壊実測図 (S=1/30) 高坪 (149・150) 149は復元口径27.5cm。口縁部は一部

を残してすべて打ち欠かれている。内外面ともに丹塗りで口縁部及び内器面には横方向のヘラ

ミガキ調整、外器面は不明瞭であるが縦方向のヘラミガキ調整と思われる。 150は復元裾部径

18.4cm。裾部内面に横ナデ調整、脚部外面及び内面中位にハケ目調整を行なう。

甕 (151~ 153) 151は復元口径28.6cm。口縁部に横ナデ
調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にはナデ調整を行

なう。 152は復元口径33cm。調整は151同様である。外器面

に煤の付着が見られる。 153は外器面にハケ目調整、内器面

及び外底にナデ調整を行なう。

SK 131土壌 (Fig.76)

AV-58グリッドで検出した。平面形は長軸1.6m、短軸0.9

mの隅丸長方形を呈し、深さ0.6mを測る。掘方は二段掘り

状になっており、平面形・断面形ともに掘立柱建物の柱穴/̀' とよく似ている。遺構埋土は黒褐色土の単一層である。遺
構底面より若干浮いた状態で土器が出土している。

lm 
SK 131出土遺物 (Fig.78)

Fig. 76 S Kl31土壊実測図(S=1/30) 手捏 (154• 155) 154は復元口径6.8cm、器高5.1cm。

。
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外面に黒斑を有する。 155は口径9.4cm、器高5.9cm。外面には指による整形痕が明瞭に残って

おり、内面には粗いハケ目調整を行なう。

壷 (156・157) 156は復元口径11.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にはナデ調整を行なう。胴部内面上位には指頭圧痕が認められる。 157は複合口縁壷で、ロ

径21cm。頸部と胴部の境界に二条の突帯を持つ。口縁部外面及び内器面には横方向のハケ目調

整、外器面には縦方向のハケ目調整を行なう。外器面の一部に丹塗り痕が認められる。

鉢 (158) 復元口径10.8cm。口縁部に横ナデ調整、体部外面にハケ目調整、内面にナデ調整

を行なう。胴部外面中位に黒斑を有する。

甕 (159~164) 159は底径8.3cm。やや尖り気味の底部である。ナデ調整を行なう。 160は復

元口径16.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。 161は

復元口径21cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整を行なう。内面はハケ目調整の後

にナデ調整を行なっている。胴部外面には黒斑を有する。 162は復元口径15.5cm。口縁部に横ナ

デ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。 163は口径14.6cm、器高17.8

cm。やや尖り気味の底部を持つ。口縁部内面には横方向のハケ目調整、胴部外面には縦方向の

ハケ目調整、胴部内面には板状工具によるナデ調整を行い、内底に指頭圧痕を有する。 164は復

元口径35.2cm。口縁直下に一条の突帯を有する。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にはハケ目調

149 

150 

一
-7 □52 

Fig. 77 S K094出土遺物実測図 (S=l/4)

:¥‘’ 
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整、内面にはナデ調整を行なう。

(6)溝と出土遺物

S 0001溝 (Fig.79、89)

AU-43、AV-44• 45、AW-45• 46グリッドで検出した。溝の北端及び中央部は撹乱を受け、

S K131出土遺物実測図(S= 1/ 4) 
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Fig. 79 S DOOl • S D040 • S DOSI・ S Dl03溝土層断面図(S=1/40、1/60)
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溝の西半部は削平により一部消失している。溝は残存状況の良いところで幅2.5m、深さ0.3m

を測る。掘立柱建物との切り合い・重複関係はない。溝底面直上より遺物が出土している。

S D001出土遺物 (Fig.SO)

甕 (165~167) 165は復元口径20.2cm。口縁部に横ナデ調整、胴部は内外面ともにハケ目調

整を行なう。外器面にば煤の付着が見られる。 166は外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調

整を行なう。167は外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整を行なう。内面に煤の付着が見

られる。

壷 (168) 口径19.5cm。頸部上位に二条、胴部中位に一条の突帯を有し、外面は口縁部から

頸部に横ナデ調整、胴部にハケ目調整、内面は横ナデ調整あるいはナデ調整を行なう。

手捏 (169) 口径6.8cm、器高4.3cm。外面に黒斑を有する。

鉢 (170) 復元口径10cm。口縁部に横ナデ調整、体部内外面にナデ調整を行なう。

支脚 (171・172) 171は裾部径11.1cm、器高10.7cm。裾部に横ナデ調整、他はナデ調整を行

なう。 172は裾部径13.2cm、器高10.2cm。内外面にナデ調整を行なう。指頭圧痕を有する。

S D040溝 (Fig.79、88)

AV-64~BG-61グリッドにかけて検出した。幅0.8~1 m、深さ0.4~0.8mを測る。遺構南部

I 

｀ 171 0 10cm 172 

Fig. 80 S D 001出土遺物実測図 (S=l/4)
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においてはSR046と切り合い関係にあり、本溝が切っている。遺構中央部においては土墳状の

落ち込みがあり、鍬が出土している。土塙状の落ち込みは溝との切り合い関係が認められず、

出土土器も同時期のものであったため、本溝に伴うものと考える。掘立柱建物との切り合い・

重複関係はない。

S D040出土遺物 (Fig.81、82)

高杯 (173) 口縁端部を欠失する。口縁部には横ナデ調整、外面はハケ目調整、内面はナデ

調整を行なう。

器台 (174) 受部径12.5cm、器高18.5cm、裾部径15.7cm。端部には横ナデ調整、外面にハケ

目調整、内面にナデ調整を行なう。

手捏 (175~178) 175は口径4.9cm、器高3.4cm。台付鉢を模倣したものか。 176は口径5.3

cm、器高3.6cm。177は復元口径8.3cm、器高6.5cm。178は口径8.9cm、器高5.7cm。外面に黒斑を

有する。

甕 (179~184) 179は復元口径17.2cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にハケ目調整を行

なう。外面に煤の付着が見られる。 180は復元口径17.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面に

ハケ目調整を行なう。口縁外面直下はハケ目調整をナデ消している。 181は復元口径15.4cm、器

高13.4cm。口縁外面に横ナデ調整、胴部外面及び口縁内面にハケ目調整、胴部内面に板状工具

によるナデ調整を行なう。 182は復元口径19.4cm、器高17.6cm。調整は181と同様。 183は復元口

径21.4cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。 184は

復元口径28cm。口縁内面に横ナデ調整、他はハケ目調整を行なう。

鉢 (185~189) ・ 185は復元口径llcm、器高7.8cm。

外面にハケ目調整、内面にナデ調整、口縁部はハケ

目調整をナデ消している。 186は復元口径10cm、器高

8.1cm。調整は185同様である。 187は復元口径16.4

cm。口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整、外面は三
〗

調整不明。 188は台付鉢と思われ、底径6.9cm。台部

内外面にナデ調整、鉢部外面にはハケ目調整を行な

う。 189は口径30.9cm、器高13cm。口縁下に一条の突

帯を有する。口縁部には横ナデ調整、体部外面にハ

ケ目調整、内面にナデ調整を行なう。内底付近には

ヘラナデ調整の痕跡を残す。

壷 (190~192) 190は復元口径12.4cm、器高13.8
178 

忙 cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面には不明瞭であ
Fig. 81 S D040出土遺物実測図(l)(S=1/4) るがヘラミガキ調整、内面にナデ調整を行なう。外
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底に黒斑を有する。 191は口径15.7cm、器高24.3cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にハケ目

調整を行なう。外底付近にはヘラの痕跡が認められる。外面に丹塗りの痕跡を有する。 192は複

合口縁壷。復元口径19cm。外面は口縁部に横ハケ目調整、頸部に縦ハケ目調整、内面は横ナデ

調整を行い、指頭圧痕を有する。

S D081溝 (Fig.79、88)

BM-61、B0-61、BP-61• 62グリッドで検出した。幅約2.5m、深さ0.5mを測り、断面は扁

平な逆台形状を呈する。遺構埋土はほぽ自然堆積の状況を呈している。残存状況は良くなかっ

たが、底面直上から三又鍬が検出されている。掘立柱建物との切り合い・重複関係はない。

S D081出土遺物 (Fig.83)

器台 (193) 193は受部径16.4cm、器高29.3cm、裾部径16.9cm。外器面及び端部付近内面に

ハケ目調整、その他にはナデ調整を行なう。裾部内面には指押さえ痕を残す。

甕 (194) 復元口径30cm。磨耗のため調整不明。

壷 ( 195•196) 195は復元口径11.6cm。内面にナデ調整を行なう。外面には部分的に丹塗り

痕を残すが、調整は不明。 196は復元口径9.7cm。口縁部に横ナデ調整、頸部外面にはハケ目調

丁 二
/1~195 
□,4 

ご気，6

8
 ，
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ぞ
＼

＼
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乙
＼
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，＼＼＼（＼＼＇1,.←―--／) 丁 10cm 

后
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1
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Fig. 83 S D081 • S D103出土遺物実測図 (S=1/4、石器はS= 1/2) 
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整、内面にナデ調整を行なう。

石庖丁 (201• 202) 201は残存長5.1cm、最大幅3.7cm、最大厚0.5cm。粘板岩系の石材と思

われ、比較的丁寧な研磨が行なわれている。 202は残存長5cm、最大幅4.6cm、最大厚0.4cm。器

面の剥離が著しい。石材は不明。

S D103溝 (Fig.79、88)

BT~BX-62グリッドで検出した。幅約2.5m、深さ0.3m前後を測る。断面は逆台形状を呈す

る。埋土の堆積は自然堆積の状況である。溝の南端部においては小穴・土壊等と切り合ってお

り複雑な状況を呈する。溝の中央部において SBl47と切り合い関係にあり、本溝が切ってい

る。その他の掘立柱建物との切り合い・重複関係はなかった。

S D103出土遺物 (Fig.83)

甕 (197~199) 197は復元口径17.2cm。磨耗が著しく調整不明。 198は復元口径19cm。口縁

部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

内面にはかすかにハケ目調整の痕跡を残す。 199は復元口径33cm。磨

耗が著しく調整不明瞭である。

壷 (200) 袋状口縁壷で、復元口径17.6cm。頸部にハケ目調整、

その他には横ナデ調整を行なう。器面の磨耗が激しい。

3.古墳時代の遺構と遺物

(1)土壌と出土遺物
に ュ
。

1 m 
SK 152土墳 (Fig.84)

AY-68グリッドで検出した。平面形は長径1.15m、短径0.9mの不 Fig. 84 S K 152土叡鰯(S=l/40)

整楕円形で、深さ約0.3mを測る。断面は

逆台形状をなす。SKl53と切り合い関係

にあり、本遺構が切っている。

SK 152出土遺物 (Fig.85)

甕 (203) 復元口径14cm、器高22.6

cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外

面にナデ調整、胴部外面にヘラケズリ調

整を行ない、外器面に黒斑を有する。

壷 (204) 二重口縁壷の口縁で、復元

口径27.4cm。口縁部外面にハケ目調整、

その他には横ナデ調整を行なう。口縁屈

曲部には刻目が認められる。 ロニ｀］— £ 
Fig. 85 S K 152出土遺物実測図(S=1/4) 
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4.平安時代の遺構と遺物

(1)土壌と出土遺物

標高5.9m

。
Fig. 86 

205 

二 6

▽二7

（遺構S=1/30、遺物S=l/4)

は土壊として報告しておく。

S K003出土遺物 (Fig.86)

坪 (205~207) すべて土師器である。 205は口径

12.2cm、器高3.7cm。206は口径11.8cm、器高3.4cm。

207は口径11.5cm、器高3.5cm。208は口径11.8cm、器

高3.7cm。4点ともに体部内外面に横ナデ調整、内底

にナデ調整を行なう。底部は回転ヘラ切り離しであ

る。明褐色を呈する。

S K003土壌 (Fig.86)

AV-44グリッドで検出した。平面形は

長軸0.9m、短軸0.45mの隅丸長方形を

呈し、深さ0.15mを測る。掘方断面は扁

▽ 
平な逆台形状を呈し、遺構底面は平坦を

なす。遺構北東部において完形の土師器
208 

lm  O ---:---10cm 坪が4個体かたまって出土している。そ

S K003土塙実測図及び出土遺物実測図 の内の 2点は重なった状態で検出されて

いる。土壊墓の可能性もあるが、ここで

59 60 61 62 
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Fig. 87 村徳永遺跡F地区遺構配置因(1)(S= 1/ 400) 
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VI.調査の記録ーG地区一

G地区は F地区の北側に延びる調査区であり、調査区の幅も狭いため断片的な調査にならざ

るをえなかった。調査区が長いため、さらに 3区に区分けを行なった。南側から CX-60• 61グ

リッドまでを 1区、 1区より北側の調査区を 2区、 2区と接して西側に延びる調査区を 3区と

し、 1区に100番台、 2区に200番台、 3区に300番台の遺構番号を与えた。本地区で検出した遺

構は殆ど弥生時代のものであり、弥生時代の遺構・遺物の中から抽出して報告を行なう。

1.弥生時代の遺構と遺物

(1)掘立柱建物と出土遺物

S B331掘立柱建物 (Fig.90)

DQ-36、DR-36グリッドで検出した。梁行1間、桁行 1間の南北棟建物で、主軸をN-2"-Eに

とる。柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.95~1.45m、短軸0.6~0.8mの隅丸長方形を呈

し、深さ0.5~0.65mを測る。柱掘方断面はすべて二段掘りになっており、建物の外方に平坦面

を持つ。 p1、p2では枕木状のものが、 P4では横木が検出されているが、いずれも細いもの

である。横木は桁行方向に対して直角に置かれている。他の遺構との重複・切り合い関係はな

し)
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Fig. 90 S B331 • S Bi32掘立柱建物実測図 (S= 1 /80) 
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S 8331出土遺物 (Fig.91)

甕 (1) p 4出土。復元底径9cm。外面にハケ目調

整、内面にナデ調整を行なう。

手捏 (2) P 1出土。復元口径7.2cm、器高4.7cm。

指頭圧痕が明瞭に残る。

鉢 (3) P 2出土。復元口径7.3cm、器高5cm。内外

面ともにナデ調整を行なう。

S 8332掘立柱建物 (Fig.90) Fig. 91 S B331出土遺物実測図(S=l/4)

DN-37、D0-37グリッドで検出した。梁行1間、桁行1間の東西棟建物で、主軸をN-85°-E 

にとる。柱間は固中のとおり。柱掘方は長軸1.15~1.45m、短軸0.7~0.85mの隅丸長方形を呈

し、深さ0.7m前後を測る。柱掘方断面は基本的には二段掘りになっており、建物の外方に平坦

面を持つが、 P3だけは掘方の長軸を梁行方向に平行にとっており、掘方断面も他のものとは

異なっている。 P3以外では直径20cm弱の柱根が検出されている。 SB333と切り合い関係にあ

り、本建物が切られている。

S 8333掘立柱建物 (Fig.92)

D0-36・37、DP-36グリッドで検出した。北西部が調査区外になっており、全体の規格は明ら

かに出来なかった。検出部分から推測すると、梁行5間、桁行7間の南北棟建物で、主軸をN

-T-Wにとると思われる。梁間・桁間・柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸0.55~2 m、短軸

0.5~0.9mの隅丸長方形ないしは隅丸方形を呈し、深さ0.2~0.8mを測る。掘方断面は素掘り

ないしは二段掘りである。 P7~Pllでは直径10~15cm程度の柱根が検出されているが、・横木

等は持たない。本建物の北側と西側の柱穴においては、 F地区で検出したSB015と同様の建築

工法が採られているものがある。西側桁筋の土層図では柱穴の切り合いが考えられるものの、

別の建物の柱穴であることが現時点では確認できず、すべての柱根が柱筋にのっていることや

F地区においても類似する SB015が存在することなどを考慮すると、同時存在の柱穴である可

能性が高いと思われる。 P13~15が本建物に伴うかどうかは判断できなかった。 SB332と切り

合い関係にあり、本建物が切っている。

S 8333出土遺物 (Fig.93)

甕 (4~7) 4はp1出土。復元口径33cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、

内面にナデ調整を行なう。 5はpg出土。復元口径17.4cm。調整は 4と同様だが、口縁部内面

には板状工具によるナデ調整を行なう。 6はP4出土。復元口径20.6cm。調整は4と同様。 7

はPl2出土。復元口径20.2cm。調整は基本的に 4と同様。口縁部外面及びその直下には板状工

具による横ナデ調整の様である。

鉢 (8• 9) 8はpg出土。復元口径26cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、
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Fig. 92 S B 333掘立柱建物実測図(S=1/80) 

外面は不明。9はp9出土。口径7.8cm、器高6.3cm。口縁部に横ナデ調整、その他はナデ調整

を行なう。外器面に黒斑を有する。

紡錘車 (10) P 3出土。石製紡錘車である。直径4.9cm、厚さ0.4cm、穿孔外径0.9cm、穿孔

内径0.4cm。穿孔は主に一方向から行なわれている。
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S B335掘立柱建物 (Fig.94)

DT-35 • 36、DU-35グリッドで検出した。北東隅の柱穴は調査区外にある。梁行1間、桁行

l間の東西棟建物で、主軸をN-81°-Wにとる。柱間は囮中のとおり。柱掘方は長軸1.15m、短

軸0.75~1.05mの隅丸長方形で、深さ0.7~0.Smを測る。掘方断面はp2のみが二段掘りに

なっている。 すべての柱穴において20cm程度の柱根を検出した。横木などはない。 SB336•337 
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と重複関係にある。

S B335出土遺物 (Fig.95)

鉢 (11) P 1出土。復元口径10.6cm。

全面にナデ調整を行なう。外底の剥離が著

しい。

支脚 (12) P 1出土。復元裾部径12.2

cm、器高11.5cm。屈曲部は外方に張り出し

ている。ナデ調整を行い、指頭圧痕が明瞭

に残る。外面中位に板ナデ調整痕を持つ。

甕 (13) P 2出土。復元口径24.4cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部にハケ目調整を

行なう。

口
0 10cm 

12 

一＼ 冒―-［3

14 

S B339掘立柱建物 (Fig.94)

DV-35、DW-35グリッドで検出した。梁 Fig. 95 S B335・ S B33咄土遺物実測図(S=1/4) 

行 l間、桁行 1間の南北棟建物で、主軸をN-4°-Eにとる。柱間は図中のとおり。柱掘方は長軸

約1.05m、短軸約0.8mの隅丸長方形を呈し、深さ0.5~0.7mを測る。 p1では横木と枕木、 P

2では横木と枕木の下に厚さ 1~ 2cm程度の礎板、 P3では横木（？）と厚さ 1~ 2cmの礎板

が検出されている。横木は梁行方向に平行に置かれている。 SB378と重複関係にある。

S B339出土遺物 (Fig.95)

甕 (14) P 3出土。復元口径25.2cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調

整、内面にはナデ調整を行なう。外面には

煤の付着が見られる。

(2) 竪穴住居と出土遺物

SH 102竪穴住居 (Fig.96)

CK-56 • 57グリッドで検出した。平面形

は推定長軸5.lm、短軸3.6mの隅丸長方形

を呈し、現存壁高は0.2mを測る。南隅は調

査区外にある。主柱穴は主軸方向に 2本存

在し、深さはp1が0.43m、p2が0.52m

を測る。柱穴間は2mを測る。柱穴間のp ~主芸＝ニ

゜
G゚
 

p 1 

／ ／ 

標高7.0m

1よりに0.7X0.45cmの楕円形の炉跡があ 。
一-吾--口=/
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る。深さは0.21mで、炉跡の覆土には焼土 Fig. 96 S H 102竪穴住居実測図(S= 1/80) 
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が混入しており、 その上面には炭化層が拡がっていた。ベッドや壁溝はない。床面は淡黄褐色

粘質土混じりの黒褐色土による貼り床である。炉跡周辺では土器が、北隅では不明石製品が床

面直上から出土している。

SH 102出土遺物 (Fig.97)

甕 (15) 復元口径37cm、器高36.5cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、

胴部内面にナデ調整を行なう。外面に煤の付着が見られる。

不明石製品 (16• 17) 16は残存長15.7cm、最大幅8.3cm、最大厚1.9cm。約半分を欠失して

いると思われる。残存部中位両側には扶りが入る。全面にやや粗い研磨が行なわれており、稜

をつくっている。扶りより下方には両側に刃部が研ぎ出されている。 17は残存長6.4cm、最大幅

3.8cm、最大厚0.4cm。磨耗が激しいが、両側に刃部がつくられているようである。磨製石剣の

先端部か。

S H307竪穴住居 (Fig.98)

DP-42•43グリッドで検出した。大半が調査区外にあり、全体形は不明だが、南北に長い隅丸

長方形を呈すると思われる。短軸は4.96mを測る。残存壁高は約10cmを測る。床面は暗灰色黄

色粘質土による貼り床である。住居の中心と思われる位置には方形に溝をめぐらした炉跡が存

在する。炉跡には焼土混じりの炭化層及びその上面に焼土混じりの灰層が堆積していた。主柱

穴は検出できなかった。 遺構北東部には粘土貼りつけによる高さ 6cm程度のベッド状遺構が設

けられており、北西部には深さ、幅ともに 7cm程度の壁溝が掘り込まれている。 また、北西部

に存在する円形の土壊と住居の関係は明らかに出来なかった。遺物は出土しなかった。遺構南

部において SE353に切

られている。

S H308竪穴住居

(Fig.99) 

DP-41 • 42グリッドで

検出した。南隅部分をS

H309に切られ消失して

いる。平面形は推定長軸

4.9m、短軸3.7の隅丸長

方形を呈し、残存壁高は

最も残りの良いところで

5cm程度である。主柱穴

は主軸方向に 2本存在し、

p 1は0.56X1 mの楕

--- I ．．  
- -----

Fig. 98 
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円形で深さ約0.5m、P2は0.3X0.42mの円形で深さ0.68mを測る。柱穴中央の0.4X0.35mの

落ち込みは深さO.lm程度であり、炉跡と考えられるが断定するには至らなかった。住居北半に

は幅約5cm、深さ約3cmの壁溝がめぐっている。

S H308出土遺物 (Fig.100)

壷 (18) 床面上出土で、外面丹塗りの袋状口縁壷である。復元口径9cm。口縁部に横ナデ

調整、頸部内面にナデ調整を行なう。頸部外面はヘラミガキ調整か。

S H309竪穴住居 (Fig.99)

D0-41 • 42、DP-41• 42グリッドで検出した。長軸約6.0m、短軸4.55mを測り、やや北壁の

ラインが乱れるが、ほぼ隅丸長方形を呈する。残存壁高は 4~llcmを測る。床面は粘性を持つ

暗灰黄色砂質土で整地している。住居中央に0.74X0.63mの炉跡があり、深さ 7cmを測る。炉

跡内には炭化層とその上面に焼土混じりの暗灰褐色粘質土が堆積し、炭化層ば炉跡を越えて拡

がっている。炉跡の南東側には屋内土壊が存在するが、遺物は出土しなかった。炉跡の北東側

に位置する土壊は当初、 屋内土壊と考えていたが、 p1に対応する主柱穴がこの土壊により消

失している可能性があることや住居北東壁のラインを若干壊していること等から判断して住居

を切っている可能性が高いと思われる。しかしながら、土層断面の精査によってもその切り合
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Fig. 99 S H308 • S H309竪穴住居実測図 (S= 1/80) 
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いが判断できず、決定するに至らなかった。出土遺物についてはここで報告しておく。

S H309出土遺物 (Fig.100)

19~22は住居床面直上出土で、23~32は北東側土壊出土である。

鉢 (19) 復元口径14cm。口縁部から体部内面には横ナデ調整、体部外面にナデ調整を行な

う。内外面には黒斑を有する。

甕 (20~22、25~30) 20は復元口径24.4cm。磨耗のため調整不明。 21は復元口径29.4cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、外面は不明瞭ながらハケ目調整がみられる。 22は

復元口径20.2cm。口縁端部から口縁内面に横ナデ調整。胴部内面はナデ調整だが、屈曲部にハ

ケ目調整が残る。外器面はハケ目調整を行い、口縁外面はハケ目調整をナデ消している。 25は

復元口径28.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、胴部外面にハケ目調整。 26は復

元口径29.4cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、外面は調整不明。 27は復元口径24.8

cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整。 28は復元口径23.8cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、胴部外面には不明瞭ながらハケ目調整を行なう。

29は復元口径32.4cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、外面は調整不明。 30は復元

口径39.6cm。口縁直下に一条の突帯を持つ。口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整、突帯下に

ハケ目調整を行なう。

高杯 (23• 24) 2点とも丹塗りの高坪である。 23は坪部外径34.6cm。外面には縦方向のヘ

ラミガキ調整、内面にナデ調整を行い、口縁上面には暗文を施す。 24は坪部外径25.4cm。磨耗

が著しく調整は不明瞭であるが、坪部内外器面は横方向のヘラミガキ調整、脚部は縦方向のヘ

ラミガキ調整と思われる。

口縁上面は暗文がかすかに

認められる。

壷 (31) 復元口径12.4

cm。外面に横ナデ調整、内

面にナデ調整。口縁部に穿

孔を行なう。

S H310竪穴住居

(Fig.101) 

DN-40、DN-39~41、DP

-41グリッドで検出した。平

面形は長軸6.lm、短軸5.3

mの隅丸方形を呈し、現 ＿ 

存壁高10~15cmを測る。床 ー

冗

。
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Fig. 101 S H310竪穴住居実測図 (S= 1 /80) 
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面は暗黄褐色粘質土を貼っている。住居の中央に0.6X0.68mの円形の炉跡があり、内部には炭

化層が堆積していた。炭化層は炉跡を越えて拡がっている。炉跡の南北には 2本の主柱穴が存

在し、深さはPl・P2ともに約30cmを測る。遺構東部には暗黄褐色粘質土を 4cmほど貼った

ベッド状遺構がある。住居南壁の一部を除いて幅10~20cm、深さ 5cm前後の壁溝が巡っている。

北壁でSK317に、また、南西コーナーでは 2個のピットに切られており、 2か所で細長い撹乱

を受けており、壁溝の一部を削平している。

S H310出土遺物 (Fig.102)

36以外はすべて床面直上出土の土器である。

甕 (32~37) 32は復元口径32.8cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面に

ナデ調整。 33は復元口径31.4cm。調整は32同様。 34は復元口径30cm。口縁外面及び胴部内面に

ナデ調整、口縁内面及び胴部外面にハケ目調整。 35は底部で、外面にハケ目調整、内面にナデ

調整、内底にはエ具によるナデ調整を行なう。 36は復元口径17.2cm。口縁部に横ナデ調整、胴

部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。 37は外面にハケ目調整、内面にナデ調整

及び指押さえを行なう。

鉢 (38• 39) 38は復元口径11.2cm。外面にナデ調整、内面に横ナデ調整。外面に黒斑を有

する。 39は復元口径19.6cm。体部中位以下にハケ目調整、その他にはナデ調整を行なう。

高坪 (40) 坪部外径は25.6cm。内外面ともに丹塗りであり、内面は不明瞭ながらヘラミガ

キ調整。外面はナデ調整か。口縁上面に暗文を施す。

ジ ロ／ 二`＼
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Fig. 102 S H310出土遺物実測図 (S=l/4)
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S H312竪穴住居 (Fig.103)

DQ-53・54、DR-53・54グリッドで検出した。南隅は調査区外にある。長軸4.2m、短軸3.lm

の隅丸長方形を呈し、残存壁高10~20cmを測る。主柱穴は二本を検出した。p1は0.7X0.8mの

Fig. 104 S H 312出土遺物実測図 (S=l/4)
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楕円形、 p2は0.7X0.95mの円

形で、深さはそれぞれ約0.5m、0.6

mを測る。柱穴の中央に1.15X1 

m、深さ 5cm程度の炉跡があり、炭

化層が充填していた。炉跡に南隣

して屋内土壊が存在し、完存に近

い甕が出土している。ベッド状遺

構や壁溝は存在しない。床面は暗

褐色土で床を貼っている。住居北

西隅でSK320と、南側ではSH

313切り合っており、いずれも本住

居が切っている。



S H312出土遺物 (Fig.104)

甕 (41) 復元口径27.3cm、器高28.6cm。口縁下に一条の突帯を持つ。口縁部に横ナデ調整、

胴部外面及び胴部内面上半にハケ目調整、胴部内面下半にナデ調整を行なう。

S H313竪穴住居 (Fig.103)

DQ-53 • 54、DR-53• 54グリッドで検出した。西壁・東壁が調査区外にあり、北壁はSH312 

に切られているため、全体の法量は不明であるが、全体形は隅丸方形を呈すると思われる。主

柱穴は 2本を検出した。 p1は0.62X0.45mの楕円形、 P2は0.8X0.6mの楕円形を呈し、そ

れぞれ深さは0.7m、0.75mを測る。いずれの柱穴からも柱根が検出されている。柱穴の中央か

らは直径約0.6mの円形の炉跡が検出されている。炉跡内には炭化層が充填されていた。炉跡の

南側には屋内土壊が存在する。ベッド状遺構・壁溝は存在しない。床面は暗褐色土で床を貼っ

ている。遺物は殆ど出土しなかった。

(3)井戸と出土遺物

S E353井戸 (Fig.105)

D0-43、DP-43グリッドで検出した。遺構の南半は調査区外

にあり、全体形は不明だが、おそらく直径1.5mの不整円形を ― 

呈すると考えられる。井戸底面が調査区外にあるため完掘で

きなかった。遺構埋土は黒褐色土である。検出面から0.5~0.6

mの地点で、土器ともに杓子の未製品が検出されている。 S

H307と切り合い関係にあり、本遺構が切っている。
口

S E353出土遺物 (Fig.106) Fig. 105 S E353井戸実測図(S=l/40)

甕 (42) 復元口径38.8cm、器高43.3cm。口縁下に一条の突帯を持つ。口縁部に横ナデ調整、

胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。外面には煤の付着が著しい。

壷 (43) 袋状口縁壷で、復元口径8cm。口縁部には横ナデ調整を行い、頸部外面には縦方

向のヘラミガキ調整を行なっている。内面はナデ調整である。

器台 (44) 受部径16cm。外面及び内面上部にハケ目調整、内面はナデ調整を行い指頭圧痕

を残す。

(4)土壌と出土遺物

S K320土壌 (Fig.107)

DR-53グリッドで検出した。平面形は長軸3.56m、短軸1.66mの隅丸長方形を呈し、深さ0.54

mを測る。壁はほぼ垂直に立上がり、遺構底面はほぽ平坦をなす。 SH312、SB330と切り合

い関係にあり、いずれの遺構にも切られている。

S K320出土遺物 (Fig.108)

甕 (45~47) すべて口縁は断面三角形で、胴部上位に一条の突帯を持ち、口縁及び突帯に
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Fig. 106 S E 353出土遺物実測図 (S=l/4)

刻目を持つ。 45は復元口径30.6cm。磨耗のため調整不明。 46は復元口径27.2cm。外面に横ナデ

調整。内面にナデ調整を行い、指頭圧痕を残す。 47は復元口径20.8cm。調整は46と同様。
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Fig. 107 S K320 • S K326土塙実測図（S= 1 /60) 
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S K326土壌 (Fig.107)

DQ-49、DR-49グリッドで検出した。北半部は調査区外にあるため、全体形は不明である。

検出最大長3.14m、深さ0.6mを測る。西部は平坦面を持ち、二段掘り状になっている。遺構底

面には円形に掘り込みが行なわれている。遺構南西部をSH303に切られている。

S K326出土遺物 (Fig.108)

甕 (48~52) 断面三角形の口縁を持ち、胴部上位には一条の突帯を有する。口縁及び突帯

には刻目を施す。 48は復元口径21.2cm。口縁部から突帯間及び内面上位に横ナデ調整、他には

ナデ調整を行なう。 49は復元口径22.4cm。外面には横ナデ調整、内面にナデ調整を行なう。内

面上位には指頭圧痕を有する。 50は復元口径23.1cm。内外器面ともにナデ調整を行なう。口縁

上面から内面にかけて黒斑を有する。 51は内外面にナデ調整を行ない、底部中央に穿孔をもつ。

52は外面にハケ目調整、外底部付近には指押さえ、内面にナデ調整を行なう。

S K355土壌 (Fig.109)

DP-41グリッドで検出した。平面形は長軸1.3m、短軸0.95mの隅丸長方形を呈し、深さ0.55

mを測る。断面は摺り鉢状をなしており、中央をさらに一段掘り込んでいる。遺構埋土は黒褐

色土の単一層であった。他の遺構との切り合い関係はない。

>----i/／し／ 47[ 
， 

□! 

I I j 
＼） 

し(/

。
Fig. 108 S K320 • S K326出土遺物実測図 (S=l/40)
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標高7.0m

6
 

｀ □ lm  
Fig. 109 S K355 • S K356土壊実測図 (S= 1 /40) 

S K355出土遺物

(Fig.llO) 

壷 (53• 54) 53は口縁

部が磨耗しており、残存口

縁外径30.8cm。頸部中位に

二条の三角突帯を持つ。磨

耗が著しいが、内外面にナ

デ調整を行なう。 54は復元

口径ll.6cm。磨耗のため調

整不明である。

甕 (55• 56) 復元口径30.2cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ

調整を行なう。 56は復元口径22cm、器高24.5cm。口縁部付近及び胴部外面上半部に横ナデ調整、

胴部外面下半部に縦ナデ調整、その他にナデ調整を行なう。内底に指頭圧痕を有する。

S K356土壌 (Fig.109)

D0-38、DP-38グリッドで検出した。平面形は長軸1.58m、短軸1.15mの楕円形を呈し、 0.45

mを測る。遺構底面は平坦ではなく、遺構が切り合った状況を呈しているが、遺物の出土状況

から考えてひとつの遺構と思われる。遺構埋土は黒褐色の単一層である。

S K356出土遺物 (Fig.111)

甕 (57~63) 57は復元口径25.9cm。58は復元口径30.2cm。59は復元口径24.4cm。60は復元

口径24.2cm。61は復元口径18.8cm。57• 58は口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴
• • ~., 
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Fig. llO S K355出土遺物実測図 (S=l/4)
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部内面にナデ調整を行なう。 59~61は口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整を行なう。

62は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。内底付近には指頭圧痕を残す。 63は外面に

縦ナデ調整、内面にナデ調整を行なう。

蓋 (64)

壷 (65)

鉢 (66・67)

頭部径4.5cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

復元口径28.6cm。器面には横ナデ調整を行なう。

66は復元口径14.4cm、器高7.9cm。内面にナデ調整、外面は磨耗のため調整不

明。 67は口径12.6cm、器高7.6cm。内面にナデ調整、外面は磨耗のため調整不明。

器台 (68• 69) 
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4.暗灰褐色砂質土
5.青灰色砂質土
6.黒褐色土
（淡褐色土混入）

にハケ目調整、内面は

受部付近にハケ目調整

がみられるが、その他

にはナデ調整を行なう。

69は裾部径11.4cm、器

高13.7cmを測る。外面

の調整は68と同様。内

面はナデ調整を行なう。

Fig. 112 S K354 • S K370土壊実測図 (S= 1/80) 

S K 354 • S K 370土壊 (Fig.112)

DQ-46・47グリッドで検出した。SK354は長軸2.08m、短軸1.16mの隅丸長方形を呈し、深

さ1.2mを測る。掘方は三段掘りになっており 、南隅に円形の落ち込みを持つ。 SK370は長軸

1.86m、短軸0.9mの隅丸長方形を呈し、深さl.lmを測る。掘方は素掘りであり、南側に円形

の落ち込みを持つ。 SK354はSH304に切られており、 SK370はSH311及びSD351のいずれ

からも切られている。遺物は殆ど出土しなかった。この 2基の遺構は、その掘方形状が掘立柱

建物の柱穴の掘方に類しており、遺構埋土は地山の小ブロックを含んでおり、堆積の状況も人

為的な様相がうかがえる。遺構内部の南側にある円形の落ち込みも柱痕と考えられないことも

ない。しかしながら、その全体形が不明であること、 他の掘立柱建物の柱穴よりもかなり大型

であること、 土層断面により柱痕跡などが確認できなかったこと、住居に切られた掘立柱建物

は他に存在していないことなどの不安材料も多く、掘立柱建物である可能性は高いが、断定出

来ないため、土壊として報告しておく。

(5)溝と出土遺物

S D321溝 (Fig.113)

DQ-51 • 52、DR-51• 52グリッドで検出した。東側は調査区外にあり、西側はSH301に切ら

れているため全体形は不明である。幅約 1m、深さO.lm程度である。底面は平坦であり、壁は

ほぽ垂直に立上がる。 北側の一部は誤って地山を掘っているため溝のラインを壊している。遺

構埋土は黒褐色土の単一層であったoS R322を切っており、 SH301に切られている。

S D321出土遺物 (Fig.114)

甕 (70~74) 70は復元口径33.5cm。口縁部に横ナデ調整、 胴部外面に不明瞭ながらハケ目

調整、内面にナデ調整を行なう。71は復元口径32.4cm。調整は70と同様である。72は復元口径

27.2cm。胴部外面にハケ目調整の後に横ナデ調整、内面にナデ調整、口縁外面に横ナデ調整、
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口縁内面にハケ目調整を行なう。 73は復元口径30cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ

調整を行なう。 74は外面にハケ目調整。内面にナデ調整、内底に指頭圧痕を残す。

鉢 (75) 復元口径20.8cm。外面にハケ目調整の後ナデ調整、内面にナデ調整を行なう。

高坪 (76) 坪部上半を欠失する。脚部径15.4cm。器面の磨耗が著しいが、坪部外面にハケ

目調整、内面にナデ調整を行なう。脚部外面は調整不明、内面の一部にハケ目調整を行なう。
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Fig. 113 S D321溝実測図及び出土遺物実測図（遺構S= 1 /30、遺物S=l/4)
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VII.調査の記録―H地区一

H地区は、 F地区の西方に位置している比較的小さい調査区である。遺構検出面は削平によ

り長方形状に 3分割されていた。遺構自体もやや削平を受けており、残存状況はそれほど良好

ではなかった。検出した遺構はすべて弥生時代のものである。

1.弥生時代の遺構と遺物

(1)掘立柱建物と出土遺物

S 8044掘立柱建物

(Fig.117) 

BW-38 • 39、BX-38• 39グ

リッドで検出した。梁行 1間、

桁行 1間の南北棟建物で、主

U199聟菌

9It 

E
9
·9
~
聴

軸をN-30°-Wにとる。柱間は

図中のとおり。柱掘方は一辺

が0.7~ 1 mの隅丸方形を呈

し、深さ0.7~ 1 mを測る。 P

2では柱根が検出されている

が、その他の柱穴からは検出

されていない。SK020に切ら

れており、 SB037 • 048と重

複関係にある。柱穴内から遺

物は出土しなかった。

(2)竪穴住居と出土遺物

S H004竪穴住居

(Fig.118) Fig. 117 S B 044掘立柱建物実測固 (S= 1 /80) 

3
7
6
 ／
 

9
l
£
 

［ 二
0 2 m 

一
BY-37・38グリッドで検出した。平面形は長軸4m、短軸2.7mの隅丸長方形を呈する。遺構

北東部は他の遺構（柱穴である可能性が高い）に切られており、住居のラインを消失する。現

存壁高は約0.2mを測る。主柱穴・炉跡・壁溝などは検出されなかった。遺構覆土は黒褐色土の

1層である。地山掘削の後に暗褐色土で床を貼っている。遺構南壁中央の土壊は本住居に伴う

ものであり、遺物はここから出土しているもの以外はない。遺構北西部においては SJ005・007

に切られており、北東部においては先述のとおり柱穴と思われる遺構に切られている。

S H004出土遺物 (Fig.118)

甕（ 1) 復元口径29.2cm。口縁部外面に横ナデ調整、胴部外面及び口縁部内面にハケ目調
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整、胴部内面にナデ調整を行なう。外

面に煤が付着する。

高坪 (2) 丹塗りの高坪で、復元

口径27.1cm。口縁端部に横ナデ調整、

外面は磨耗のため調整不明。内面は不

明瞭ながらミガキ調整である。口縁上

面には暗文を施す。

鉢 (3) 復元口径9.2cm、器高4.6

cm。口縁部に横ナデ調整、内外面にハ

ケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

(3)井戸と出土遺物

SE 001井戸 (Fig.119)

BX-39、BY-39グリッドで検出し

た。平面形は直径約 1mの円形で、深

さl.lmを洞る。埋土は 3層に分層で

き、自然堆積の状況を呈していた。遺

物の出土は少なかったが、底面直上か

ら竪杵が検出されており、その他石斧

の柄や槌や木文などが出土している。

ー
ば
旦

- z 

。
4m 

/1!/(//1//(/ 

IIIII IIII[ 

1111』

`‘/02  10cm 

| l -

Fig. 118 S H004竪穴住居実測図及び出土遺物実測図
（遺構S=1/80、遺物S=1/4) 

二二[

□ 10cm 

Fig. 119 S EOOl井戸実測図及び出土遺物実測図（遺構S=1/30、遺物S= 1/4) 
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SE 001出土遺物 (Fig.119)

甕 (4・5) 4は復元口径30.8cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面に

ナデ調整を行なう。外面に煤が付着する。 5は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なう。

壷 (6•7) 6は広口壷で、復元口径19cm。器面の磨耗が著しく頸部にかすかにハケ目調整

がみられる以外は調整不明。部分的に丹塗りの痕跡が認められる。 7は丹塗りの壷底部で、外

面に縦方向のヘラミガキ調整、内面にナデ調整を行なう。胴部中位に突帯を持つ。

(4)甕棺墓と出土遺物

SJ 005甕棺墓 (Fig.120)

BY-37グリッドで検出した。小児棺である。墓壊の平面形は長軸0.9m、短軸0.65mの楕円形

を呈する。複式棺で上甕の上半部を欠失する。上甕・下甕とも日常用甕を使用した接口式合口

甕棺墓で、接口部には白色粘土で目張りが施されている。主軸をN-45°-Eにとり、 35゚の角度で

埋置されている。 SH 004 • S J 007と切り合い関係にあり、本甕棺墓が切っている。

SJ 006甕棺墓 (Fig.121)

BY-37グリッドで検出した。複式小児棺である。他の遺構との切り合いが激しく、 墓壊のラ

インは明確に出来なかったが、墓塙平面形は長径約 lmの楕円形を呈すると思われる。上甕・

下甕は日常用甕を使用しており、上甕口縁部は打ち欠かれている。覆口式合口甕棺墓であり、

黄灰色粘土で目張りされている。主軸をN-66°-Eにとり、 23゚の角度で埋置されている。

SJ 007甕棺墓 (Fig.121)

BY-37グリッドで検出した。石蓋単棺の小児棺である。墓壊は長径1.2m、短径0.9mの不整

楕円形を呈する。棺には日常用甕を使用している。主軸をN-4°-Wにとり、 50゚の角度で埋置さ

れている。本甕棺はSH004を切っており、 SJ005に切られている。

／ 

~, 

····1\ — 
＼； 

•• 9 

S J 005 • 006 • 007甕棺 (Fig.121)

8はSJ 005上甕で、復元口径31cm、器高34.3

cm。9はSJ005下甕で、復元口径34cm、器高35.7

cm。10はSJ006上甕で、口縁部を欠失する。残存

器高35.1cm。11はSJ006下甕で、口径34.8cm、器

高39.2cm。12は復元口径33cm、器高35.5cm。いず
標高6.5m

れも口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ

目調整、胴部内面にナデ調整を行なう。いずれの

棺内からも出土遺物は皆無であった。

o- 1m  

Fig. 120 S J 005甕棺墓実測図(S=l/20)
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SJ006 

9 SJ005 
下甕

標高6.5m SJ007 標高6.5m

40cm 

Fig. 121 S J 006 • S J 007甕棺墓実測図及び出土甕棺実測図（遺構S=1/20、甕棺S=1/8) 
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VIII. その他の出土遺物

本章においては、遺構に伴わない出土遺物、報告できなかった遺構からの出土遺物、編集の

都合上、遺構と同時に報告できなかった出土遺物の中から、状況の良いものを抽出して報告を

行なう。

1.土製品及び石製品、石器 (Fig.123、124)

鐸形土製品 (1・2) 2点ともにG地区遺構検出面出土。 1はSH301付近で出土した。器

高6.7cm、最大厚4.5cm、復元幅4.7cm。方錐状を呈し、下部の一部を欠失する。上面には各隅に

1個づつ計4個の穿孔がある。穿孔は焼成前に両側から行なわれており、途中でかなり細くなっ

ている。内面にはナデ調整、外面はヘラ状工具によるナデ調整と思われる。淡黄褐色～淡赤黄

褐色を呈する。 2は残存高8cm、残存幅4.km。形状は 1と同様のようであるが、 1よりやや大

きくなると思われる。内外面ともにナデ調整。外面の一部に赤色顔料を塗布したような痕跡を

持つ。丹塗りか。淡黄褐色を呈する。

紡錘車 (3) G地区3区p1出土。石製で、厚さ0.6cm。

石庖丁 (4) G地区SH303床面直上出土。残存長8.3cm、最大幅3.3cm、厚さ0.6cm。

砥石 (5・6) 5はG地区SHl24床面上出土。砂岩系の石材で表裏左右の四面を使用し

ている。 6はG地区SH312床面直上出土。砂岩系の石材で、表裏を使用している。

2.木製品 (Fig.124~126) 

石斧柄 (7) H地区SEOOl出土。台部長9.1cm、幅3cm、厚さ2.4cm。柄を欠失する。

木文 (8) H地区SEOOl出土。刃部の両端と柄の殆どを欠失する。刃部は残存長14.4cm、

最大幅3.5cm、最大厚1.2cm。柄の断面は方形状を呈する。

槌 (9• 10) 9はF地区SE002出土。全長38.8cm、槌部径6.2cm、握部径3.3cm。端部には

ケズリ痕を残す。槌部上方は使用によるものか、やや窪んでいる。 10はF地区SEl33出土。全

長41.7cm、槌部径5.8cm、握部径2.7cm。両端部にケズリ痕を残す。

杓子 (11•12) 2点とも未製品である。 11はF地区SE022出土。残存長21cm、柄幅1.8cm、

杓部幅8cm。柄は断面方形を呈し、上部を欠失する。 12はG地区SE353出土。完存品で、全長

52.9cm、杓部幅12.lcm。柄断面はほぼ方形をなす。 2点とも成形は完了しているが、杓部の剖

り抜きが行なわれていない。

鍬 (13• 14 • 15 • 16) 13 • 16はF地区SE002第 5層出土。 13は平鍬で、刃部の約半分を欠

失する。全長42.2cm、復元最大幅13.7cm、最大厚1.4cm。方形柄孔を有する。 16は平鍬で、先端

部を欠失する。残存長67.9cm、最大幅11.4cm、最大厚1.5cm。比較的大型で、方形柄孔を持ち、

部分的にケズリ痕が残る。 14はF地区SE023出土。平鍬で、推定長43.7cm、最大幅10.3cm、最

大厚1.4cm。方形柄孔を持つ。 15はF地区S.D040出土。平鍬で、頭部から基部にかけてなだら
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かにひろがり、先端部を欠失する。残存長38.1cm、最大厚1.7cmを測る。

鋤 (17・18) 2点とも F地区SE023出土。 17は二又鍬か。 肩部に張り出し部を持ち、刃部

先端を欠失する。残存長47.3cm。18は残存長68.2cm。刃部先端と柄端部を欠失する。逆二等辺

三角形状の身部を持つ一木造りの長柄鋤で、身は角度をもって削りだされている。柄断面は隅

丸方形状をなす。柄端部の状況から考えて、握部は組合せになると思われる。

竪杵 (19• 20 • 21) 19はF地区SE023出土。完形品で、全長103.9cm、掲部径9.3cm、握部

径3.4cm。t島部は使用のためやや磨耗する。握部は稜によって二分されている。 20はF地区SE

021出土。 f島部のみが残存し、残存長34.5cm、揚部径8.7cm。掲部の磨耗が著しい。 21はH地区

S EOOl出土。残存長42.2cm、掲部径8.9cm。掲部は使用による磨耗が著しい。

梯子 (22) F地区SE024出土。上部を欠失し、残存長109.4cm、最大幅11.6cm。丸太を利

用し、ニヶ所に足架けの扶り込みをつくつている。先端部は面取りを行ない、若干先を尖らし

ている。上部には穿孔を行なっている。紐架け用の孔か。

建築材 (23) F地区SE021出土。柱材と考えられる。残存長113.5cm、最大幅12.2cm。断

面はほぼ円形で、全体に比較的丁寧な面取りを行なう。柱上方にはニヶ所に建築材をかませる

ための加工が施されている。この内上部の加工は紐で縛るための剖り込みが両側につくられて

いる。これらニヶ所の加工面はほぽ直角をなしている。上面は磨耗が著しい。
-----
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□]□□［ 
Fig. 123 その他の出土遺物実測固(1)(S = 1/ 2) 
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IX.小結

今回発掘調査を行なった村徳永遺跡E・F・G・H地区からは縄文時代晩期から鎌倉時代に

かけての遺構・遺物が検出されている。ここでは遺跡の主要をなす弥生時代の遺構・遺物につ

いてまとめることとする。

今回、多数を検出した掘立柱建物は、他遺構との切り合いや柱穴出土の土器から判断して、

弥生時代後期前半のものと考えられる。検出した掘立柱建物の大部分は、 F地区の南半部とG

地区の西端部に集中する。建物の規模は 1間X1間、 1間X2間が殆どであるが、 2間X2間

が1棟、その他にはF地区SB015やG地区SB333のような特異な規格のものも存在する。

この中で特に注目されるのは、先に述べたF地区SB015、G地区SB333であろう。規格・

建築工法ともに他のものとは異なっており、非常に興味深い資料である。当初、規格・エ法の

違いから他の建物よりも時期の新しいものである可能性も考えたが、建物方位や柱掘方・柱構

造の一部が他のものと類似していること、柱穴からの出土遺物は弥生時代後期のもののみであ

ることや遺構の配置状況を考えると、弥生時代の所産であること以外に考えられない。

掘立柱建物は切り合い・重複関係を持っており、すべてが同時存在でないことは明白である。

F地区においては建物の配置状況からみて、 SD001から SB042までの一群、それより SD040 

までの一群、 SD040以東の一群という大きく 3グループにまとめられる。各々のグループにお

いては切り合い・重複関係・建物の方位偏差から推測して、 2~4時期に分離できそうである。

しかしながら、 3群間における同時存在の建物に分離するまでには至らなかった。

このF地区において検出した溝のなかで特にSD001、SD040、SD081、SD103の存在は

注目される。 SD001、SD081、SD103は出土遺物から判断してほぼ同時期と考えられ、検出

の状況から推測して、分断しながらつながっていた可能性がある。これらの溝と掘立柱建物は、

S D103とSB147以外に切り合い関係はなく、先述した 3群の建物はすべて溝の東側に存在し

ており、溝のラインに対して建物の主軸がほぼ直行ないしは平行に配置されている状況がうか

がえる。またSD040も時期的には他の溝と同一と考えられ、建物との切り合い関係はない。溝

の東側の建物は、西側の建物に比べてやや規模が小さくなっており、西側に存在するような l

間X2間の建物は存在しない。部分的な検出のため断定は出来ないが、掘立柱建物がこれらの

溝に何らかの規制を受けている可能性は高いといえよう。

G地区においても掘立柱建物は切り合い・重複関係により 2~4時期に分離出来そうである

が、調査区の狭小さにより確実なグルーピングは出来なかった。

H地区で検出した掘立柱建物はすべて 1間X 1間である。調査区が狭く 地点もやや離れてお

り、他地区との関係は判断できないが、掘立柱建物はこの地点までは拡がっている。

弥生時代の掘立柱建物については近年その調査例が増加しているが、本遺跡で検出した掘立
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かわよりよしはら

柱建物は神埼町川寄吉原遺跡において検出されたものに良く似ており、柱穴掘方や柱構造など

類似点が多い。川寄吉原遺跡における掘立柱建物は、「高倉の他に高床住居的な建物も含まれる」

と考えられており、低湿地における住居形態の一例として興味深い。これに対し、本遺跡の掘

立柱建物は竪穴住居と併存しており、高床倉庫と考えたほうが妥当であろう。しかしながら、

竪穴住居と掘立柱建物には出土遺物から判断して若干の時期差が認められる部分もあり、これ

ら建物と住居の時期については詳細な検討が必要である。また、今回掘立柱建物として報告し

たF地区SB015、G地区SB333についてもその構造的な問題から、高床倉庫とするには疑問

点も多く、平地式住居あるいはその他の構築物と考えられる可能性も少なくないため、今後、

建築学からの検討も必要であろう。

竪穴住居はその殆どをG地区で検出した。平面形は隅丸方形あるいは隅丸長方形で、主柱穴

を確認したものはすべて 2本柱の構造のものであった。炉跡は殆どが円形であるが、 G地区s

H307においては方形の炉跡が確認されている。

周溝状遺構は主にF地区で多く検出した。このような遺構は各地で報告されており、遺物の

出土が比較的少ないものが多いようであるが、今回検出したものは、まとまって遺物が出土し

ている。時期を明確に出来たものは、弥生時代中期末から後期にかけてのもので、掘立柱建物

より先行する遺構である。その性格については現在のところ言及できないが、丹塗り土器が出

土しているものや、周溝内部に小穴を持つものがあり、良好な資料を提供している。

遺物においては良好な一括資料が多く得られており、それらの土器とともに木器も多く 出土

した。木器は鍬・鋤をはじめとして農具・エ具が出土している。またH地区SEOOlからは木文
たくたにしぶん

と考えられる木製品が出土しており、同様のものが千代田町詫田西分貝塚で報告されている。

土器・木器の出土量に比べ、石器の出土量は非常に少ない。特に弥生時代後期の遺構から出

土した伐採具・エ具関係の石器は皆無に等しい。木器・柱根の出土量、加工技術、あるいは出

土石器のなかで砥石の占める割合が比較的大きいことを考えれば、鉄器の存在が予想される。

その他、出土遺物のなかで注目されるのは鐸形土製品であろう。佐賀市域においては初めての

出土例であるが、吉野ヶ里遺跡群、神埼町川寄吉原・闘緑隠誓．莉自憤［．ゆ的ゎ遺跡、中原町蘭舌
がさんぼんだに

賀三本谷遺跡、千代田町詫田西分貝塚など、県内において十数例の鐸形土製品が出土している。
やすながた

県内においては東部地区にその出土が集中するようであり、鳥栖市安永田遺跡出土の銅鐸鋳型

の存在を考え合わせれば、非常に興味深い。

さて、今回の調査により、当地における弥生集落の存在が明らかになったが、部分的な発掘

調査のため、その全体規模、遺構（特に竪穴住居と掘立柱建物）の占地形態など不明な部分が

多い。遺跡の範囲も F地区東西部分が集落の南辺部にあたることは確実であるが、それ以外の

範囲確定は出来なかった。しかしながら、今後も広い範囲にわたって近隣の調査が予定されて

おり、その調査結果をまって遺跡の規模、内容について詳細な検討を行ないたい。

- 100-



PL. 1 

PL. 1-1 村徳永遺跡F地区全景

PL. 1-2 F地区掘立柱建物群

1-3 F地区 周溝状遺構群及び掘立柱建物群



PL. 2 

PL. 2-1 F地区SB011掘立柱建物 P-1 PL. 2-2 F地区SB015掘立柱建物

PL. 2-3 F地区SB017掘立柱建物 P-3 PL. 2-4 F地区SB019掘立柱建物 P-2 

PL. 2-5 F地区SB019掘立柱建物 P-2 PL. 2~6 F地区SB071掘立柱建物

PL. 2-7 F地区SB072掘立柱建物 PL. 2-8 F地区SB072掘立柱建物 P-5 



PL. 3 

PL. 3-1 F地区SB073掘立柱建物 PL. 3-2 F地区SR047周溝状遺構

PL. 3-3 F地区SE002井戸 PL. 3-4 F地区SE021井戸遺物出土状況

PL. 3-5 F地区SE023井戸 PL. 3-6 F地区SE023井戸

PL. 3-7 F地区SK031土塙 PL. 3-8 F地区SK094土塙



PL. 4 

PL. 4-1 G地区SB333掘立柱建物 PL. 4-2 G地区SH102竪穴住居

沙—

PL. 4-3 G地区SH307竪穴住居 PL. 4-4 G地区SH310竪穴住居

PL. 4-5 G地区SH312竪穴住居 PL. 4-6 G地区SD321溝

PL. 4-7 H地区全景 PL. 4-8 H地区SH004竪穴住居
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2 
1
 
A
 

MT
N-
E-
01
9 

瓦
器
鎌
倉
5
 0
 
ロ
径
16
.
3荏
底
径
6.
8
 器
高
6.
1
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 
7-
14
3 
14
-2
3 
1
 
A
 

!'
IT
N-
E-
02
0 

瓦
器
鎌
倉
完
形
ロ
径
16
.
3
 
底
径
5.
9
 器
高
6.
8
 
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 
7-
14
0 
14
-2
4 
1
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
E
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
耳
t(
%)

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
翔
阻
魯
号
発
IF
ig
番号
ュッ
テナ
番号
A・ 
B
の
別

MT
N-
E-
02
1 

瓦
器
鎌
倉
9
 0
 
ロ
径
17
.0
 
底
径
7.
4
器
高
6.
6
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 
7-
14
1 
14
-2
5 
1
 
A
 

MT
N-
E-
02
2 

瓦
器
鎌
倉
8
 5
 
ロ
径
17
.
2
 
底
径
6.
3
 器
高
7.
3
 
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 
7-
14
2 
14
-2
6 
1
 
A
 

MT
N-
E-
02
3 
鍋

土
師
質
土
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
一
底
径
一
一
器
高
9.
1
S
E
O
 O
 9
 
19
89
. 
08
 
8-
21
6 
14
-2
7 
1
 
A
 

MT
N-
E-
02
4 
鍋

土
師
質
土
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
7.
O!i
 
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 
8-
21
7 
14
-2
8 
1
 
A
 

MT
N
-E
-0
25
 
鍋

土
師
質
土
器
鑽
倉
不
明
ロ
径
一
一
底
径
一
一
器
高
＿
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
08
 

1
 
B
 

MT
N-
E-
02
6 
坪

土
師
器
鎌
倉
4
0
 
口
径
ー
一
底
径
一
器
高
一
S
K
O
l
O
 

19
89
. 
07
 

2
 
B
 

MT
N-
E
-0
27
 
鍋

土
師
質
土
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
一
底
径
—
器
高

6.
4!
 
S
K
O
l
O
 

19
89
. 
07
 
9-
22
9 

2
 
B
 

MT
N-
E-
02
8 
皿

青
磁
鎌
倉
8
 5
 
ロ
径
11
.1
底
径
6.
1
器
高
3.
1
S
K
O
l
O
 

19
89
. 
07
 
9-
16
7 

2
 
B
 

MT
N-
E-
02
9 
碗

青
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
15
.
8柑
底
径
一
一
器
高
5.

2~
 
S
K
O
l
O
 

19
89
. 
07
 
9-
22
8 

2
 
B
 

MT
N-
E-
03
0 
滑
石
製
品

石
製
品
鎌
倉
不
明
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
10
.
8!
 
S
K
O
l
O
 

19
89
. 
07
 
9-
23
0 

2
 
B
 

MT
N-
E-
03
1 
碗

瓦
器
鎌
倉
4
0
 
ロ
径
17
.
0
 
底
径
6.
6
器
高
6.
8
S
K
0
2
1
 

19
89
. 
07
 
10
-1
46
 
16
-3
0 
2
 
A
 

MT
N
-E
-0
32
 
碗

青
磁
鎌
倉
3
 5
 
ロ
径
16
.
2
 
底
径
5.
3
器
高
6.
9
 
S
K
0
2
1
 

19
89
. 
07
 
10
-1
48
 
16
-2
9 
2
 
A
 

MT
N-
E-
03
3 
小
皿

土
師
器
鎌
倉
7
 0
 
ロ
径
8.
2佳
底
径
6.
O'i
器
高
1.
0
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
11
-2
23
 
17
-3
1 
2
 
A
 

MT
N
-E
-0
34
 
小
皿

土
師
器
鎌
倉
3
 0
 
口
径
8.
4栓
底
径
6.
9
秀
器
高
1.
3
 
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
11
-2
22
 
17
-3
2 
2
 
A
 

MT
N
-E
-0
35
 
小
皿

土
師
器
鑽
倉
1
 5
 
ロ
径
9.
5丹
底
径
7.
4'
!
器
高
1.
5
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
11
-2
21
 
17
-3
3 
2
 
A
 

MT
N-
E-
03
6 
奸

土
師
器
鎌
倉
4
 0
 
ロ
径
15
.
8佳
底
径
10
.
51
器
高
3.
0
 
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
08
 ・
 
11
-1
64
 
17
-3
4 
2
 
A
 

MT
N-
E
-0
37
 

瓦
器
鎌
倉
3
 0
 
ロ
径
15
.
91'J 
底
径
5
.
H
器
高
6.
6
 
S
D
0
2
4
 

19
89
.
 
07
 
11
-2
20
 
17
-3
5 
2
 
A
 

MT
N-
E
-0
38
 
小
皿

青
磁
鎌
倉
4
0
 
ロ
径
10
.
0柑
底
径
4.
0
弓
器
高
2.
5
 
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
12
-1
62
 
17
-3
6 
2
 
A
 

MT
N-
E-
03
9 
碗
（
高
台
部
）

青
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
5.

9
器
高
—
S
D
0
2
4
 

19
89
.
 
07
 
12
-1
60
 
17
-3
6 
2
 
A
 

ll
TN
-E
-0
40
 
碗
（
高
台
部
）

青
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
＿
底
径
4.
0
 器
高
一
一
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
12
-1
61
 
17
-3
8 
2
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
E
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
茎
(
%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
笑
罰
藷
号
賄
IF
ig
香号
コン
テナ
香号
A・ 
8の
別

MT
N-
E-
04
1 
碗
（
口
緑
部
）

青
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
16
.

2荏
底
径
＿
器
高
一
—
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
12
-1
59
 
17
-3
9 
2
 
A
 

MT
N-
E-
04
2 
碗
（
口
緑
部
）

青
磁
鎌
倉
不
明

ロ
径
—
底
径
一
器
高
一
S
D
 O
 2
 4
 

19
89
. 
07
 
11
-1
65
 

2
 
B
 

MT
N
-E
-0
43
 
碗
（
口
緑
部
）

白
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
16
.
0荏
底
径
一
一
器
高
＿
S
D
0
2
4
 

19
89
. 
07
 
12
-1
63
 
17
-4
0 
2
 
A
 

MT
N-
E-
04
4 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
11
.
6
器
高
30
.
O!
 
S
J
 O
 3
 6
 

19
89
. 
0
 
13
-2
32
 
8-
9
 
3
 
A
 

MT
N-
E-
04
5 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
底
径
9.
5
 器
高
25
.
O!
 
S
J
 O
 3
 7
 

19
89
.
 
08
 
14
-1
58
 
8-
8
 
2
 
A
 

MT
N-
E-
04
6 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
一
底
径
11
.
8
器
高
34
.4
/l
S
J
0
3
8
 

19
89
.
 
08
 
15
-2
33
 
8-
10
 
4
 
A
 

MT
N-
E-
04
7 
甕

弥
生
土
器
弥
生
7
0
 
ロ
径
18
.
6荏
底
径
8.
4
器
高
18
.
3
 
S
J
 O
 3
 9
 

19
89
. 
08
 
16
-1
47
 
6-
7
 
5
 
A
 

MT
N-
E-
04
8 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.
6荏
底
径
一
器
高
9.
711
 
S
K
0
3
9
 

19
89
. 
08
 
17
-2
80
 
6-
6
 
5
 
A
 

MT
N
-E
-0
49
 
皿

土
師
器
平
安
6
 0
 
口
径
12
.
8捏
底
径
8.
21
器
高
2.
3
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
07
 
18
-1
75
 
18
-4
1 
5
 
A
 

MT
N
-E
-0
5
0
 
奸

土
師
器
平
安
6
 0
 
ロ
径
12
.
4荏
底
径
7.
8
 器
高
3.
9
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
07
 
18
-1
56
 
18
-4
2 
5
 
A
 

MT
N
-E
-
05
1 
坪

土
師
器
平
安
不
明

口
径
—
底
径
7.
9
 器
高
一
—
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
07
 
18
-1
78
 

5
 
B
 

MT
N
-E
-0
52
 

土
師
器
平
安
不
明

ロ
径
—
ー
底
径
9.

0芍
器
高
一
—
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
0
 
18
-1
77
 
18
-4
3 
5
 
A
 

MT
N-
E-
05
3 

土
＿師
器
平
安
4
0
 
ロ
径
12
.
7佳
底
径
6.
9弓
器
高
5.
5
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
07
 
18
-1
54
 
18
-4
4 
5
 
A
 

MT
N-
E
-0
54
 

黒
色
工
器
平
安
不
明
ロ
径
一
底
径
7.

2弓
器
高
一
—
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
08
 
18
-1
55
 
18
-4
5 
5
 
A
 

MT
N
-E
-0
55
 

黒
色
土
器
平
安
不
明

ロ
径
—
底
径
8.

4
器
高
一
—
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
0
 
18
-1
74
 
18
-4
6 
5
 
A
 

MT
N-
E-
05
6 

黒
色
土
器
平
安
不
明
ロ
径
一
ー
底
径
9.
4哨
器
高
一
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
0
 
18
-1
76
 
18
-4
7 
5
 
A
 

MT
N-
E-
05
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
3
 5
 
ロ
径
13
.
8告
底
径
5.
2芍
器
高
6.
8
 
S
E
0
4
4
 

19
89
. 
0
 
19
-2
24
 
3-
4
 
5
 
A
 

MT
N
-E
-0
58
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
7
0
 
ロ
径
12
.
5佳
底
径
5.
6
 器
高
8.
3
 
S
E
0
4
4
 

19
89
. 
07
 
19
-1
51
 
3-
5
 
5
,
 
A
 

MT
N-
E-
05
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
6荏
底
径
一
一
器
高
3.
4月
S
E
0
4
4
 

19
89
. 
07
 
19
-2
26
 
3-
1
 
5
 
A
 

MT
N-
E-
06
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
8.
2
器
高
5.
0月
S
E
0
4
4
 

19
89
. 
07
 
19
-2
25
 
3-
3
 
5
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
E
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
男
存
茎
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
溝
名
出
土
年
月
笑
嘉
誓
号
発
IF
ig
香号
コン
テナ
香号
A・ 
B
の
別

罰
N-
E-
06
1
高
杯
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.
8佳
底
径
＿
器
高
3.
6!
 
S
E
0
4
4
 

19
89
. 
07
 
19
-2
27
 
3-
2
 
5
 
A
 

MT
N-
E-
06
2 
小
皿

土
師
器
鎌
倉
完
形
ロ
径
8.
3
 
底
径
6.
9
 器
高
1.
3
 
S
K
0
9
6
 

19
89
. 
08
 
20
-2
61
 

5
 
B
 

MT
N-
E-
06
3 
滑
石
製
品

石
製
品
鎌
倉
完
形
ロ
径
一
底
径
—
器
高
一
S
E
O
 O
 2
 
19
89
.
 
07
 

1
 
B
 

罰
N-
E-
06
4
土
錘

土
製
品
鎌
倉
完
形
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
一
S
K
0
3
9
 

19
89
.
 
08
 

5
 
B
 

MT
N-
E-
06
5 
勾
玉
状
土
製
品
土
製
品

不
明
ロ
径
＿

底
径
ー
＿
器
高
一
—
S
D
0
8
3
 

19
89
. 
08
 

5
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
E
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓弓
3(
t)

法
量
（
cm
,g
)
遺
溝
名
出
土
年
月
刃
開
奮
号
巷
計`
1g§
号
J
ンテ
ナ香
号
A
・
B
の
別

MT
N-
F-
00
1 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
6.
8
 
底
径
3.
0
 器
高
4.
3
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
09
 
2-
20
7 
80
-1
69
 
1
 
A
 

MT
N-
F-
00
2 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
2
 0
 
ロ
径
10
.0
荏
底
径
4.
2:
t
器
高
4.
8
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
08
 
2-
20
6 
80
-1
70
 
1
 
A
 

MT
N-
F-
00
3 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
19
.
5i'l 
底
径
＿
器
高
27
.
911
 
S
D
 O
 O
 1
 

19
89
. 
08
 
1-
77
 
80
-1
68
 
1
 
・A
 

MT
N
-F
-0
04
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.2
信
底
径
一
一
器
高
14
.
lll
 
S
D
 O
 O
 1
 

19
89
. 
08
 
3-
21
2 
80
-1
65
 
1
 
A
 

MT
N-
F-
00
5 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
6.
5
器
高
12
.
OJ!
 
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
09
 
2-
20
9 
80
-1
67
 
1
 
A
 

MT
N
-F
-0
06
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
8
器
高
11
.
6月
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
09
 
3-
21
1 
80
-1
66
 
1
 
A
 

MT
N
-F
-0
07
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
7.
9
器
高
8.
6!
 
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
08
 
2-
21
0 

1
 
A
 

MT
N
-F
-0
08
 
高
芥
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.4
荏
病
竺
一
一
器
高
3.
311
 
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
08
 
4-
45
0 

1
 
A
 

MT
N-
F-
00
9 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 
免竪
8.
1 
悟
11
.1
角
器
高
10
.
7
 
S
D
O
O
l
 

19
89
. 
07
 
2-
20
8 
80
-1
71
 
1
 
A
 

MT
N
-F
-0
10
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
3
 0
 
弓竪
6. 
2
 
跨
堅
13
.
21
器
高
10
.
2
 
S
D
O
O
l
 

19
89
.
 
07
 
4-
44
9 
80
-1
72
 
1
 
A
 

MT
N
-F
-0
11
 
甕

縄
文
土
器
縄
文
不
明

S
E
0
0
2
 

19
89
. 
09
 
7-
33
 

2
 
B
 

MT
N-
F-
01
2 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
ロ
径
8.
5
 
底
径
3.
3
器
高
5.
3
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
. 
08
 
6-
26
 
60
-
69
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
13
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
2
 5
 
ロ
径
12
.
5桂
底
径
4.
7
器
高
6.
9
 
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
6-
27
 
60
-
70
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
14
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
15
.
9
 
底
径
6.
0
 器
高
9.
2
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
. 
6-
24
 
60
-
67
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
15
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
16
.
5
 
底
径
6.
4
器
高
11
.
9
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
. 
6-
23
 
60
-
68
 
2
 
A
 

MT
N-
F-
01
6 
壺
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
0
 
底
径
一
器
高
6.
3
 
S
E
O
 O
 2
下
層
19
89
. 
09
 
8-
57
7 
60
-
72
 
2
 
A
 

MT
N-
F-
01
7 
壺
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
ー
底
径
6.
2
器
高
6.
4!
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
. 
09
 
11
-5
83
 
60
-
73
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
18
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
8桂
底
径
＿
器
高
13
.
2!
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
. 
7-
32
 
60
-
71
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
19
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
ロ
径
17
.
6
 
底
径
9.
0
 器
高
19
.
2
 
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
6-
25
 
60
-
76
 
2
 
A
 

MT
N
-F
-0
20
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
19
.
2桂
底
径
8.
2
器
高
18
.
8
 
S
E
O
 O
 2
 

19
89
.
 
9-
30
 
60
-
74
 
2
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)

遺
構
名
出
土
年
月
類
屈
誉
号
発
IF
ig
香号
]‘
ノテ
ナ香
号
A・ 
Bの
別

MT
N-
F-
02
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
25
.
2若
底
径
―
ー
器
高
17
.
5li
 
S
E
O
 O
 2
埋
土
下
層
19
89
. 
09
 
7-
31
 
60
-
80
 
3
 
A
 

MT
N-
F-
02
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.
8桂
底
径
一
ー
器
高
8
.8
! 
S
E
0
0
2
埋
土
下
層
19
89
. 
10
-
34
 

3
 
B
 

MT
N-
F-
02
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.

0荏
底
径
—
器
高

10
.8
! 
S
E
0
0
2
埋
土
下
層
19
89
. 
8-
57
4 
60
-
78
 
3
 
A
 

MT
N-
F-
02
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.
8告
底
径
—
器
高

6
.
U
S
E
0
0
2
埋
土
下
層
19
89
. 
08
 
8-
57
5 
60
-
77
 
3
 
A
 

MT
N-
F-
02
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.

0佳
底
径
—
器
高

6.
6~
S
E
O
 O
 2
埋
土
下
層
19
89
. 
09
 
8-
57
6 
60
-
79
 
3
 
A
 

MT
N-
F-
02
6 
甕

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
ロ
径
38
.6
程
底
径
10
.
0
 器
高
37
.
6
 
S
E
O
 O
 2
埋
土
下
層
19
89
. 
09
 
5-
50
 
61
-
84
 
3
 
A
 

MT
N-
F-
02
7 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
底
径
8.
8
器
高
20
.
3!
 
S
E
0
0
2
埋
土
下
層
19
89
. 
09
 
12
-
49
 

4
 
B
 

MT
N-
F-
02
8 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
底
径
9.
0
 器
高
21
.1
月
S
E
0
0
2
埋
土
下
層
19
89
. 
09
 
9-
28
 

4
 
B
 

MT
N-
F-
02
9 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
9.
2
器
高
6.
O!
 
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
8-
57
9 
60
-
81
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
底
径
9.
6
器
高
8.
7月
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
11
-5
80
 
60
-
83
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
1 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
8.
7
器
高
7.
O!
 
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
11
-5
81
 
60
-
82
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
2 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
9
.5
器
高
12
.
3!
 
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
11
-5
82
 

4
 
A
 

MT
N-
F-
03
3 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明

免
竪
ー
賠
~
13
.8
器
高
12
.
0月
S
E
0
0
2
 

19
89
. 
10
-
35
 
60
-
75
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
4 
坪

土
師
器
平
安
9
 0
 
ロ
径
11
.5
底
径
7.
4
器
高
3.
5
 
S
K
0
0
3
 

19
89
. 
08
 
13
-1
81
 
86
-2
07
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
5 
床

土
師
器
平
安
完
形
ロ
径
11
.
8
 
底
径
7.
8
 器
高
3.
7
S
K
0
0
3
 

19
89
. 
08
 
13
-1
82
 
86
-2
08
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
6 
杯

土
師
器
平
安
9
 0
 
ロ
径
12
.
2佳
底
径
7.
5
器
高
3.
7
 
S
K
0
0
3
 

19
89
. 
08
 
13
-1
83
 
86
-2
05
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
7 

土
師
器
平
安
9
 0
 
ロ
径
11
.
8
 
底
径
8.
7
器
高
3.
4
 
S
K
0
0
3
 

19
89
. 
08
 
14
-1
84
 
86
-2
06
 
4
 
A
 

MT
N-
F-
03
8 
碗

青
磁
鎌
倉
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
6.
0
器
高
4.
8
月
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
07
 
15
-1
85
 

4
 
B
 

罰
N-
F-
03
9
鍋
（
高
台
部
）

土
師
質
土
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
44
.8
性
底
径
＿
器
高
12
.
3Jl
 
S
K
0
0
9
 

19
89
. 
07
 
15
-1
86
 

4
 
B
 

MT
N-
F-
04
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.4
荏
底
径
一
器
高
9.
2!
 
S
B
 O
 1
 1
 

19
89
. 
0
 
16
-5
13
 
25
-
12
 
5
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
慈
盟
香
号
珪
IF
1g
香号
J
ッテ
ナ香
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
F-
04
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
21
.
4桂
底
径
一
器
高
8.
2月
S
B
O
l
l
 
P
l
 
19
89
. 
16
-5
17
 
25
-
11
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-
04
2 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
9.
8弓
器
高
5.
l!i 
S
B
O
l
l
 
P
3
 
19
89
. 
16
-5
15
 
25
-
13
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
43
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
ー
底
径
6.
0オ
器
高
5.
0月
S
B
O
l
l
 
P
3
 
19
89
. 
16
-5
16
 
25
-
14
 
5
 
A
 

MT
N-
F-
04
4 
鉢
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.0
佳
底
径
ー
＿
器
高
4.
1/
i
S
B
O
l
l
 
P
2
 
19
89
. 
16
-5
14
 
25
-
10
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
45
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
27
.
4告
底
径
一
器
高
5.

3~
 
S
B
0
1
2
 
P
3
 
19
89
.1
0 
17
-5
26
 
27
-
15
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
46
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.
0倍
底
径
一
器
高
6.
11
i
S
8
0
1
3
 
P
3
 
19
89
. 
09
 
18
-5
18
 
27
-
17
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-
04
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.
0惜
底
径
一
器
高
3.

8~
 
S
B
0
1
3
 
P
l
 
19
89
. 
09
 
18
-5
20
 
27
-
16
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
48
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
9.
5
器
高
11
.6
月
S
B
0
1
3
 
P
l
 
19
89
. 
18
-5
19
 
27
-
18
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
49
 
高
奸

弥
生
土
器
弥
生
不
明
聘
堅
20
.
4佳
底
径
—
器
高

5.
31!
 
S
B
0
1
5
 
P
l
 
19
89
. 
10
 
19
-5
93
 
29
→
19
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
50
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.4
告
底
径
ー
一
器
高
6.
211
 
S
B
0
1
5
 
P
l
 
19
89
.1
0 
19
-5
94
 
29
-
20
 
5
 
A
 

MT
N-
F-
05
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
ー
底
径
一
器
高
6.
3
月
S
B
 O
 1
 5
 

19
89
.1
0 
19
-5
95
 

5
 
B
 

MT
N
-F
-0
52
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
27
.

6荏
底
径
—
ー
器
高

4.
0月
S
B
0
1
8
 
P
4
 
19
89
. 
08
 
20
-5
12
 

5
 
B
 

M
TN
-F
-0
53
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
完
形
口
径
14
.2
 
底
径
6.
6
 器
高
10
.
2
 
S
E
0
2
1
 

19
89
. 
09
 
21
-5
17
 
64
-
96
 
5
 
A
 

MT
N-
F
-0
54
 
鉢：

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
ロ
径
18
.
3
 
底
径
7.
0
 器
高
10
.
4
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
22
-
57
 
64
-
97
 
5
 
A
 

MT
N-
F-
05
5 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
18
.
6荏
底
径
ー
一
器
高
-
-
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
21
-
52
 
64
-
98
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
56
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 
ロ
径
25
.
8荏
底
径
9.
3'i
器
高
16
.
0
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
23
-
3
 
64
-1
01
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
57
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.
5程
底
径
一
ー
器
高
11
.
4衷
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
25
-
4
 
64
-1
00
 
5
 
A
 

MT
N
-F
-0
58
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
 5
 
口
径
36
.
6荏
底
径
12
.0
1
器
高
30
.
6
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
.
 
30
-
47
 
64
-
99
 
6
 
A
 

MT
N
-F
-0
59
 
壺
（
丹
塗
）

弥
生
土
器
弥
生
7
0
 
ロ
径
11
.
0存
底
径
6.
0
器
高
11
.
0
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
.
 
09
 
24
-
54
 
63
-
87
 
7
 
A
 

MT
N-
F
-0
60
 
壺
（
丹
塗
）

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
12
.1
底
径
6.
5
 器
高
10
.
6
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
24
-
55
 
63
-
86
 
7
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
茎
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
笑
淵
苔
号
巷
IF
1g
香号
J
ンテ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
06
1 
壺
（
丹
塗
）

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
口
径
12
.
4
 
底
径
6.
0
 器
高
11
.
7
 
S
E
0
2
1
 

19
89
. 
09
 
24
-
53
 
63
-
88
 
7
 
A
 

!1
TN
-F
-0
62
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
13
.
6告
底
径
一
器
高
5.
Oij
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
24
-
56
 
63
-
89
 
7
 
A
 

MT
N-
F-
06
3 
壺

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
ロ
径
15
.
3
 
底
径
8.
3ぎ
器
高
16
.
4
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
28
-
2
 
63
-
90
 
7
 
A
 

MT
N-
F-
06
4 
壺

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
ロ
径
13
.
4柑
底
径
9.
0
 器
高
18
.1
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
25
-
5
 
63
-
95
 
7
 
A
 

MT
N
-F
-0
65
 
蓋

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
12
.
4
 
底
径
一
ー
器
高
1.
9
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
25
-
6
 
63
-
85
 
7
 
A
 

MT
N
-F
-0
66
 
袋
状
口
緑
壺
（
丹
塗
）
弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
8.
2
 
底
径
6.
0
 器
高
28
.
9
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
26
-
48
 
63
-
92
 
7
 
A
 

MT
N-
F-
06
7 
袋
状
口
緑
壺
．
（
丹
塗
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
10
.0
 
底
径
ー
一
器
高
9.
7月
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
25
-
7
 
63
-
91
 
7
 
A
 

MT
N-
F-
06
8 
広
口
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.
8捏
底
径
一
一
器
高
17
.
9/!
 
S
E
0
2
1
 

19
89
. 
09
 
21
-
22
 
63
-
94
 
8
 
A
 

MT
N-
F-
06
9 
広
口
壺

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 
ロ
径
24
.
4
 
底
径
11
.
4
 器
高
33
.1
S
E
0
2
1
 

19
89
. 
09
 
27
-
8
 
63
-
93
 
8
 
A
 

MT
N
-F
-0
70
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
22
.
4
 
底
径
9.
0
器
高
22
.
4
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
28
-
1
 
64
-1
04
 
，
 
A
 

MT
N
-F
-0
71
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
口
径
31
.
7
 
底
径
9.
0秀
器
高
36
.
6
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
.
 
09
 
29
-5
51
 
65
-1
05
 
，
 
A
 

MT
N-
F-
07
2 
高
杯
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
29
.
4
 
諾
竺
一
ー
器
高
8.
8!
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
31
-
9
 
64
-1
03
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
F-
07
3 
高
杯
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.
2
 
罪

g
—
一
器
高

6.
511
 
S
E
O
 2
 1
 

19
89
. 
09
 
31
-
10
 
64
-1
02
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
F-
07
4 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
口
径
3.
7
 
底
径
2.
9
器
高
5.
0
 
S
E
0
2
2
 

19
89
. 
32
-
14
 
67
-1
06
 
1
 1
 
A
 

MT
N-
F-
07
5 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
ロ
径
24
.
6告
底
径
6.
5
器
高
9.
4
S
E
O
 2
 2
 

19
89
. 
32
-
13
 
67
-1
10
 
1
 1
 
A
 

MT
N-
F-
07
6 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
5.
6
器
高
11
.
O!
 
S
E
0
2
2
 

19
89
. 
32
-
12
 
67
-1
09
 
1
 1
 
A
 

MT
N-
F-
07
7 
袋
状
口
緑
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

12
.1
告
底
径
一
一
器
高

5.
3~
S
E
O
 2
 2
 

19
89
. 
34
-5
78
 
67
-1
07
 
1
 1
 
A
 

MT
N-
F-
07
8 
甕

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
16
.
3告
底
径
7.
0
器
高
21
.
6
 
S
E
O
 2
 2
 

19
89
. 
32
-
11
 
67
-1
08
 
l
 l
 
A
 

MT
N-
F-
07
9 
高
床
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
33
.
0告
底
径
ー
一
器
高
5.
1
月
S
E
0
2
2
 

19
89
. 
33
-5
70
 
67
-1
11
 
1
 1
 
A
 

MT
N-
F-
08
0 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明

口
径
—

胚
~
12
.8
芍
器
高
5.
2月
S
E
O
 2
 2
 

19
89
. 
34
-5
84
 

1
 1
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
男
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
構
名
出
土
年
月
翔
甜
号
発
IF
ig
香号
コ）
テナ
昏号
A・
B
の
別

MT
N
-F
-0
8
1
 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
7.
1
底
径
一
器
高
4.
6
・
 S
E
0
2
3
 

19
89
. 
09
 
38
-
41
 
69
-1
16
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F-
08
2 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
3
 0
 
ロ
径
14
.
8告
底
径
4.
2
 器
高
6.
7
 
S
E
0
2
3
 

19
89
. 
09
 
35
-2
13
 
69
-1
22
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
83
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
5
 5
 
ロ
径
24
.
6佳
底
径
9.
0
 器
高
13
.
5
 
S
E
0
2
3
 

19
89
.
 
09
 
35
-
44
 
69
-1
23
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
84
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
7.
8
底
径
5.
5
 器
高
16
.
5
 
S
,E
 O
 2
 3
 

19
89
. 
09
 
36
-5
92
 
69
-1
26
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F
-0
85
 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
13
.
2佳
底
径
一
器
高
10
.
5!
 
S
E
0
2
3
 

19
89
.
 
09
 
35
-
45
 
69
-1
24
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
86
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
0
器
高
24
.5
! 
S
E
O
 2
 3
 

19
89
.
 
09
 
36
-
36
 
69
-1
25
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F
-0
87
 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
11
.
9
 
底
径
6.
4
器
高
12
.
3
 
S
E
O
 2
 3
 

19
89
. 
09
 
38
-
42
 
69
-1
27
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
88
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
ー

底
径

6.
0
器
高
一
—
S
E
0
2
3
 

19
89
.
 
09
 
38
-
43
 
69
-1
28
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
89
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
19
.
5告
底
径
一
一
器
高
9.
4月
S
E
0
2
3
 

19
89
.
 
08
 
35
-
46
 
69
-1
14
 
1
 2
 
A
 

MT
N
-F
-0
90
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.
8捏
底
径
一
器
高
7.
7!
 
S
E
0
2
3
 

19
89
. 
08
 
37
-5
85
 
69
-1
13
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F
-0
91
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.2
存
底
径
ー
一
器
高
8.
711
 
S
E
0
2
3
 

19
89
. 
08
 
37
-5
87
 
69
-1
12
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F
→
09
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生

＇
不
明
ロ
径
16
.
6惜
底
径
一
器
高
6.
1
月
S
E
0
2
3
 

19
89
. 
08
 
37
-5
88
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
F-
09
3 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
8.
2ぎ
器
高
3．
繕
S
E
0
2
3
 

37
-5
89
 
69
-1
15
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
F
-0
94
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
完
形

膝
I!
11
. 
3
 器
高
10
.
2
 
S
E
0
2
3
 

38
-
37
 
69
-1
20
 
1
 3
 
A
 

MT
N
-F
-0
95
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明

翌
ー
器
高
7.
61!
S
E
0
2
3
 

38
-
39
 
69
-1
19
 
1
 3
 
A
 

MT
N
-F
-0
96
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明

苔
g
—
器
高
5.
21!
 
S
E
0
2
3
 

38
-
40
 
69
-1
17
 
1
 3
 
A
 

MT
N
-F
-0
97
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明

翌
堅
一
器
高
5.
8月
S
E
0
2
3
 

19
89
. 
09
 
37
-5
90
 
69
-1
18
 
1
 3
 
A
 

MT
N
-F
-0
98
 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
支竪
9.
8
 
苔
竺
一
一
器
高
12
.
6月
S
E
0
2
3
 

38
-
38
 
69
-1
21
 
1
 3
 
A
 

MT
N
-F
-0
99
 
浅
鉢

縄
文
土
器
縄
文
不
明

S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 
39
-5
66
 
22
-
5
 
1
 3
 
A
 

灯
N-
F
-1
00
壺

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
19
.0
 
底
径
ー
一
器
高
5.
51!
 
S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 
39
-5
67
 
22
-
7
 
1
 3
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
互
畠
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
戻勇
魯号
巷
1F
1g
香号
コン
テナ
香号
A・
B
の
別

:,
tT
N-
F-
10
1 
壺

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
15
.
5
 
底
径
一
一
器
高
9.
5
月
S
K
0
2
4
 

19
89
. 
10
 
39
-5
68
 
22
-
6
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
2 
甕

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
20
.1
荏
底
径
一
器
高
17
.

9~
 
S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 
40
-
18
 
22
-
1
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
3 
甕

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
21
.
8昔
底
径
一
器
高
19
.
3!
 
S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 
40
-
20
 
22
-
2
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
4 
甕
（
底
部
）

縄
文
土
器
縄
文
不
明
口
径
ー
底
径
7.
4
器
高
5.
5!
 
S
K
0
2
4
 

19
89
. 
10
 
40
-
19
 
22
-
4
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
5 
甕
（
底
部
）

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
ー
底
径
10
.4
器
高
4.
3!
 
S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 
39
-5
69
 
22
-
3
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
6 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄
文
不
明

S
K
0
2
4
 

19
89
.1
0 

1
 3
 
B
 

MT
N-
F-
10
7 
方
柱
状
片
刃
石
斧

石
器
縄
文
完
形
長さ
7. 
0
 甘
2.
1
 耳さ
3.
8 
1さ
30
2 
S
K
0
2
4
 

19
89
. 
10
 
41
-
21
 
22
-
9
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
F-
10
8 
石
斧

石
器
縄
文
刃
部
欠
失
長さ
17
.
2/i
 
I吾
7.
4
 g
さ
2. 
7
 重さ
60
0 
S
K
0
2
4
 

19
89
. 
10
 
41
-6
01
 
22° 
8
 
1
 3
 
A
 

罰
N-
F-
10
9
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
9.
1
器
高
7.
7!
 
S
K
0
3
1
 

19
89
. 
09
 
42
-1
87
 

1
 4
 
A
 

罰
N-
F-
11
0
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
0荏
底
径
一
ー
器
高
7.
21i
 
S
E
0
3
8
 

19
89
. 
09
 
43
-
29
 

1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
1 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
0
3
9
 

19
89
. 
08
 

1
 4
 
B
 

MT
N-
F-
11
2 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄
文
不
明

S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 

1
 4
 
B
 

MT
N-
F-
11
3 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
4.
9
 
底
径
3.
0
 器
高
3.
4
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
44
-
85
 
81
-1
75
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
4 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー

底
径
-
―
—
器
高

4.
6!
S
D
0
4
0
 

19
89
.
 
09
 
44
-
86
 

1
 4
 
B
 

MT
N-
F-
11
5 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
口
径
5.
3
 
底
径
2.
5
 器
高
3.
6
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
44
-
83
 
81
-1
76
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
6 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
8.
3荏
底
径
4.
4
器
高
6.
5
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
,
 
44
-
81
 
81
-1
77
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
7 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
8.
9
 
底
径
2.
6
器
高
5.
7
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
44
-
82
 
81
-1
78
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
8 
台
付
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
ー
底
径
6.
9
器
高
7.
8!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
44
-
84
 
82
-1
88
 
l
 4
 
A
 

MT
N-
F-
11
9 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
10
.
0告
底
径
4.
8
ぎ
器
高
8
.
H
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
44
-
80
 
82
-1
86
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
F-
12
0 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
11
.
0倍
底
径
5.
3
器
高
7.
8
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
10
 
52
-1
12
 
82
-1
85
 
1
 4
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
←
種
別
時
代
月存
3(
％）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
虞
香
号
巷
IF
ig
香号
ュン
テナ
香号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
12
1 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
4信
底
径
ー
一
器
高
9.
2!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
48
-
98
 
82
-1
87
 
1
 4
 
A
 

MT
N
-F
-
12
2 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
3
 0
 
ロ
径
30
.9
若
底
径
11
.
O'i
器
高
13
.
0
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
45
-
93
 
82
-1
89
 
1
 5
 
A
 

MT
N、
-F
-1
23
壺

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
12
.
4荏
底
径
6.
0
 器
高
13
.
8
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
47
-
94
 
82
-1
90
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F-
12
4 
壺

弥
生
土
器
弥
生
8
 5
 
ロ
径
15
.
7
 
底
径
9.
0
 器
高
24
.3
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
53
-1
13
 
82
-1
91
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F-
12
5 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
19
.
0荏
底
径
一
一
器
高
8.
2月
S
D
0
4
0
 

55
-5
65
 
82
-1
92
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F
-1
26
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
4
 0
 
ロ
径
15
.4
告
底
径
5.
8秀
器
高
13
.4
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
44
-
79
 
82
-1
81
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F-
12
7 
甕

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
19
.
4荏
底
径
6.
0
 器
高
17
.
6
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
46
-
90
 
82
-1
82
 
1
 5
 
A
 

MT
N
-F
-
12
8 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
21
.
4荏
底
径
一
一
器
高
6.
3表
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
54
-4
53
 
82
-1
83
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F-
12
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
17
.
2程
底
径
一
ー
器
高
17
.
O!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
46
-
89
 
82
-1
79
 
1
 5
 
A
 

MT
N-
F-
13
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
17
.
6捏
底
径
ー
器
高
12
.
5!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
51
-1
09
 
82
-1
80
 
1
 5
 
A
 

MT
N
-F
-1
31
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
28
.
0荏
底
径
一
器
高
9.
91!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
54
-4
51
 
82
-1
84
 
1
 5
 
A
 

MT
N
-F
-1
32
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
25
.
8荏
底
径
—

·器
高

8.
8'

1
S
D
0
4
0
 

19
89
.
 
09
 
54
-4
52
 

1
 5
 
B
 

MT
N
-F
-1
33
 
底
部
一
括
1
 

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
口
径
ー
底
径
7.
4:1
器
高
12
.
4月
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
51
-1
08
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-1
33
 
底
部
一
括
2
 

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
ー
底
径
7.
0'
1
器
高
10
.1
!1
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
47
-
95
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-
13
3 
底
部
一
括
3
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
8.
6
器
高
15
.1
月
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
50
-1
04
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
4
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
一
一
底
径
7.
6
器
高
9.
711
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
10
 
49
-1
03
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-1
33
 
底
部
一
括
5
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
7.
6'!
器
高
9.
1
月
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
10
 
49
-1
01
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-1
33
 
底
部
一
括
6
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
響
~
底
径
9
.
H
器
高
8.

0~
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
51
-1
07
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
7
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
一
底
径
8.
61
器
高
10
.
9!
 
S
0
0
4
0
 

19
89
.1
0 
48
-9
6-
2 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-1
33
 
底
部
一
括
8
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
7.
7
器
高
7.
5月
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
51
-1
06
 

1
 6
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
弓
畠
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
遺
溝
名
出
土
年
月
財
懇
昏
号
発
IF
1g
番号
コン
テナ
番号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
9
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
8.
2
器
高
16
.
9円
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
45
-
87
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
10
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
6.
9
器
高
7.
9月
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
49
-1
00
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
11
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
8.
0ぎ
器
高
8
.
U
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
48
-
99
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
F-
13
3 
底
部
一
括
12
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
9.
0
器
高
10
.
O!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
50
-1
05
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-F
-1
34
 
高
坪
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
病
堅
ー
器
高
10
.
3!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
10
 
48
-
97
 
81
-1
73
 
1
 7
 
A
 

MT
N-
F-
13
5 
高
坪
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
＿
罪
竺
＿
 
器
高
12
.
8!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
49
-1
02
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
13
6 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
吏
翌
12
.
4桂

竪
~
15
. 
H
器
高
18
.
5
 
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
55
-2
05
 
81
-1
74
 
1
 7
 
A
 

MT
N-
F-
13
7 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
免努：
9. 
7
 
餌
12
.
5
 器
高
17
.
2
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
10
 
45
-
88
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
13
8 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 
そ
竪
10
.
0桂
賠
堅
13
.
0
 器
高
18
.1
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
47
-
92
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
13
9 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
竪
11
.
4
 
諮
苔
ー
器
高
14
.
7!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
52
-1
11
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
0 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
そ
竪
一
慈
径
15
.8
'1
器
高
16
.
5!
 
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
52
-1
10
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
1 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明

更
竪
一
翌
~
9. 
9弓
器
高
13
.1
!
S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
46
-
91
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
2 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
更
竪

—
 
諮
~
8.
8 
器
高
1
0
.
U
S
D
0
4
0
 

19
89
.1
0 
47
-9
6-
1 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
3 
石
庖
丁

石
器
弥
生
不
明
長
さ
5.
6!
幅
4.
6
月
穿
孔
径
o.
$
 S
D
0
4
0
 

19
89
. 
09
 
55
-6
02
 

1
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
4 
小
玉

ガ
ラ
ス
製
品
弥
生
完
形

S
D
0
4
0
 

19
89
. 
08
 

l
 7
 
B
 

MT
N-
F-
14
5 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
 5
 
ロ
径
18
.
0程
底
径
6.
5
 器
高
8.
9
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
56
-1
89
 
74
-1
43
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
14
6 
蓋

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
17
.
8桂

器
高
4.
5
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
56
-1
88
 
74
-1
42
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
14
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
34
.
6告
底
径
一
器
高
11
.
4!
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
57
-2
77
 
74
-1
45
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
14
8 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
27
.1
桂
底
径
一
器
高
8.
7!
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
58
-4
58
 

1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
14
9 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.
8桂
底
径
一
一
器
高
7
.
U
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
58
-4
60
 

1
 8
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
耳
＄
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
翔
甜
号
巷
IF
1g
香号
J‘
ノテ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N
-F
-1
50
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
32
.
0桂
底
径
一
器
高
5.
3月
S
K
0
4
1
 

19
89
.
 
09
 
58
-4
61
 

1
 8
 
B
 

MT
N
-F
-1
51
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
27
.
5佳
底
径
一
器
高
7,
3Ji
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
59
-4
62
 

1
 8
 
B
 

MT
N
-F
-1
52
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
32
.
61!
底
径
一
ー
器
高
6.
61!
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
60
-5
62
 

1
 8
 
B
 

MT
N-
F-
15
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
2桂
底
径
一
器
高
8.
6月
S
K
0
4
1
 

19
89
.
 
09
 
60
-5
63
 
74
-1
44
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
15
4 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
7
 5
 
更
竪
14
.
6荏
跨
堅
16
.
2'l
器
高
19
.
8
 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
56
-1
91
 
74
-1
41
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
15
5 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
登
竪
15
.
2佳
翌
竺
一
器
高
14
.O
! 
S
K
0
4
1
 

19
89
. 
09
 
56
-1
90
 
74
-1
40
 
1
 8
 
A
 

MT
N-
F-
15
6 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
更
竪
9. 
6佳
登竪
1
0
.
H
器
高
15
.
5!
 
S
D
0
4
2
 

19
89
. 
09
 
61
-
78
 

1
 9
 
B
 

MT
N
-F
-1
57
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
ロ
径
11
.
3
 
底
径
6.
2
器
高
13
.
8
 
8
B
0
4
4
 
P
l
 
19
89
. 
09
 
62
-3
42
 
33
-
22
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F-
15
8 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
14
.
8佳
底
径
一
器
高
4.
91!
 
S
B
0
4
4
 
P
3
 
19
89
.1
1 
63
-5
24
 
33
-
21
 
1
 9
 
A
 

MT
N
-F
-1
59
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
ロ
径
12
.1
底
径
5.
0
 器
高
10
.
5
 
S
B
0
4
6
 

19
89
. 
10
 
64
-
73
 
49
-
28
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F-
16
0 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
29
.
8桂
底
径
一
器
高
12
.
5月
S
B
0
4
6
 

65
-4
31
 
49
-
31
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F-
16
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
8告
底
径
一
器
高
6.
4月
S
B
0
4
6
 

65
-4
30
 
49
-
33
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F-
16
2 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

底
径
8.
5
 器
高
6.
511
 
S
B
0
4
6
 

65
-4
35
 

1
 9
 
B
 

MT
N-
F-
16
3 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

底
径
10
.1
器
高
7.
9月
S
8
0
4
6
 

19
89
.1
0 
64
-
76
 
49
-
32
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F
-1
64
 
高
杯
（
脚
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

翠
径
16
.
5
 器
高
10
.

0~
 
S
B
 O
 4
 6
 

19
89
.1
0 
64
-
74
 
49
-
30
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F
-1
65
 
器
台
（
裾
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
登
竪
一
荏
1
2
.
H
器
高
8.

0~
 
S
B
0
4
6
 

19
89
.1
0 
64
-
75
 
49
-
29
 
1
 9
 
A
 

MT
N-
F-
16
6 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
11
.
6
 
底
径
5.
2
 器
高
7.
6
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
66
-
63
 
51
-
37
 
2
 0
 
A
 

MT
N-
F-
16
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
14
.
3
 
底
径
4.
5
 器
高
7.
2
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
66
-
62
 
51
-
38
 
2
 0
 
A
 

MT
N-
F-
16
8 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
18
.
6桂
底
径
8.
01
器
高
10
.
3
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
67
-
66
 
51
-
39
 
2
 0
 
A
 

~T
N

-F
-1

69
 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
10
.1
底
径
一
器
高
13
.
6li
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
66
-
61
 
51
-
41
 
2
 0
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
裏
（
%
)

法
量
（
cm
,g
)
遺
構
名
出
土
年
月
戻
嘉
奮
号
賄
IF
ig
香号
J‘
ノテ
ナ昏
号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
17
0 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
14
.
9
 
底
径
一
器
高
7.
3!
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
67
-
67
 
51
-
40
 
2
 0
 
A
 

MT
N-
F
-1
71
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
24
.
0
 
底
径
—
器
高
20
.
4!
 
S
R
0
4
7
 

19
89
.
 
09
 
68
-
65
 
51
-
48
 
2
 0
 
A
 

MT
N-
F-
17
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
28
.
0
 
底
径
一
一
器
高
20
.
5月
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
69
-
70
 
51
-
44
 
2
 0
 
A
 

MT
N
-F
-1
73
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.4
性
底
径
一
一
器
高
8.

5~
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
70
-
71
 
51
-
45
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
17
4 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
33
.

2佳
底
径
—
器
高

6.
5Ji
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
71
-4
27
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
17
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
8佳
底
径
＿
器
高
5.
1
月
S
R
0
4
7
 

19
89
.
 
09
 
71
-4
29
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
17
6 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
29
.
2栓
底
径
ー
器
高
10
.

0~
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
70
-
72
 
51
-
43
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
17
7 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
10
.
7
器
高
5.
Sil
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
71
-4
36
 
51
-
46
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
17
8 
高
坪

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
＿

賠
堅
—
一
器
高

10
.
0月
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
66
-
64
 
51
-
42
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
17
8 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
!円
堅
10
.1
竪
堅
10
.
7
 器
高
9.
5
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
67
-
69
 
51
-
36
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
18
0 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
7
0
 
登
竪
9. 
6
 
竪
8. 
3
 器
高
15
.
9
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-
59
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
18
1 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
程
竺
10
.
5
 
窮
10
.
5
 器
高
16
.
9
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-
16
 
51
-
35
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F
-1
82
 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
0
 
!§
堅
8. 
9
 
窮
12
.
6
 器
高
17
.
8
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-
17
 
51
-
34
 
2
 1
 
A
 

MT
N
-F
-1
83
 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
猜
竪
一
陪
10
.
6
器
高
13
.
31!
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
67
-
68
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
18
4 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
!
竪
一
翌
竺
9.
5
器
高
13
.
5!
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-
15
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
18
5 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
？
竪
ー
窮
I!
9.
4
器
高
6.

8~
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-
60
 

2
 1
 
B
 

MT
N-
F-
18
6 
土
製
品

土
製
品
弥
生
完
形
長
さ
3.
6!
幅
1.
2
 穿
孔
径
0.
5
 
S
R
0
4
7
 

19
89
. 
09
 
72
-6
00
 
51
-
47
 
2
 1
 
A
 

MT
N-
F-
18
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
2
 5
 
ロ
径
一
一
底
径
一
ー
器
高
12
.
4
 
S
K
0
5
0
 

19
89
.1
0 
73
-1
95
 

2
 2
 
B
 

MT
N
-F
-1
88
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
5
0
 
ロ
径
16
.
6
 
底
径
8.
0
 器
高
16
.
2
 
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
73
-1
92
 

2
 2
 
B
 

MT
N
-F
-1
89
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
5
0
 
ロ
径
25
.
6
 
底
径
8.
8
 器
高
26
.4
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
74
-1
23
 

2
 2
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
遺
溝
名
出
土
年
月
財
屈
香
号
若
IF
ig
香号
J'
)
テナ
香号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
19
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
30
.
2桂
底
径
一
器
高
10
.
81!
 
S
K
0
5
0
 

19
89
.
 
09
 
75
-2
40
 

2
 2
 
B
 

MT
N-
F-
19
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
31
.
2苔
底
径
一
ー
器
高
8.
5弓
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
76
-4
38
 

2
 2
 
B
 

MT
N-
F-
19
2 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
0
器
高
8.
61
!
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
77
-5
64
 

2
 2
 
B
 

MT
N-
F-
19
3 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
一
底
径
一
器
高
一
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
73
-1
93
 

2
 2
 
B
 

MT
N-
F-
19
4 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
!円竺
9.
0荏

誇
~
10
.4
秀
器
高
11
.
5!
 
S
K
0
5
0
 

19
89
. 
09
 
73
-1
94
 

2
 2
 
B
 

MT
N-
F-
19
5 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
15
.
3荏
底
径
6.
7
 器
高
7.
9
 
S
H
0
5
1
 

19
89
.1
1 
78
-2
52
 
58
-
63
 
2
 3
 
A
 

MT
N-
F-
19
6 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 
ロ
径
13
.7
佳
底
径
6.
5
 器
高
12
.1
S
H
0
5
1
 

19
89
.1
1 
78
-2
51
 
58
-
64
 
2
 3
 
A
 

MT
N-
F-
19
7 
甕

弥
生
土
器
弥
生
6
 5
 
ロ
径
10
.
2佳
底
径
4.
7
器
高
9.
6
S
H
0
5
1
 

19
89
.1
1 
78
-2
66
 
58
-
65
 
2
 3
 
A
 

MT
N-
F-
19
8 
甕

弥
生
土
器
弥
生
6
 5
 
口
径
13
.
2桂
底
径
4.
5
 器
高
13
.
7
 
S
H
0
5
1
 

19
89
.1
1 
78
-2
50
 
58
-
66
 
2
 3
 
A
 

MT
N-
F-
19
9 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
5.
9
 
底
径
3.
1
器
高
6.
6
 
S
K
0
5
3
 

19
89
. 
10
 
79
-1
96
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
0 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
3
 0
 
ロ
径
11
.
0存
底
径
4.
8存
器
高
6.
4
 
S
K
0
5
3
 

19
89
. 
10
 
79
-1
97
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
1 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明
登堅
3. 
0
 
底
径
—
器
高
4.
911
 
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
80
-5
56
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
19
.
6捏
底
径
一
一
器
高
8.
5月
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
80
-5
52
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.
4告
底
径
一
器
高
5.
9月
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
80
-5
53
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.
2程
底
径
ー
一
器
高
6.
2!
 
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
81
-4
63
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
35
.
0桂
底
径
＿
器
高
5.
7月
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
81
-4
64
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
6 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
8芍
器
高
3.
6!
 
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
80
-5
54
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
7 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
＿
底
径
9.
6存
器
高
8.
1
月
S
K
0
5
3
 

19
89
.1
0 
80
-5
55
.
 

2
 3
 
B
 

MT
N-
F-
20
8 
壺

弥
生
土
器
弥
生
9
 5
 
ロ
径
一
一
底
径
5.
3弓
器
高
13
.
6月
S
E
0
5
4
 

19
89
.1
0 
82
-1
98
 
72
-1
29
 
2
 3
 
A
 

MT
N-
F-
20
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
51
.

0告
底
径
—
一
器
高

5.
51!
 
S
R
0
6
5
 

19
89
.1
1 
83
-3
56
 

2
 4
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
＄
（
％
）

法
量
（
cm
,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
類
閾
誓
号
萌
IF
1g
番号
コ‘
)テ
ナ呑
号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
21
0 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
31
.
8荏
底
径
ー
一
器
高
15
.

4~
 
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
84
-2
69
 
54
-
57
 
2
 4
 
A
 

MT
N
-F
-2
11
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
25
.
6告
底
径
—
器
高

9.
5月
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
85
-5
33
 
54
-
58
 
2
 4
 
A
 

MT
N-
F-
21
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.1
程
底
径
一
器
高
20
.1
月
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
86
-2
35
 
53
-
54
 
2
 4
 
A
 

MT
N-
F-
21
3 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.
0
 
底
径
一
器
高
10
.
3月
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
87
-4
34
 
53
-
51
 
2
 4
 
A
 

MT
N
-F
-2
14
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.
6
 
底
径
一
器
高
11
.
0月
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
87
-4
33
 
53
-
53
 
2
 4
 
A
 

MT
N-
F-
21
5 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
4
 
底
径
一
一
器
高
14
.
6月
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
85
-5
32
 
53
-
52
 
2
 4
 
A
 

MT
N
-F
-2
16
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
6
 
底
径
—
器
高
16
.
5!
 
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
88
-5
30
 

2
 4
 
B
 

MT
N
-F
-2
17
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
34
.
0
 
底
径
一
一
器
高
17
.0

~ 
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
89
-2
53
 
53
-
55
 
2
 4
 
A
 

MT
N-
F-
21
8 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
一
ー
器
高
一
―
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 

2
 5
 
B
 

MT
N-
F-
21
9 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
9.
0
器
高
6.
4!
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
87
-4
37
 
53
-
49
 
2
 5
 
A
 

MT
N-
F-
22
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
ー
底
径
10
.
0弓
器
高

7.
3~
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
88
-5
31
 
53
-
50
 
2
 5
 
A
 

MT
N-
F-
22
1 
高
坪

弥
生
土
器
弥
生
7
 0
 

ロ
径

26
.4
惜
諾
~
16
.3
ぎ
器
高
22
.
2
 
S
R
0
6
6
 

19
89
.1
1 
90
-1
80
 
53
-
56
 
2
 5
 
A
 

MT
N-
F-
22
2 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
2
 5
 
ロ
径
15
.4
性
底
径
4.
6
器
高
7.
3
S
B
0
7
0
 
P
2
 
19
89
.
 
10
 
91
-3
51
 
34
-
23
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F
-2
23
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
24
.
0
 
底
径
＿
器
高
7.
5/i
 
S
B
0
7
0
 
P
3
 

92
-5
25
 
34
-
24
 
2
 6
 
A
 

:'
1T
N-
F-
22
4 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
23
.6
桂
底
径
一
ー
器
高
5.

8~
 
S
B
0
7
5
 
P
4
 
19
89
.1
1 
93
そ
il
l
38
-
25
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F-
22
5 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
16
.
6捏
底
径
＿
器
高

5.
6~
S
B
 O
 7
 9
 

19
89
.1
1 
94
-5
27
 

2
 6
 
B
 

MT
N-
F-
22
6 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
9.
7捏
底
径
一
一
器
高
3.
8
月
S
D
0
8
1
 

19
89
.1
1 
95
-4
46
 
83
-1
96
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F-
22
7 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
11
.
6告
底
径
—
器
高

4.
5月
S
D
0
8
1
 

19
89
.1
0 
95
-4
45
 
83
-1
95
 
2
 6
 
A
 

MT
N
-F
-2
28
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
30
.
0佳
底
径
一
器
高
4.
1
月
S
D
0
8
1
 

19
89
. 
10
 
95
-4
44
 
83
-1
94
 
2
 6
 
A
 

MT
N
-F
-2
29
 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
ー
底
径
6.
2
器
高
7.
3月
S
D
0
8
1
 

19
89
.1
1 
95
-4
48
 

2
 6
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
円
存
裏
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
翔
昏
号
巷
IF
ig
昏号
コ
ッテ
ナ香
号
A
・
 
B
の
別

MT
N-
F-
23
0 
高
杯
（
裾
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
窮
堅
17
.2
器
高
14
.
9Jt
 
S
D
0
8
1
 

19
89
. 
11
 
95
-4
47
 

2
 6
 
B
 

MT
N-
F-
23
1 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
免
竪
16
.
4
 
賠
堅
16
.
9
 器
高
29
.
3
 
S
D
0
8
1
 

19
89
.1
1 
96
-1
79
 
83
-1
93
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F-
23
2 
石
庖
丁

石
器
弥
生
不
明
長さ
5.
1
椙
3.
7
駐
0.
5
 穿
旦
o.
5
 S
D
0
8
1
 

19
89
.1
1 
96
-6
03
 
83
-2
01
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F-
23
3 
石
庖
丁

石
器
弥
生
不
明
駐
5.
0
 甘
4.
6
駐
0.
4
乾
竺
1.
1
S
D
0
8
1
 

19
89
.1
1 
96
-6
04
 
83
-2
02
 
2
 6
 
A
 

MT
N-
F-
23
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
26
.
~
捏
底
径
―
ー
器
高

6.
2月
S
R
0
9
0
 

19
89
.1
1 
97
-4
32
 

2
 6
 
B
 

MT
N-
F-
23
5 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
受努
14
.4
 
網
15
.6
器
高
22
.
4
 
S
D
0
9
1
 

19
89
.1
0 
98
-
58
 

2
 6
 
B
 

MT
N-
F-
23
6 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
5.
3
 
底
径
6.
0
 器
高
7.
0
 
S
K
0
9
4
 

19
89
.1
0 
99
-1
21
 
77
-1
46
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
23
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
11
.1
底
径
4.
0
器
高
6.
1
S
K
0
9
4
 

19
89
. 
10
 
10
1-
11
9 
77
-1
47
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
23
8 
壺

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
17
.
3
 
底
径
8.
0
 器
高
17
.
8
 
S
K
0
9
4
 

19
89
. 
10
 
99
-1
20
 
77
-1
48
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
23
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.
6苔
底
径
ー
器
高
7.
911
 
S
K
0
9
4
 

19
89
. 
10
 
10
0-
55
7 
77
-1
51
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
24
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
33
.
Ol'l
底
径
一
一
器
高
7．
繕
S
K
0
9
4
 

19
89
.1
0 
10
0-
55
8 
77
-1
52
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
24
1 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
8
器
高
10
.
8!!
 
S
K
0
9
4
 

19
89
.1
0 
10
0-
55
9 
77
-1
53
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
24
2 
底
部

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
8.
2
器
高
4.
8!
S
K
0
9
4
 

19
89
. 
10
 
10
0-
56
0 

2
 7
 
B
 

MT
N-
F-
24
3 
高
杯
（坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
27
.
5告
諮
堅
＿
器
高
8.
3!
S
K
0
9
4
 

19
89
.1
0 
10
1-
11
8 
77
-1
49
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
24
4 
高
芥
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
一
一
誇
¥l
1
8
.
H
器
高
18
.
8月
S
K
0
9
4
 

19
89
. 
10
 
10
1-
11
7 
77
-1
50
 
2
 7
 
A
 

MT
N-
F-
24
5 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
＿
窮
旦
13
.
21
器
高
13
.
6Jl
 
S
K
0
8
4
 

19
89
.1
0 
10
2-
56
1 

2
 7
 
B
 

MT
N-
F-
24
6 
甕

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
20
.
0告
底
径
7.
21
器
高
19
.
5
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
3
→
26
8 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
24
7 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
18
.
2捏
底
径
一
器
高
7.
2!
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
4-
46
8 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
24
8 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
20
.
4捏
底
径
一
器
高
11
.
7!
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
4-
46
7 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
24
9 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.
0倍
底
径
一
器
高
12
.
5!
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
4-
46
5 

2
 8
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月存
3(
％）

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
慈
昏
号
萌
IF
1g
香号
J
ンテ
ナ昏
号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
25
0 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.2
告
底
径
ー
＿
器
高
18
.
2
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
5-
47
1 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
1 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
38
.
0桂
底
径
一
ー
器
高
8.
4¥1
 
S
K
0
9
8
 

19
89
. 
10
 
10
6-
47
0 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
37
.
6
 
底
径
一
一
器
高
16
.
0
 
S
K
0
9
8
 

19
89
. 
10
 
10
6-
46
9 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
3 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
10
.
O:t
器
高
8.

3~
 
S
K
0
9
8
 

19
89
. 
10
 
10
4-
46
6 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
4 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
吏竪
9. 
7
 
窮
~
12
. 
O't
器
高
12
.
8
 
S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 
10
3-
12
2 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
5 
石
庖
丁

石
器
弥
生
不
明

S
K
0
9
8
 

19
89
.1
0 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
6 
砥
石

石
器
弥
生
不
明

S
D
 1
 0
 1
 

19
89
. 
10
 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
7 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
5.
5
 
底
径
3.
3
器
高
3.
1
 
S
D
1
0
3
 

19
89
. 
10
 
10
7-
20
3 

2
 8
 
B
 

MT
N-
F-
25
8 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.6
倍
底
径
ー
器
高
4.
6!
S
D
1
0
3
 

19
89
.1
0 
10
8-
44
1 
83
-2
00
 
2
 8
 
A
 

罰
N-
F-
25
9
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.
2倍
底
径
ー
一
器
高
8.
OJ!
 
S
D
1
0
3
 

19
89
. 
10
 
10
8-
44
2 
83
-1
97
 
2
 8
 
A
 

MT
N-
F-
26
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
19
.
0程
底
径
＿
器
高
6.
5!
 
S
D
1
0
3
 

19
89
.1
0 
10
8-
43
9 
83
-1
98
 
2
 8
 
A
 

MT
N-
F-
26
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
33
.

0信
底
径
—
器
高

4.
8月
S
D
1
0
3
 

19
89
. 
10
 
10
8-
44
0 
83
-1
99
 
2
 8
 
A
 

MT
N-
F-
26
2 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
6.
2
器
高
4.
2月
S
D
1
0
3
 

19
89
.1
0 
10
8-
44
3 

2
 9
 
B
 

円
TN
-F
-2
63
甕

縄
文
土
器
縄
文
不
明
口
径
14
.4
 
底
径
―
ー
器
高
6.
1
月
S
E
1
0
9
 

19
89
.1
0 
10
9-
13
1
 

2
 9
 
B
 

MT
N-
F-
26
4 
甕

縄
文
土
器
縄
文
不
明

S
E
 1
 0
 8
 

19
89
. 
10
 
10
9-
13
2 

2
 9
 
B
 

)!
TN
-F
-2
65
 
高
杯

縄
文
土
器
縄
文
不
明
ロ
径
一
一
賠
堅
-
器
高
5.
0月
S
E
1
0
9
 

19
89
.1
0 
11
0-
13
3 

2
 9
 
B
 

l!
TN
-F
-2
66
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
ロ
径
27
.
9桂
底
径
7.
1
器
高
20
.
2
 
S
E
 1
 0
 9
 

19
89
. 
10
 
11
0-
12
8 
72
-1
35
 
2
 8
 
A
 

MT
N-
F-
26
7 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
19
.
6佳
底
径
一
一
器
高
7.
611
 
S
E
1
0
9
 

19
89
.1
0 
ll
l-
13
5 
72
-1
31
 
2
 9
 
A
 

別
TN
-F
-2
68
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
19
.
4桂
底
径
一
器
高
8.
5月
S
E
1
0
9
 

19
89
.1
0 
11
1-
13
6 
72
-1
32
 
2
 9
 
A
 

M
T~

-F
-2

69
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
—
底
径
6.
8
 器
高
15
.
5月
S
E
1
0
9
 

19
89
. 
10
 
11
0-
13
4 
72
-1
33
 
2
 9
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
積



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
3(
%)

法
量
(c
m,
g)
 
遺
構
名
出
土
年
月
笈嘉
魯号
司告
9F
ig
看号
2ン
テナ
香号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
27
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
6.
61
器
高
14
.
51!
 
S
E
 1
 0
 9
 

19
89
.1
0 
10
9-
13
0 
72
-1
30
 
2
 9
 
A
 

MT
N
-F
-2
71
 
蓋

弥
生
土
器
弥
生
4
0
 
ロ
径
25
.
3信
団竪
5. 
4
 器
高
13
.
7
 
S
E
 1
 0
 9
 

19
89
. 
10
 
10
9-
12
9 
72
-1
34
 
2
 9
 
A
 

MT
N-
F
-2
72
 
壺

縄
文
土
器
縄
文
5
 0
 
ロ
径
＿
底
径
ー
＿
器
高
一
S
E
 1
 1
 1
下
層
19
89
.1
0 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F
-2
73
 
甕
（
口
緑
部
）

縄
文
土
器
縄
文
5
 0
 
ロ
径
18
.
8信
底
径
一
ー
器
高
7.

6~
 
S
E
 1
 1
 1
 

19
89
.1
0 
11
2-
57
2 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F
-2
74
 
甕
（
口
緑
部
）

縄
文
土
器
縄
文
5
 0
 
ロ
径
22
.
2桂
底
径
一
ー
器
高
5.
6月
S
E
 1
 1
 1
上
層
19
89
. 
10
 
11
2-
57
3 

3
 0
 
B
 

MT
N
-F
-2
75
 
甕
（
口
緑
部
）

縄
文
土
器
縄
文
5
 0
 
ロ
径
28
.
2佳
底
径
一
器
高
4.
311
 
S
E
 1
 1
 1
上
層
19
89
.1
0 
11
2-
57
1 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F
-2
76
 
甕
（
底
部
）

縄
文
土
器
縄
文
5
 0
 
ロ
径
ー
＿
底
径
7.
6
器
高
8.
OJ!
 
S
E
 1
 1
 1
上
層
19
89
.1
0 
11
3-
20
4 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F-
27
7 
石
斧

石
器
縄
文
5
 0
 

S
E
 1
 1
 1
上
層
19
89
.1
0 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F-
27
8 
石
斧

石
器
縄
文
5
 0
 

S
E
 1
 1
 1
上
層
19
89
.1
0 

3
 0
 
B
 

MT
N
-F
-2
79
 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
8.
0桂
底
径
ー
一
器
高
6.
OIi
 
S
R
 1
 1
 3
 

19
89
.1
0 
11
4-
24
8 
56
-
61
 
3
 0
 
A
 

MT
N-
F-
28
0 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
ー
底
径
6.
9存
器
高
17
.
0月
S
R
 1
 1
 3
 

19
89
.1
0 
11
4-
29
2 
56
-
62
 
3
 0
 
A
 

MT
N-
F-
28
1 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.
8桂
底
径
一
一
器
高
21
.
7月
S
R
 1
 1
 3
 

19
89
.1
0 
11
5-
34
1 
56
-
60
 
3
 0
 
A
 

MT
N-
F-
28
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
33
.
2倍
底
径
一
一
器
高
13
.
0月
S
R
 1
 1
 3
 

19
89
.1
0 
11
6-
34
3 
56
-
59
 
3
 0
 
A
 

MT
N
-F
-2
83
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
ロ
径
23
.
8柑
底
径
6.
6
器
高
24
.6
lt
S
K
1
1
4
 

19
89
.1
1 
11
7-
12
6 

3
 0
 
B
 

MT
N-
F-
28
4 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
22
.
8昔
底
径
一
一
器
高
19
.
2月
S
K
 1
 1
 4
 

19
89
.1
1 
11
8-
52
9 

3
 0
 
B
 

MT
N
-F
-2
85
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
底
径
6.
9:
t
器
高
9.
91!
 
S
K
 1
 1
 6
 

19
89
.1
0 
11
9-
20
1 

3
 1
 
B
 

MT
N
-F
-2
86
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
一
一
底
径
7.
61
器
高
11
.
7Ji
 
S
K
1
2
0
 

19
89
.1
0 
12
0-
20
2 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
28
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
11
.
7
 
底
径
6.
0
器
高
6.
8
S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
1-
12
5 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
28
8 
鉢
一
括
1
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.
0倍
底
径
一
器
高
7,
5月
S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
3-
47
2 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
20
.
4桂
底
径
一
器
高
9.
6
月
S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
3-
47
3 

3
 1
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
jjl
j
時
代
弓
存
3(
％）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
男
罷
呑
号
萌
IF
1g
香号
J
ンテ
ナ昏
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
F-
28
9 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
0
 
ロ
径
34
.
4捏
底
径
10
.
2
 器
高
18
.
1
 
S
K
1
3
0
 

19
89
. 
10
 
12
2-
24
7 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
0 
壺
一
括

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
. 
10
 
12
3-
47
5 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
3-
47
5 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
1 
ロ
緑
部
一
括

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
. 
10
 
12
4-
47
8 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
4-
47
9 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
 1
 3
 0
 

19
89
. 
10
 
12
4-
48
0 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
5-
48
1 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
5-
48
2 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
2 
底
部
一
括

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.
 
10
 
12
3-
47
6 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
3-
47
7 

3
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥
生
不
明

S
K
1
3
0
 

19
89
. 
10
 
12
5-
48
3 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
3 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
餌
12
.
2桂
登
!
!
15
. 
4
器
高
18
.
0
 
S
K
1
3
0
 

19
89
. 
10
 
12
1-
12
4 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
4 
器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
烈堅
12
.
4佳
諾
竺
14
.
5
器
高
18
.
4!1
 
S
K
1
3
0
 

19
89
.1
0 
12
1-
27
6 

3
 1
 
B
 

MT
N-
F-
29
5 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
更竪
6. 
8佳

懇
~
3.
4 
器
高
5.
11
1
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 
12
6-
35
4 
78
-1
54
 
3
 2
 
A
 

MT
N-
F-
29
6 
手
捏

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
租竪
9. 
4
 
登竪
4. 
0
 器
高
5.
9
 
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 
12
6-
26
4 
78
-1
55
 
3
 2
 
A
 

MT
N-
F-
29
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
10
.
8告
底
径
＿
器
高
10
.
5月
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
0 
12
7-
48
6 
78
-1
58
 
3
 2
 
A
 

MT
N-
F-
29
8 
鉢
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
3.
1
器
高
2.
4月
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 
12
8-
49
0 

3
 2
 
B
 

MT
N-
F-
29
9 
-立

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
11
.
5桂
底
径
一
器
高
13
.
3Jl
 
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 
12
7-
48
7 
78
-1
56
 
3
 2
 
A
 

MT
N-
F-
30
0 
壺
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
21
.

0信
底
径
—
器
高

1
5
.
U
S
K
1
3
1
 
19
89
.1
0 
12
6-
13
9 
78
-1
57
 
3
 2
 
A
 

MT
N-
F-
30
1 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
＿
底
径
8.
3
 器
高
3.
5月
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 
12
8-
48
9 
78
-1
59
 
3
 2
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
Jllj
時
代
月
存
茎
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
翔
國
苔
号
巷
IF
ig
吾号
コン
テナ
呑号
A・
B
の
別

MT
N-
F-
30
2 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
14
.
6
 
底
径
6.
0
弓
器
高
17
.
8
 
S
K
1
3
1
 

19
89
. 
10
 
12
62
67
0 
78
-1
63
 
3
 2
 
A
 

MT
N
-F
-3
03
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
15
.

5苔
底
径
—
器
高

9.
5月
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
0 
12
7
-4
88
 
78
-1
62
 
3
 2
 
A
 

MT
N
-F
-3
04
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
6程
底
径
ー
一
器
高
6.
1月
S
K
1
3
1
 

19
89
. 
10
 
12
7-
48
4 
78
-1
60
 
3
 2
 
A
 

MT
N
-F
-3
05
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
21
.
0桂
底
径
一
一
器
高
6.
0月
S
K
1
3
1
 

19
89
. 
10
 
12
7-
48
5 
78
-1
61
 
3
 2
 
A
 

MT
N
-F
-3
06
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
35
.

2程
底
径
—
器
高

10
.1

月
S
K
1
3
1
 

19
89
.1
0 
12
8-
49
1 
78
-1
64
 
3
 2
 
A
 

MT
N
-F
-3
07
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
4
 5
 
ロ
径
12
.
81'1
 
底
径
5.
0
 器
高
7.
9月
S
E
1
3
3
 

19
89
.1
1 
12
9-
11
5 
72
-1
38
 
3
 3
 
A
 

MT
N
-F
-3
08
 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
6
 0
 
ロ
径
21
.
5告
底
径
6.
6
 器
高
14
.
Qi
j 
S
E
1
3
3
 

19
89
.1
1 
12
9-
14
4 
72
-1
37
 
3
 3
 
A
 

MT
N-
F-
30
9 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
ロ
径
22
.
7荏
底
径
8.
0き
器
高
15
.
5月
S
E
1
3
3
 

19
89
.1
1 
12
9-
11
6 
72
-1
36
 
3
 3
 
A
 

罰
N-
F-
31
0
壺

弥
生
土
器
弥
生
4
 5
 
ロ
径
17
.4
捏
底
径
6.
0弓
器
高
16
.
9
 
S
E
1
3
3
 

19
89
.1
1 
13
0-
13
7 
72
-1
39
 
3
 3
 
A
 

MT
N-
F-
31
1 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
2佳
底
径
―
ー
器
高
18
.
7月
S
K
1
3
5
 

13
1-
16
9 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F-
31
2 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
16
.
4捏
底
径
一
器
高
6．
繕
S
K
1
3
5
 

19
89
.1
1 
13
2-
49
5 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F-
31
3 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
23
.
6桂
底
径
一
器
高
4.
2月
S
K
1
3
5
 

19
89
.1
1 
13
2-
49
4 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F-
31
4 
壺
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
底
径
9.
8
器
高
5.
1
月
S
K
1
3
5
 

19
89
.1
1 
13
2-
49
6 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F-
31
5 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.
8荏
底
径
一
ー
器
高
4.
3
月
S
K
1
3
5
 

19
89
.1
1 
13
2-
49
2 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F
-3
16
 
高
芥

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
31
.

0桂
病

g
—
器
高

3.
911
 
S
K
 1
 3
 5
 

19
89
.1
1 
13
2-
49
3 

3
 3
 
B
 

MT
N-
F-
31
7 
壺

弥
生
土
器
弥
生
8
 0
 
ロ
径
12
.
5荏
底
径
5.
2
 器
高
12
.
5
 
S
B
1
3
7
 
P
4
 
19
89
.1
1 
13
3-
24
6 
46
-
26
 
3
 4
 
A
 

MT
N-
F-
31
8 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
9.
4
器
高
4.
2月
S
B
1
3
7
 
P
2
 
19
89
.1
1 
13
4-
52
1 

3
 4
 
B
 

MT
N-
F-
31
9 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
7.
8
存
器
高
11
.
Oil
 
S
B
1
3
7
 
P
2
 
19
89
.1
1 
13
4-
52
2 
46
-
27
 
3
 4
 
A
 

MT
N-
F-
32
0 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.
5
 
底
径
一
一
器
高
7.
4月
S
K
1
3
9
 

19
89
.1
1 
13
5-
12
7 

3
4
 
B
 

MT
N-
F-
32
1 
壺

弥
生
土
器
弥
生
5
 0
 
ロ
径
16
.
6弓
底
径
10
.
8弓
器
高
25
.1
S
K
 1
 5
 0
 

19
89
.1
1 
13
6
-1
38
 

3
 4
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
互
茎
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
遺
溝
名
出
土
年
月
笑
蜀
藷
号
巷
IF
1g
香号
J‘
ノテ
ナ香
号
A
・B
の
別

MT
N-
F-
32
2 
甕

土
師
器
古
墳
8
 0
 
ロ
径
14
.
0荏
丸
底
器
高
22
.
6
 
S
K
1
5
2
 

19
89
. 
09
 
13
7-
20
0 
85
-2
03
 
3
 4
 
A
 

MT
N-
F-
32
3 
壺
（
口
緑
部
）
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
27
.
4苔
底
径
一
ー
器
高
4.
7弓
S
K
 1
 5
 2
 

19
89
. 
09
 
13
7-
19
9 
85
-2
04
 
3
4
 
A
 

MT
N-
F-
32
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
23
.
6荏
底
径
一
器
高
5.
O!
 
S
B
 1
 7
 9
 

19
89
.1
1 
13
8-
52
3 

3
 4
 
B
 

MT
N-
F-
32
5 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
―
ー
底
径
11
.
4
器
高
29
.9
Ji 
P
3
4
 

19
89
. 
13
9-
23
1 

3
 5
 
B
 

MT
N-
F-
32
6 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
7
0
 
ロ
径
13
.
2苔
底
径
5.
8
 器
高
7.

7~
 
P
 6
 1
 

19
89
.1
1 
14
0-
26
3 

3
 5
 
B
 

MT
N-
F-
32
7 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
9
 0
 
ロ
径
7.
6
告
底
径
4.
2
器
高
8.
5li
 
表
採

19
89
.1
1 
14
1-
35
9 

3
 5
 
B
 

MT
N-
F-
32
8 
鉢

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
一
一
底
径
8.
4
器
高
一
一
表
採

19
89
.1
1 
14
1-
24
9 

3
 5
 
B
 

MT
N-
F-
32
9 
壺

弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
7.
2
 
底
径
一
器
高
6.
3
 
表
採

19
89
.1
1 
14
1-
26
5 

3
 5
 
B
 

MT
N-
F-
33
0 
土
器
破
片
一
括

数
・呑
牡
吾
縄
文
・
弥
生
不
明

S
E
1
0
9
・
表
採
19
89
.1
0 

3
 6
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
F
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
円
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
繹
魯
号
萌
9F
lg
香号
コッ
テ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N
-G
-0
01
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
8
 
底
径
ー
＿
器
高
16
.1
S
K
1
0
1
 

19
8
9. 
10
 
1
 -5
08
 

1
 

MT
N
-G
-0
02
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
33
.1
底
径
一
器
高
9.
2
 
S
K
1
0
1
 

19
89
.
 
10
 
1
 -5
07
 

1
 

MT
N
-G
-0
03
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
ー
底
径
8.
8弓
器
高
18
.1
S
K
1
0
1
 

19
89
.
 
10
 
2
 -5
09
 

1
 

MT
N
-G
-0
04
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
一
一
底
径
8.
6
器
高
22
.
0
 
S
K
l
O
l
 

19
89
. 
10
 
3
 -5
10
 

1
 

MT
N
-G
-0
05
 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
不
明
1竪
15
.6
告
君
一
訳
14
.2
月
S
K
l
O
l
 

19
89
. 
10
 
4
 -2
38
 

1
 

M
TN
-G
-0
06
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
口
径
9.
2存
底
径
4.
0
器
高
5.
0
 
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
1 
5
 -2
57
 

1
 
A
 

MT
N
-G
-0
07
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
25
.4
 
底
径
一
器
高
8.
211
 
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
0 
5
 -2
97
 

1
 
A
 

MT
N
-G
-0
08
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
6
 
底
径
一
一
器
高
4.
3月
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
1 
6
 -4
00
 

1
 
A
 

MT
N-
G
-0
09
 
甕
（底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
8.
7
器
高
19
.
2月
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
1 
6
 -4
01
 

1
 
A
 

MT
N
-G
-0
10
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
6
 0
 
口
径
37
.0
指
底
径
11
.
0
器
高
36
.
5
 
S
H
1
0
2
 

7
 -3
77
 
97
-1
5 
2
（別
置
）

MT
N-
G
-0
11
 
不
明
石
製
品

石
器
弥

生
不
明
£さ
15
.
71!
 
18
. 
3
 iJ
さ
1.
9
 I
さ
ー
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
1 
5
 -2
44
 
97
-1
6 
1
 
A
 

MT
N
-G
-0
12
 
不
明
石
製
品

石
器
弥

生
不
明
iさ
6.
41!
言3
.8

.~さ
0.
4
 重さ
ー
S
H
1
0
2
 

19
89
.1
1 
5
 -6
09
 
97
-1
7 
1
 

MT
N
-G
-0
13
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
底
径
9.
0
器
高
9.

0~
 
S
R
1
0
7
 

19
89
.1
1 
8
 -3
89
 

3
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
18
.
4
 
底
径
一
ー
器
高
8.
01!
 
S
D
1
0
8
 

19
89
.1
1 
9
 -3
53
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
25
.
3
 
底
径
一
器
高
4.
6li
 
S
D
1
0
8
 

19
89
.1
1 
S
 -3
90
 

MT
N-
G
-0
14
 
甕
破
片
一
括

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
26
.
0
 
底
径
一
器
高
4.
7男
S
D
1
0
8
 

19
89
.1
1 
S
 -3
91
 

3
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
17
.8
 
底
径
ー
一
器
高
7.
8
月
S
D
1
0
8
 

19
89
.1
1 
9
 -3
92
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
D
1
0
8
 

19
89
.
 
11
 
9
 -3
93
 

MT
N
-G
-0
15
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
10
.0
器
高
6.
511
 
S
K
 1
 1
 1
 

19
89
.1
1 
10
→
33
6 

3
 
B
 

MT
N
-G
-0
16
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

口
径
—
底
径
6.
2
 器
高
9.
5男
S
K
l
l
l
 

19
89
.1
1 
10
 
-3
37
 

3
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
耳
裏
（
災
）

法
量
（
cm
,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
笑
掛
香
号
萌
9F
ig
香号
J'
jテ
ナ昏
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
G-
01
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.
0荏
底
径
一
一
器
高
6.
3月
S
K
1
1
7
 

19
89
. 
11
 
11
 
-3
35
 

3
 

MT
N
-G
-0
18
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
6.
0
器
高
13
.1
月
S
K
1
1
7
 

19
89
.1
1 
12
 
-5
03
 

3
 

MT
N-
G-
01
9 
紡
錘
車

土
製
品
弥

生
完
形

S
K
1
1
7
 

19
89
.1
1 
12
 
-2
81
 

3
 
A
 

MT
N
-G
-0
2
0
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
22
.
0佳
底
径
ー
一
器
高
6.
8!
 
S
E
1
1
8
 

19
89
.1
1 
13
 
-3
86
 

3
 

MT
N
-G
-0
21
 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
10
.
2桔
底
径
一
一
器
高
5.
9弓
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
.1
1 
14
 
-3
85
 

3
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.0
恒
底
径
ー
器
高
4.
7月
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
.1
1 
14
 
-3
73
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
26
.
6告
底
径
一
器
高
7.
1
月
S
E
1
1
8
 

19
89
.1
1 
15
 
-3
97
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
28
.
3程
底
径

—
一
器
高

8.
3/£ 
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
. 
11
 
15
 
-3
96
 

MT
N-
G
-0
22
 
甕
口
縁
部
一
括

3
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
18
.
4捏
底
径
—

器
高

6.
2!
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
.1
1 
13
 
-3
87
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
4荏
底
径
一
一
器
高
7.
0月
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
.1
1 
13
 
-3
88
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
36
.
8桂
底
径
一
一
器
高
9.
4月
S
E
 1
 1
 8
 

19
 8
9
.
 
11
 
14
 
-3
72
 

MT
N-
G
-0
23
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.

8荏
底
径
—
―

器
高

6.
9月
S
H
1
2
4
 

19
89
.1
1 
16
 
-5
02
 

3
 

MT
N
-G
-0
24
 
砥
石

石
製
品
弥

生
不
明
長さ
10
.
2
 駄
:!
6.
3
祀涅
2.
7
 
S
H
1
2
4
 

19
89
.1
1 
16
 
-5
28
 

3
 

MT
N-
G
-0
25
 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
16
.
0捏
底
径
ー
＿
器
高
6.
3月
S
K
1
3
1
 

19
89
. 
11
 
17
 
-3
33
 

3
 

MT
N
-G
-0
26
 
紡
錘
車

土
製
品
弥

生
完
形

S
K
1
3
1
 

19
89
.1
1 

3
 
A
 

MT
N
-G
-0
27
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
H
2
0
1
 
床
面
19
89
.1
1 

3
 
B
 

MT
N
-G
-0
28
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
3
 0
 
ロ
径
16
.1
桂
底
径
5.
2存
器
高
8.
4
 
S
R
2
0
6
 

19
89
.1
1 
18
 
-2
56
 

3
 

MT
N-
G-
02
9 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
ロ
径
18
.
9捏
底
径
8.
7
 
器
高
10
.3
 
S
R
2
0
6
 

19
89
.1
1 
18
 
-2
91
 

3
 

MT
N-
G-
03
0 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
8.
9
 
器
高
15
.1
月
S
R
2
0
6
 

19
89
.1
1 
18
 
-2
93
 

3
 

MT
N-
G-
03
1 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
18
.
4佳
底
径
一
器
高
4.
8月
S
K
 2
 1
 2
 

19
89
.1
1 
19
 
-3
49
 

4
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
喜
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
 
遺
構
名
出
土
年
月
裏
罰
藷
号
発
IF
ig
番号
J
ンテ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N
-G
-0
32
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
21
.
6月
底
径
一
器
高
6.
11
!
S
K
 2
 1
 2
 

19
89
.1
1 
20
 
-4
97
 

4
 

MT
N
-G
-
03
3 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.

0信
底
径
—
器
高

5.
4月
S
K
2
1
2
 

19
89
.1
1 
20
 
-4
9
8
 

4
 

MT
N
-G
-
03
4 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
45
"1
器
高
6.
85
月
S
K
2
1
2
 

19
89
. 
11
 
20
 
-4
99
 

4
 

MT
N-
G-
03
5 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
2
器
高
6.

3~
 
S
K
2
1
2
 

19
89
.1
1 
21
 
-5
01
 

4
 

MT
N
-G
-
03
6 
支
脚

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
 2
 1
 2
 

19
89
.1
1 

4
 
B
 

MT
N
-G
-
03
7 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
7
 0
 
ロ
径
13
.1
程
底
径
6.
0
 器
高
8.
6
 
S
K
2
1
6
 

19
89
.1
1 
22
 
-2
79
 

4
 

MT
N-
G
-0
38
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
口
径
18
.
2桂
底
径
一
一
器
高
5.
4月
S
H
3
0
1
 

19
89
.1
1 
24
 
-3
18
 

4
 

MT
N
-G
-0
39
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
4
 0
 
口
径
20
.
5佳
底
径
7.
4弓
器
高
14
.
9!
 
S
H
3
0
1
 

19
89
. 
12
 
23
 
-2
95
 

4
 

MT
N-
G
-0
40
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
ロ
径
20
.
7荏
底
径
7.
9
 器
高
20
.
31!
 
S
H
3
0
1
 

19
89
. 
12
 
23
 
-2
45
 

4
 
A
 
-

MT
N
-G
-0
41
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.
8告
底
径
ー
器
高
13
.
3
 
S
H
3
0
1
 

19
89
. 
12
 
24
 
-3
17
 

4
 

罰
N-
G-
04
2
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
4告
底
径
一
一
器
高
8.
5
 
S
H
3
0
1
 

19
89
.1
1 
25
 
-4
54
 

4
 

MT
N-
G-
04
3 
高
坪

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
24
.8
捏
底
径
一
器
高
16
.
0
 
S
H
3
0
1
 

19
89
.1
2 
26
 
-2
96
 

4
 

MT
N-
G
-0
44
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
2
 0
 
口
径
15
.
8告
底
径
7.
0存
器
高
7.
7
 
S
H
3
0
2
 

19
89
.1
1 
27
 
-3
20
 

4
 

MT
N-
G-
04
5 
高
坪

弥
生
土
器
弥

生
2
 0
 
ロ
径
34
.
6倍
底
径
一
一
器
高
12
.

5~
 
S
H
3
0
2
 

19
89
.1
1 
27
 
-3
21
 

4
 

MT
N
-G
-0
46
 
鉢

弥
生
土
器
弥

た二
2
 0
 
ロ
径
12
.
0荏
底
径
4.
4
ぎ
器
高
6.
7
 
S
H
3
0
3
 

19
89
.1
2 
28
 
-3
19
 

4
 

MT
N-
G-
04
7 
石
包
丁

石
器
弥

生
2
 0
 
長さ
8. 
5荏
'1
3.
3 
□
 
0.
6 

~
J 
0. 
5
 
S
H
3
0
3
 

19
89
.1
2 
28
 
-6
05
 

4
 

MT
N-
G-
04
8 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
2桂
底
径
一
器
高
4.
9!
 
S
H
3
0
3
 

19
89
.1
2 
29
 
-4
55
 

4
 

MT
N
-G
-0
49
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
23
.8
捏
底
径
一
器
高

7.
2~
S
H
3
0
3
 

19
89
.1
2 
29
 
-4
56
 

4
 

MT
N-
G
-0
50
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

ロ
径
~
底
径
9.
05
 
器
高
7.
2月
S
H
3
0
3
 

19
89
. 
12
 
29
 
-4
57
 

4
 

灯
N
-G
-0
51
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
9.

0荏
底
径
—
器
高

6.
2月
S
H
3
0
8
 

19
89
.1
2 
30
 
-2
9
8
 
10
0-
18
 
5
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
茎
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
類団
呑号
巷
IF
1g
香号
J
ッテ
ナ香
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
G-
05
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
一
S
H
3
0
8
 

19
89
.1
1 

5
 
B
 

MT
N-
G-
05
3 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
14
.
0桂
底
径
一
一
器
高
7.
1!
S
H
3,
0
9
 

19
89
.1
1 
31
-5
03
 
10
0-
19
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
05
4 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
12
.
4告
底
径
一
ー
器
高
5.
Hi
 
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
31
-3
13
 
10
0-
31
 
5
 
A
 

:-
!T
N-
G-
05
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
24
.
4惟
底
径
一
一
器
高
6.
311
 
S
H
3
0
9
 

19
89
.
 
12
 
32
-3
06
 
10
0-
20
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
05
6 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.
4佳
底
径
ー
一
器
高
9.
7月
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
33
-3
02
 
10
0-
21
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
05
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
2荏
底
径
一
ー
器
高
18
.
9月
S
H
3
0
9
 

19
89
. 
12
 
34
-3
08
 
10
0-
22
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
05
8 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
28
.
6荏
底
径
—
器
高

11
.
6月
S
H
3
0
9
 

19
89
. 
12
 
35
-3
01
 
10
0-
25
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
05
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.4
捏
底
径
一
器
高
16
.
7!
 
S
H
3
0
9
 

19
89
. 
12
 
36
-2
99
 
10
0-
26
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
06
0 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
24
.
8荏
底
径
一
器
高
6.
4月
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
33
-3
03
 
10
0-
27
 
5
 
A
 

罰
N-
G-
06
1
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.
8佳
底
径
一
器
高
4.
7月
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
37
-3
12
 
10
0-
28
 
5
 
A
 

l!
TN
-G
-0
62
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
32
.
4佳
底
径
ー
器
高
8.
1
月
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
38
-3
05
 
10
0-
29
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
06
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
39
.
6佳
底
径
―
ー
器
高
6.
6Ji
 
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
35
-3
00
 
10
0-
30
 
5
 
A
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.4
荏
底
径
ー
＿
器
高
9.
91!
 
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
32
-3
07
 

5
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
6荏
底
径
一
器
高
8.
91!
 
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
34
-3
09
 

5
 
B
 

MT
N-
G-
06
4 
甕
一
括

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
4桂
底
径
一
器
高
5.
U
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
37
-3
il
 

5
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
11
.4
器
高
24
.
9!
 
S
H
3
0
8
 

19
89
.1
2 
31
-3
15
 

5
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
15
.
2程
底
径
＿
器
高
2.
8!
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
31
-3
16
 

5
 
B
 

MT
N-
G-
06
5 
高
杯
（
杯
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
34
.

6苔
鰐

g
—
一
器
高

7.
1
月
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 
36
-2
94
 
10
0-
23
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
06
6 
高
杯
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
25
.
4昔
底
径
一
器
高
11
.
6月
S
H
3
0
9
 

19
89
. 
12
 
38
-3
04
 
10
0-
24
 
5
 
A
 

l!
TN
-G
-0
67
 
高
坪
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.
4昔
底
径
一
器
高
4.

9~
 
S
H
3
0
8
 

19
89
.1
2 
37
-3
10
 

5
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
＄
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
構
名
出
土
年
月
類
9号
司告
IF
ig
奮号
J
 ̀)テ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N-
G-
06
8 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
一
S
H
3
0
9
 

19
89
.1
2 

6
 
B
 

MT
N-
G-
06
9 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
11
.

2告
底
径
—
一
器
高

4.
5月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
2 
40
-3
24
 
10
2-
38
 
5
 
A
 

MT
N
-G
-0
70
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
19
.
6佳
底
径
一
ー
器
高
8.
0月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
2 
39
-3
26
 
10
2
-
39
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
07
1 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
―
ー
底
径
―
ー
器
高
5.
611
 
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
1 
41
-4
26
 

5
 
B
 

MT
N
-G
-0
72
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
17
.
2告
底
径
ー
器
高
6.
2月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
1 
39
-3
2
8
 
10
2
-
36
 
5
 
A
 

MT
N
-G
-0
73
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
32
.
8桂
底
径
一
器
高
3.
5月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
1 
41
-4
18
 
10
2-
32
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
07
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
31
.
4柑
底
径
一
一
器
高
4.
51!
 
S
H
3
1
0
 

19
89
.1
1 
41
-4
19
 
10
2-
33
 
5
 
A
 

MT
N-
G
-0
7
5
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
0佳
底
径
ー
器
高
6.
2!
S
H
3
1
0
 

19
89
.1
2 
40
-3
22
 
10
2-
34
 
5
 
A
 

MT
N
-G
-0
76
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
底
径
10
.2
器
高
11
.
7!!
 
S
H
3
1
0
 

19
89
.1
2 
39
-3
25
 
10
2-
35
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
07
7 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
9
.6
ぎ
器
高
5.
7月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
1 
41
-4
24
 
10
2-
37
 
5
 
A
 

MT
N
-G
-0
7
8
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
6.
6含
器
高
7.
61
1
S
H
3
1
0
 

19
89
.1
2 
42
-4
58
 

5
 
B
 

MT
N-
G-
07
9 
高
杯
（
杯
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.O
l'i
底
径
ー
一
器
高
5.
4月
S
H
 3
 1
 0
 

19
89
.1
2 
40
-3
23
 
10
2-
40
 
5
 
A
 

MT
N-
G-
08
0 
甕

弥
生
土
器
弥

生
完
形
ロ
径
27
.3
底
径
12
.
7
 器
高
28
.
61!
 
S
H
 3
 1
 2
 

19
89
.1
2 
43
-2
36
 
10
4-
41
 
7
 
A
 

MT
N-
G-
08
1 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
一
一
器
高
一
一
S
H
 3
 1
 2
 

19
89
.1
2 

8
 
B
 

MT
N-
G
-0
82
 
壺
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一

底
径
一
一
器
高
一
—
S
H
3
1
2
 

19
89
.1
1 

8
 
B
 

MT
N-
G-
08
3 
砥
石

石
器
弥

生
不
明
長
さ
16
.
5月
幅
15
.
4
 
厚
さ
3.
7
 
S
H
3
1
2
 

19
89
.1
2 
44
-3
27
 

8
 
A
 

MT
N-
G-
08
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
一
一
底
径
一
器
高
一
—
S
H
 3
 1
 3
 

19
89
.1
2 

8
 
B
 

MT
N-
G
-0
85
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一

底
径
一
一
器
高
一
—
S
H
 3
 1
 3
 

19
89
.1
1 

8
 
B
 

罰
N-
G-
08
6
投
弾

土
製
品
弥

生
完
形
｀
口
径
ー
底
径
一
器
高
一
S
H
 3
 1
 3
 

19
89
.1
1 

8
 
B
 

i'
IT
N-
G-
08
7 
石
鏃

石
器
縄
文
完
形
ロ
径
ー
底
径
一
器
高
一
S
 
3
 1
 4
 

19
89
.1
2 

8
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
茎
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
 
遺
構
名
出
土
年
月
度嘉
昏号
巷
IF
ig
香号
J
ッテ
ナ香
号
A
・B
の
別

MT
N-
G-
08
8 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
7
 5
 
ロ
径
13
.
8苔
底
径
5.
9
器
高
7.
9
 
S
H
 3
 1
 5
 

19
89
.1
2 
45
-2
75
 

8
 
A
 

MT
N-
G-
08
9 
石
斧

石
器
弥

生
不
明

S
K
3
1
7
 

19
89
.1
2 

8
 
B
 

MT
N-
G-
09
0 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
30
.6
荏
底
径
一
器
高
9.
11
1
S
K
3
2
0
 

19
89
.1
1 
46
-3
30
 
10
8-
45
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
1 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
27
.
2佳
底
径
一
器
高
11
.
4!
 
S
K
 3
 2
 0
 

19
89
. 
11
 
46
-3
32
 
10
8-
46
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
2 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
8荏
底
径
ー
一
器
高
6.
9月
S
H
 3
 2
 0
 

19
89
.1
1 
46
-3
31
 
10
8-
47
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
3 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
8荏
底
径
ー
一
器
高
5.
2月
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
1 
47
-3
68
 
11
3-
75
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
4 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
33
.
5荏
底
径
ー
一
器
高
5.
4月
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
1 
48
-4
20
 
11
3-
70
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
32
.
4程
底
径
一
一
器
高
7.
3月
S
D
3
2
1
 

19
89
.1
1 
48
-4
17
 
11
3-
71
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
6 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
28
.
2荏
底
径
一
一
器
高
8.
6月
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
1 
49
-3
65
 
11
3-
72
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
30
.
0荏
底
径
一
器
高
7.
Oft
 
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
2 
49
-3
66
 
11
3-
73
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
8 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
＿
底
径
9.
2
ぎ
器
高
8.

4~
 
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
2 
47
-3
69
 
11
3-
74
 
8
 
A
 

MT
N-
G-
09
9 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
8.
0
器
高
5.
万
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
. 
12
 
47
-3
67
 

8
 
B
 

MT
N-
G-
10
0 
高
杯

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
脚
部
径
15
.
4
器
高
15
.
7!
 
S
D
 3
 2
 1
 

19
89
. 
12
 
47
-2
74
 
11
3-
76
 
8
 
B
 

MT
N-
G-
10
1 
甕
・
高
床
一
括

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
D
 3
 2
 1
 

19
89
.1
2 

8
 
B
 

MT
N-
G-
10
2 
石
斧

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
3
2
3
 

19
89
.1
1 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
10
3 
石
斧

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
3
2
4
 

19
89
.1
2 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
10
4 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
01'!
底
径
一
器
高
8.
6!
S
K
3
2
6
 

19
89
. 
11
 
50
-2
54
 

1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
10
5 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
21
.
2佳
底
径
ー
一
器
高
17
.
5!
 
S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 
51
-3
48
 
10
8-
48
 
1
 0
 
A
 

:-
!T
N-
G-
10
6 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
22
.4
荏
底
径
一
器
高
9.
7月
S
K
3
2
6
 

19
89
.1
2 
50
-3
47
 
10
8-
49
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
10
7 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.
4荏
底
径
＿
器
高
9.
1月
S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 
52
-5
04
 
10
8-
50
 
1
 0
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
畠
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
財
屈
苔
号
若
IF
ig
昏号
3
ッテ
ナ香
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
G-
10
8 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.1
告
底
径
一
器
高
8.
6!
 
S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 
52
-5
05
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
10
9 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
4
器
高
5.
5月
S
K
.
3
2
6
 

19
89
. 
11
 
52
-5
06
 
10
8-
51
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
11
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
7.
6
器
高
13
.
7!
 
S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 
50
-3
46
 
10
8-
52
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
ll
l 
石
鏃

石
器
弥

生
完
形

S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
2 
石
斧

石
器
弥

生
不
明

S
K
3
2
6
 

19
89
.1
1 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
3 
砥
石

石
器
弥

生
完
形

S
K
3
2
6
 

19
89
. 
11
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
4 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
18
.
4荏
底
径
一
器
高
6.
2月
S
D
3
2
7
 

19
89
.1
1 
53
-3
45
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
26
.
0性
底
径
一
器
高
10
.
0月
S
D
3
2
7
 

19
89
. 
11
 
53
-3
44
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
6 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
23
.
4佳
底
径
一
一
器
高
5.
0月
S
D
3
2
7
 

19
89
.1
1 
54
-4
21
 

l
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.
5惜
底
径
一
一
器
高
6.
3!
1
S
D
 3
 2
 7
 

19
89
. 
11
 
54
-4
22
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
8 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
不
明
更
竪
ー
悟
陪
14
.
6弓
器
高
14
.
8月
S
D
 3
 2
 7
 

19
89
.1
1 
53
-2
37
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
11
9 
手
捏

弥
生
土
器
弥

生
完
形

S
B
 3
 3
 1
 

19
89
. 
12
 

1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
12
0 
手
捏

弥
生
土
器
弥

生
2
 5
 
ロ
径
7.
2
荏
底
径
z.
z弓
器
高
4.
7月
S
B
3
3
1
 
P
l
 
19
89
.1
2 
55
-3
58
 
91
-
2
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
12
1 
鉢：

弥
生
土
器
弥

生
2
 0
 
口
径
7.
3倍
底
径
5.
4弓
器
高
5.
0
 
S
B
3
3
1
 
P
2
 
19
89
. 
12
 
55
-3
57
 
91
-
3
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G
→
12
2 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
完
形

S
B
 3
 3
 1
 

19
89
.1
2 

1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
12
3 
壺
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
4.
2
器
高
2.
5月
S
B
3
3
1
 
P
3
 
19
89
.1
2 
55
-3
74
 

1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
12
4 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
9.
0弓
器
高
8.
4月
S
B
3
3
1
 
P
4
 
19
89
. 
12
 
55
-3
76
 
91
-
1
 
1
 0
 
A
 

)!
TN
-G
-1
25
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
ロ
径
7.
8
 
底
径
4.
0
 器
高
6.
3
 
S
 B
 3
 3
 3
 
P
 9
 
19
89
. 
12
 
56
-2
58
 
93
-
9
 
1
 0
 
A
 

)I
TN
-G
-1
26
 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
26
.
0昔
底
径
一
器
高
5.
4月
S
B
3
3
3
 
P
9
 
19
89
.1
2 
57
-5
47
 
93
-
8
 
1
 0
 
A
 

i'
IT
N-
G-
12
7 
壺
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
2荏
底
径
ー
一
器
高
9
.
H
S
B
3
3
3
 
P
9
 
19
89
. 
12
 
58
-5
48
 

1
 0
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
裏
（
％
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
閑
罷
苔
号
萌
9F
lg
昔号
J'
)テ
ナ昏
号
A・
B
の
別

MT
N-
G-
12
8 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
33
.

0荏
底
径
—
ー
器
高

3.
7!
 
S
B
3
3
3
 
P
l
 
19
89
. 
12
 
58
-5
50
 
93
-
4
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
12
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
17
.
4告
底
径
ー
器
高
5.
31l
 
S
B
3
3
3
 
P
9
 
19
89
.1
2 
57
-5
46
 
93
-
5
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
0 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
6告
底
径
一
一
器
高
6.
5月
S
B
3
3
3
 
P
4
 
19
89
.1
2 
57
-5
45
 
93
-
6
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
20
.
2倍
底
径
―
ー
器
高
4.
9!
 
S
B
3
3
3
 
P
l
2
 
19
89
. 
12
 
58
-5
49
 
93
-
7
 
1
 0
 
B
 

MT
N-
G-
13
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.
4捏
底
径
一
一
器
高
5.
0月
S
B
 3
 3
 3
 

19
89
.1
2 
56
-4
23
 

1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
3 
紡
錘
車

弥
生
土
器
弥

生
不
明
墜
4.
9
駐
0.
4
笠
'i
o. 
9
 
S
B
3
3
5
 
P
3
 
19
89
.1
2 
56
-4
28
 
93
-
10
 
l
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
4 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
10
.
6告
底
径
一
一
器
高
5.
6
月
S
B
3
3
5
 
P
l
 
19
89
.1
2 
59
-3
57
 
95
-
11
 
1
 0
 
A
 

罰
N-
G-
13
5
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
24
.4
荏
底
径
一
ー
器
高
6.
0月
S
B
3
3
5
 
P
2
 
l
 
98
9.
 l
2 
60
-5
42
 
95
-
13
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
6 
支
脚

弥
生
土
器
弥

生
不
明
務
笙
10
.
2荏
膝
!
!
12
. 
2相
訊
11
.
5
 
S
B
3
3
5
 
P
l
 
19
89
.1
2 
60
-5
43
 
95
-
12
 
1
 0
 
A
 

MT
N-
G-
13
7 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
6.
0佳
底
径
一
器
高
4.
1
月
S
B
3
3
7
 
P
3
 
19
89
.1
2 
61
-3
95
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
13
8 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
17
.
0告
底
径
ー
器
高
9.
91!
 
S
B
3
3
7
 
P
l
 
19
89
.1
2 
62
-5
39
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
13
9 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
14
.
8程
底
径
一
一
器
高
5.
2Jl
 
S
B
3
3
7
 
P
4
 
19
89
.1
2 
62
-5
38
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
0 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
8.
4荏
底
径
一
ー
器
高
5.
1!
S
B
3
3
8
 
P
l
 
19
89
.1
2 
63
-5
41
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
1 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
17
.
2捏
底
径
—
器
高

4.
1!
S
B
3
3
8
 
P
2
 
19
89
. 
12
 
64
-3
94
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
2 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.
8捏
底
径
一
一
器
高
5.
8月
S
B
3
3
8
 
P
l
 
19
89
.1
2 
63
-5
40
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
25
.
2昔
底
径
—
器
高

11
.
8月
8
B
3
3
9
 
P
3
 
19
89
.1
2
.
 
65
-5
44
 
95
-
14
 
1
 1
 
A
 

M
TN

~G
-1

44
 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
25
.
7告
底
径
一
器
高
4.
2月
S
B
 3
 4
 1
 

19
89
.1
2 
66
-5
36
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
5 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
＿
底
径
7.
0
 器
高
6.
61!
 
S
B
 3
 4
 1
 
19
89
.1
2 
66
-5
35
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
6 
甕
（
胴
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
ー
底
径
一
器
高
9.
1
月
S
B
3
4
2
 
P
2
 
19
89
.1
2 
67
-3
52
 

1
 1
 
B
 

l!
TN
-G
-1
47
 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
23
.

6昔
底
径
—
器
高

6.
2月
S
B
3
4
2
 
P
2
 
19
89
.1
2 
52
-5
04
 
68
-5
34
 
1
 1
 
B
 

村
徳
永
逍
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
裏
（
%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
構
名
出
土
年
月
笑
醗
苔
号
発
IF
1g
香号
2
ンテ
ナ香
号
A
・B
の
別

MT
N-
G-
14
8 
甕
（底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

ロ
径
—
底
径
10
.
0ぎ
器
高
4.
6!
S
B
3
4
3
 

19
89
. 
12
 
69
-5
37
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
14
9 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
7
 0
 
ロ
径
12
.
4
 
底
径
4.
7
 器
高
7.
9
S
K
3
4
6
 

19
89
.
 
12
 
70
-2
55
 

l
 l
 
B
 

罰
N-
G-
15
0
鉢

弥
生
土
器
弥

生
7
 5
 
口
径
14
.
6
 
底
径
5.
1
 器
高
8.
3
 
S
K
3
4
6
 
'
19
89
.1
2 
70
-2
73
 

1
 1
 
A
 

MT
N-
G-
15
1 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
8.
4
器
高
24
.
8!
 
S
K
3
4
6
 

19
89
. 
12
 
71
-4
09
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
15
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.
61!
底
径
ー
＿
器
高
4.
91!
 
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
72
-4
08
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
15
3 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.
2柑
底
径
ー
一
器
高
8.
91!
 
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
72
-4
07
 

1
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
7.
2
器
高
9.
2!
 
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
70
-4
02
 

1
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
一
底
径
7.
3
ぎ
器
高
7.
7!
 
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
72
-4
05
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
15
4 
底
部
一
括

弥
生
土
器
弥

生
不
明

ロ
径
—
底
径
11
.
9'1
器
高
6.
611
 
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
72
-4
06
 

1
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
6.
6
器
高
6.
9ft
 
S
K
3
4
6
 

19
89
. 
12
 
70
-4
03
 

1
 1
 
B
 

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
6.
1
器
高
6.
1!
S
K
3
4
6
 

19
89
.1
2 
70
-4
04
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G
-1
55
 
石
斧

石
器
弥

生
不
明

S
K
3
4
6
 

19
89
. 
12
 

1
 1
 
B
 

MT
N-
G-
15
6 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
15
.
9惜
底
径
―
ー
器
高
2.
7月
S
K
3
4
8
 

19
89
.1
2 
73
-3
98
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
15
7 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
15
.
0佳
底
径
ー
一
器
高
7.
O!
 
S
K
3
4
8
 

19
89
.1
2 
73
-3
39
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
15
8 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
6捏
底
径
一
器
高
14
.
0月
S
K
3
4
8
 

19
89
.1
2 
73
-3
80
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
15
9 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
6
 0
 
ロ
径
14
.
5告
底
径
6.
5
 器
高
8.
7
 
S
X
3
4
9
 

19
89
. 
12
 
74
-3
78
 

・
 1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
16
0 
高
杯

弥
生
土
器
弥

生
6
 0
 
ロ
径
一
罪
'
!
15
. 
7
器
高
10
.
5!
 
S
X
3
4
9
 

19
89
.1
2 
74
-3
79
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
16
1 
壺
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
6
 0
 
ロ
径
8.

0荏
底
径
—

器
高

6.
1月
S
E
 3
 5
 3
 

19
89
.1
1 
75
-3
84
 
10
6-
43
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
G-
16
2 
甕

弥
生
土
器
弥

生
7
 0
 
口
径
38
.
8告
底
径
11
.
8
 器
高
43
.
3
 
S
E
 3
 5
 3
 

19
89
.1
1 
76
-5
91
 
10
6
-
42
 
1
 3
 
A
 

MT
N-
G-
16
3 
高
杯
（
脚
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
鰐
堅
16
.6
器
高
6
.
U
S
E
 3
 5
 3
 

19
89
.1
1 
75
-3
83
 

1
 2
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月存
3
（%
)

法
量
(c
m,
g)
遺
濤
名
出
土
年
月
笑
涵
唇
号
萌
9F
ig
番号
コン
テナ
香号
A・
B
の
別

MT
N-
G-
16
4 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
5
 5
 
蛭差
16
.0
桂
登
一
器
高
20
.
8
 
S
E
3
5
3
 

19
89
.1
1 
75
-3
82
 
10
6-
44
 
1
 2
 
A
 

MT
N-
G-
16
5 
石
庖
丁

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
26
.
0恒
底
径
10
.
O'i
器
高
4.
6
月
S
E
 3
 5
 3
 

19
89
.1
1 
57
-5
46
 

1
 2
 
B
 

MT
N-
G-
16
6 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
3
5
4
 

19
89
.1
1 

1
 2
 
B
 

罰
N-
G-
16
7
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
11
.
6荏
底
径
一
ー
器
高
6.
8ij
 
S
K
3
5
5
 

19
89
.1
1 
77
-3
39
 
ll
O-
54
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
16
8 
壺

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
8捏
底
径
―
ー
器
高
13
.1
!
S
K
3
5
5
 

19
89
.1
1 
77
-3
38
 
11
0-
53
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
16
9 
甕

弥
生
土
器
弥

生
5
 0
 
ロ
径
25
.
5荏
底
径
11
.
6
 器
高
24
.
5Ji
 
S
K
 3
 5
 5
 

19
89
.1
1 
78
-3
71
 
11
0-
56
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
0 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
32
.0
桂
底
径
一
器
高
8.
O!
 
S
K
 3
 5
 5
 

19
89
.1
1 
79
-3
70
 
ll
O-
55
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
1 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
7
 5
 
ロ
径
12
.
6
 
底
径
6.
4
器
高
7.
6
 
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
80
-2
70
 
ll
l-
67
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
2 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
2
 5
 
口
径
14
.
4
 
底
径
7.
0
 器
高
7,
9
 
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
80
-2
71
 
ll
l-
66
 
1
 4
 
A
 

罰
N-
G-
17
3
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
17
.
4
 
底
径
ー
一
器
高
6.
911
 
S
K
 3
 5
 6
 

19
89
.1
1 
80
-3
62
 

1
 4
 
B
 

MT
N-
G-
17
4 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
33
.
0
 
底
径
一
ー
器
高
8.
5
月
S
K
 3
 5
 6
 

19
89
.1
1 
81
-3
64
 
ll
l-
65
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
5 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
32
.7
惟
底
径
一
器
高
11
.
91!
 
S
K
 3
 5
 6
 

19
89
. 
11
 
84
-4
14
 
11
1-
57
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
6 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
33
.
5佳
底
径
一
器
高
7.
3
月
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
82
-4
13
 
ll
l-
58
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
7 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.
41'i
底
径
一
器
高
4.
6!
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
85
-6
06
 
11
1-
59
 
1
 4
 
A
 

'.
'!
TN
-G
-1
78
 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.1
程
底
径
一
器
高
5.
8月
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
83
-4
12
 
ll
l-
60
 
l
 4
 
A
 

MT
N-
G-
17
9 
甕
（
口
縁
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
21
.
4荏
底
径
一
一
器
高
7
.
U
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
81
-3
81
 
ll
l-
61
 
1
 4
 
A
 

MT
Ns
G-
18
0 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
底
径
8.
5
器
高
13
.
5月
S
 K
3
 5
 6
 

19
89
. 
1
1
 -
83
-4
11
 
ll
l-
62
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
18
1 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
底
径
11
.1
器
高
11
.
5!
 
S
 K
3
 5
 6
 

19
89
.1
1 
83
-4
10
 
ll
l-
63
 
1
 4
 
A
 

MT
N-
G-
18
2 
甕
一
括

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 

1
 5
 
B
 

MT
N-
G-
18
3 
蓋

弥
生
土
器
弥

生
不
明

ロ
径
一
—
i翌
4.
5
器
高
8.
511
 
S
K
3
5
6
 

19
89
.1
1 
80
-3
63
 
11
1-
64
 
1
 6
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
月
畠
（
名
）

法
量
(c
m
,g
)
遺
溝
名
出
土
年
月
翔
恩
唇
号
巷
9F
lg
呑号
功
サ
呑
号
A・ 
Bの
別

l!
TN
-G
-1
84
 
高
坪
（
床
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
 3
 5
 6
 

19
89
.1
1 

1
 ム。̂
 
B
 

MT
N
-G
-1
85
 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
巷竺
7. 
9
 
笞
竺
11
.
4
 器
高
13
.
7
 
S
K
 3
 5
 6
 

19
89
.1
1 
80
-3
61
 
ll
l-
68
 
1
 6
 
A
 

MT
N-
G-
18
6 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
4
0
 
想堅
7.
 
0
 
慈
!l
10
.4
 
器
高
13
.
4
 
S
 K
3
 5
 6
 

19
89
.1
1 
80
-2
72
 
11
1-
69
 
l
 6
 
A
 

MT
N
-G
-1
87
 
支
脚

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
一
慈竺
8.
1
器
高
6.
7/i
 
S
K
 3
 5
 6
 

19
89
.
 
11 
86
-5
00
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
18
8 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
21
.
4桂
底
径
ー
一
器
高
8.
7!
 
S
D
3
5
7
 

19
89
. 
12
 
87
-2
78
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G
-1
89
 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.
8
 
底
径
一
一
器
高
5.
0月
S
K
3
6
4
 

19
89
. 
12
 
88
-3
34
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
19
0 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
6.
6
 
底
径
ー
＿
器
高
4.
4月
S
K
 3
 6
 9
 

19
89
. 
12
 
89
-3
40
 

1
 6
 
B
 

MT
N
-G
-1
91
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
K
 3
 7
 4
 

19
89
. 
12
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
19
2 
鐸
形
土
製
品

土
製
品
弥

生
7
 0
 
幅
4.
5
 
高
さ
6.
7
 

遺
構
検
出
面

19
89
.1
1 
90
-3
60
 
12
3-
1
 
1
 6
 
A
 

MT
N
-G
-1
93
 
鐸
形
土
製
品
か
土
製
品
弥

生
不
明
幅
4.
1月
高
さ
6.
7月

遺
構
検
出
面

19
89
.1
1 
90
-6
07
 
12
3-
2
 
1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
19
4 
紡
錘
車

石
製
品
弥

生
3
 0
 
径
5.
6秀
厚
さ
0.
6
 

P
 3
 0
 1
 

19
89
.1
2 
90
-6
08
 
12
3-
3
 
1
 6
 
B
 

M
TN
-G
-1
95
 
石
庖
丁

石
器
弥

生
不
明

遺
構
検
出
面

1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
19
6 
紡
錘
車

石
製
品
弥

生
7
 5
 

遺
構
検
出
面

l
 6
 
B
 

MT
N-
G-
19
7 
石
槍

石
器

完
形

表
採

19
89
. 
10
 

1
 6
 
A
 

MT
N-
G-
19
8 
石
庖
丁

石
器
弥

生
不
明

表
採

19
89
. 
10
 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G
-1
99
 
石
斧

石
器
弥

生
不
明

表
採

19
89
.1
1 

1
 6
 
B
 

i!
TN
-G
-2
00
 
石
斧

石
器
弥

生
不
明

表
採

19
89
.1
2 

1
 6
 
B
 

MT
N-
G-
20
1 
土
器
破
片
一
括

縄
文
土
器
縄
文

表
採

19
89
. 
10
 

ょ＇
〇^

B
 

MT
N-
G-
20
2 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
26
.
0告
底
径
一
一
器
高
5.
4!
 
S
E
 1
 1
 8
 

19
89
.1
2 
57
-5
47
 
93
-
8
 
1
 7
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
G
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
畠
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
笑嘉
苔号
発
IF
1g
香号
J
ッテ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N-
H-
00
1 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
30
.
8荏
底
径
一
一
器
高
7.
3月
S
E
O
O
l
 

19
89
.1
1 
1
 -2
84
 

1
 
A
 

MT
N-
H-
00
2 
甕
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
25
.
2捏
底
径
ー
一
器
高
5.

4~
 
S
E
O
 O
 1
 

19
89
. 
11
 
1
 -2
85
 
11
9-
4
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
00
3 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
口
径
ー
＿
底
径
8.
81
器
高
5.
0月
S
E
O
 O
 1
 

19
89
.1
1 
1
 -2
83
 
11
9-
5
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
00
4 
壺
（
口
緑
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
19
.
0程
底
径
ー
一
器
高
6.
Oli
 
S
E
O
 O
 1
 

19
89
.1
1 
1
 -2
86
 
11
9-
6
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
00
5 
壺
（
下
半
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

S
E
O
 O
 1
 

19
89
.1
1 
2
 -2
87
 
11
9-
7
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
00
6 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
D
0
0
3
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N-
H-
00
7 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
不
明

裾
部
径
14
.
H
器
高
12
.1
月
S
D
0
0
3
 

19
89
.1
1 
3
 -2
90
 

1
 
A
 

罰
N-
H-
00
8
土
器
片
一
括
(
3
点）
縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
H
0
0
4
 

19
89
. 
11
 

1
 
B
 

MT
N-
H-
00
9 
坪

弥
生
土
器
弥

生
8
 0
 
ロ
径
9.
2荏
底
径
3.
5
器
高
4.
6
S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 
5
 -2
60
 
11
8-
3
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
01
0 
甕

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
29
.

2荏
底
径
—
器
高

10
.
2!!
 
S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 
4
 -3
50
 
11
8-
1
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
01
1 
高
坪
（
坪
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
27
.1
桂

器
高
8.
2月
S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 
5
 -2
39
 
11
8-
2
 
1
 
A
 

MT
N-
H-
01
2 
石
鏃
（
安
山
岩
）

石
器

完
形
長
さ
3.
3
 
幅
2.
0
 
厚
さ
o.
6
 
S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 
6
 -5
96
 

1
 
A
 

MT
N-
H-
01
3 
使
用
痕
剥
片
（
安
山
岩
）
石
器

長
さ
5.
4
 
幅
7.
2
 
厚
さ
1.
9
 
S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 
6
 -5
97
 

1
 
A
 

MT
N-
H-
01
4 
石
包
丁

石
器
弥

生
不
明

S
H
0
0
4
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N-
H-
01
5 
甕

弥
生
土
器
弥

生
ほ
ぽ
完
形
ロ
径
31
.
0
 
底
径
9.
5
 器
高
34
.3
 
S
J
 O
 O
 5
 

19
89
.1
1 
7
 -2
41
 
12
1-
8
 
2
（
別
置
）
A
 

HT
N-
H_
01
6 
甕

弥
生
土
器
弥

生
ほ
ぽ
完
形
ロ
径
34
.
0
 
底
径
10
.
4
 器
高
35
.
7
 
S
J
 O
 O
 5
 

19
89
.1
1 
8
 -2
42
 
12
1-
9
 
3
（
別
置
）
A
 

MT
N-
H
→
01
7 
甕

弥
生
土
器
弥

生
7
 0
 
ロ
径
一
底
径
10
.
4
器
高
35
.1
月
S
J
 O
 O
 6
 

i
 
9
 
89
. 
l
 
l
 
9
 -2
43
 
12
1-
10
 
4
（
別
置
）
A
 

MT
N-
H-
01
8 
甕

弥
生
土
器
弥

生
9
 0
 
口
径
34
.
8
 
底
径
10
.
4
 器
高
39
.
2
 
s
 J
 o’
0
 6
 

19
89
.1
1 
10
-2
34
 
12
1-
11
 
5
（
別
置
）
A
 

MT
N-
H-
01
9 
土
器
片
一
括
(
6
点）
縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
J
 O
 O
 7
 

18
88
. 
11
 

1
 
B
 

)!
TN
-H
-0
20
 
甕

弥
生
土
器
弥

生
7
 0
 
ロ
径
33
.
0苔
底
径
5.
2
 器
高
35
.
5
 
S
J
 O
 O
 7
 

19
89
. 
11
 
11
-3
29
 
12
1-
12
 
6
（
別
置
）
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
H
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
月
存
茎
（
災
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
戻氾
昔号
巷
fF
1g
香号
2
ンテ
ナ香
号
A・
B
の
別

MT
N-
H-
02
1 
土
器
片

縄
文
土
器
堤

文
不
明

S
E
0
0
8
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N
-H
-0
22
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明

ロ
径
—
底
径
8.
3
 器
高
11
.
7月
S
E
0
0
8
 

19
89
.1
1 
12
-2
81
 

1
 
A
 

MT
N
-H
-0
23
 
甕
（
底
部
）

弥
生
土
器
弥

生
不
明
ロ
径
ー
一
底
径
8.
9
器
高
8.
1月
S
E
0
0
8
 

19
89
.1
1 
12
-2
81
 

1
 
A
 

MT
N
-H
-0
24
 
投
弾

土
製
品
弥

生
完
形

S
E
0
0
8
 

19
89
. 
11
 

1
 
B
 

MT
N-
H-
02
5 
砥
石

石
製
品
弥

生
不
明
長
さ
5.
4i'1
幅
4.
4弓
厚
さ
2.
9
 
S
E
0
0
8
 

19
89
. 
11
 
12
-2
88
 

1
 
A
 

MT
N-
H-
02
6 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
 O
 1
 1
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N-
H-
02
7 
石
鏃

石
器

完
形

S
K
0
1
3
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

:'l
TN
-H
-0
28
 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
1
6
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N-
H-
02
9 
石
包
丁

石
器
弥

生
不
明

S
K
0
1
6
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

i'I
TN
-H
-0
30
 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
1
7
 

19
89
. 
11
 

1
 
B
 

MT
N
-H
-0
31
 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
2
3
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N
-H
-0
32
 
甕

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
2
5
 

19
89
.1
1 

1
 
B
 

MT
N-
H-
03
3 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
2
5
 

19
89
.1
1 

l
 
B
 

MT
N-
H-
03
4 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 O
 3
 3
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
03
5 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
3
4
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

:,
m-
H-
03
6 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
3
5
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

・別
T
 
N
 
-H
 
-0
 
3
 
7
 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 O
 3
 6
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
03
8 
器
台

弥
生
土
器
弥

生
不
明

器
高
5.
8!
 
S
B
 O
 3
 6
 

19
89
.1
1 
13
-2
89
 

7
 
A
 

m
N
-H
-0
39
 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 O
 3
 7
 
19
89
.1
1 

7
 
B
 

灯
N-
H-
04
0
壺

弥
生
土
器
弥

生
9
 0
 
ロ
径
13
.0
荏
底
径
6.
8
 器
高
15
.
6
 
S
K
0
3
9
 

19
89
.1
1 
14
-2
58
 

7
 
A
 

村
徳
永
遺
跡
(
H
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
塁
（
匁
）

法
量
(c
m,
g)
 
遺
溝
名
出
土
年
月
翔
甜
号
巷
IF
1g
香号
コッ
テナ
香号
A・ 
B
の
別

MT
N-
H-
04
1 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
4
2
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
2 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
0
4
4
 

19
89
. 
11
 

7
 
B
 

灯
N-
H-
04
3
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
4
7
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
4 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
0
4
8
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
5 
砥
石

石
製
品
弥

生
不
明

S
B
0
4
8
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
6 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
5
0
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
7 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
5
2
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
8 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
5
3
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
04
9 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
5
6
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
0 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
6
8
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
1 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
K
0
6
9
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
2 
鉢

弥
生
土
器
弥

生
2
 0
 
ロ
径
9.
6荏
底
径
5.
6有
器
高
4.
6月
S
B
0
8
2
 

19
89
. 
11
 
15
-3
55
 

7
 
A
 

MT
N-
H-
05
3 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
0
9
0
 

19
89
. 
11
 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
4 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 O
 9
 1
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

罰
TN
-H
-0
55
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 O
 8
 5
 

19
89
. 
11
 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
6 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
0
9
6
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
7 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
0
9
9
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
05
8 
投
弾

土
製
品
弥

生
不
明

長
さ
2.

9~
 

幅
2.
2
 
S
B
l
O
O
 

19
89
.1
1 
6
 →5
99
 

7
 
A
 

MT
N-
H-
05
9 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 1
 0
 1
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

)!
TN
-H
-0
60
 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

l
s
B
1
0
3
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

村
徳
永
遺
跡
(
H
地
区
）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
代
弓
存
裏
（
名
）

法
量
(c
m,
g)
遺
溝
名
出
土
年
月
度沼
香号
吾封
Fl
g
香号
J
ンテ
ナ香
号
A・ 
B
の
別

MT
N-
H
-0
61
 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
1
0
4
 

19
89
. 
11
 

7
 
B
 

MT
N-
H-
06
2 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 1
 0
 5
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N
-H
-
06
3 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 1
 0
 6
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
06
4 
土
器
片
一
括

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 1
 0
 7
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N
-H
-
06
5 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
1
1
0
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
06
6 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

S
B
 1
 1
 3
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N
-H
-
06
7 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

p
 6
 

19
89
. 
11
 

7
 
B
 

MT
N-
H
-0
68
 
砥
石

石
製
品
弥
生
不
明

P
8
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
06
9 
土
器
片

縄
文
土
器
縄

文
不
明

P
 9
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H-
07
0 
石
包
丁

石
器
弥
生
不
明

P
 1
 5
 

19
89
.1
1 

7
 
B
 

MT
N-
H
-0
71
 
石
鏃

石
器
（
慧
廂
）

一
部
欠
損
長
さ
2.
6
 幡
1.
7
厚
さ
0.
6
重
さ
ー
P
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